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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　四年前、親の仕事の都合で住み慣なれた大おお阪さかの町から、九州の大地へと引ひつ越こし、今年に入って大学進学のために単身舞まい戻もどってきたわけなのだが……その四年間の空白を挟はさんだ過か去こと現げん在ざいで一番変わった事といえば、たぶん、何を措おいてもまず家事に対する認にん識しきの変化だろうと思う。

　実家で暮くらし、自室の簡かん単たんな掃そう除じ以外の全すべての家事を母親に任まかせきっていたあの頃ころと、一人暮らしを始めてそれらを自分の責せき任にんで行わなくてはならなくなってからとでは、全くもって完全無欠に、その作業に対する考え方は違ちがう。なんというか、細かい部分は措いといて、とにもかくにも「お母さん、ありがと～！」と叫さけびたい。

　今、「こいつは何を言ってるんだ？」なんて思った人は、母親に頼たよらない生活をしてみると良いだろう。そうすれば、嫌いやでも分かる。絶ぜつ対たい思い知る。特に、それまで家事なんて全くやった事がありませんって人は要注意だ。少なくとも、最初の一か月は地じ獄ごくを見る。

　もちろん僕ぼくだって現代の人間だ。男子厨ちゆう房ぼうに入らずなんて時代の人間ではないし、小中高と家庭科の授じゆ業ぎようで料理やら裁さい縫ほうやらは一通りこなしている。だから基き本ほん的な事は分かっている。もしそれらの知識がなかったら、今頃は凄せい惨さんな光景が広がっていただろう。辛かろうじて常じよう識しき的な生活を送れているのは、まさにそのお陰かげだ。

　と、そんなわけで。

　つまり何がいいたいのかといえば、幼おさない頃からの家事教育は絶対に必要なのだという事だ。

「そんなわけだから、頑がん張ばろうね？」

　言い訳わけや労働を強要する言葉になっていないかどうかを僅わずかに心配しつつ、僕は隣となりに立つ志し乃のちゃんに声をかけたのだった。

　支はせ倉くら志乃ちゃん。某ぼう有名私立小学校に通う小学五年生。腰こしに届とどく艶つややかな黒くろ髪かみと対照的な陶とう器きじみた白い肌はだが印象的な女の子。

　そんな彼女と並ならんで、僕は台所に立っていた。六ろく畳じよう一間の我わがアパートは、次に震しん度ど５くらいの地震が起これば確かく実じつに倒とう壊かいしそうなオンボロっぷりではあるけれど、なかなかどうして、設せつ備びだけは十分に整っていたりする。だいぶ旧きゆう式しきではあるがユニットバスなんかもあるし、当然の事ながらちゃんとガスの使えるキッチンだってある。

　四人家族なら一食分で埋うまってしまいそうなくらい小さなシンクには、先さき程ほどまで使っていた食器が二対つい。今日の夕飯は中ちゆう華かで、スーパーで半はん額がくだった普ふ通つうの餃子ギヨーザとオニオンスープ、そしてメインディッシュのレタス入り黄金炒飯チヤーハンだった。餃子は上う手まく焼き色がつかずに残念な出来だったが、その分、炒飯は会心の出来だった。それはもう、今すぐにでも中華料理店を開店すべきだと確信するほどに。

　まぁ、そんな寝ね言ごとはともかくとして、今日は油モノだった。なので、出来ればさっさと洗あらってしまいたい。放置しておくと、後が面めん倒どうな事になるのは経けい験けん済ずみだ。特に餃子のタレはマズい。

　そのお手伝いを、志乃ちゃんに頼たのんだわけである。

　身体からだの成長が遅おそい彼女は、十一歳さいとは思えないほど背せが低く、一いつ般ぱん的なサイズで設計されているシンクにはちょっと足りない。なので、台に乗りながらだった。

　さらに泡あわがつかないようにと、長い髪の毛は全て後ろで纏まとめてポニーテイルにしていた。髪形に無む頓とん着ちやく、というか髪を含ふくめた全ての容よう姿し、肉体に関心のない少女で、普ふ段だんはずっとストレートに垂たらしっぱなしなだけに、たまにこういう姿すがたを見ると、随ずい分ぶんと印象が変わって見えるものだ。普段は出来すぎたお人形さんのように大人しげなのに、今は若じやつ干かん、活動的に見える。

　目線の距きよ離りが近づいた分だけ、瞬しゆん間かん的にドキリとする事もあった。

　うーん、しかし、こうやって一いつ緒しよに家事をするというのは、案外名案かもしれない。確たしかにここは志乃ちゃんの家ではなく、あくまで彼女は僕の家に遊びに来ているだけなのだが、僕としてはあまり『お客様』扱あつかいはしたくなかった。

　そもそも、志乃ちゃんと僕の関係は、兄妹ではない。義ぎ理りでもない。ただ彼女が生まれた頃から知っていて、両親が共に忙いそがしい彼女を家で預あずかる事が多かったというだけの、幼おさな馴な染じみのような関係だ。年ねん齢れい差があるから、確かにその関係は兄妹に近いだろうけど。

　そういう関係だったので、いまいち、お手伝いやらお使いやらを頼むのが難むずかしかった。どういう風に接せつすればいいのか。どこまで接していいのか、ずっと分からなかったのだ。

　けど────。

「あ、志乃ちゃん。それは、もっとこう、しっかりと挟み込こんで」

「……こう？」

「そうそう。隅すみ々ずみまで、綺き麗れいにね」

　まぁ、なんだ……何事もそうなのかもしれないけれど、ずっと悩なやんでいたり苦しんでいたりした事が、まるで夕立が終わってサッと晴れ渡わたるように、突とつ然ぜん綺麗に消え去ったりするわけで。

「なんだか、こういうのも楽しいね」

「……そう」

　そんな志乃ちゃんの無感動な相あい槌づちに、僕はニコリと微笑ほほえんだ。

　これからはきっと、色んな事が、楽しくなっていくだろう。

　そんな予感が、していた。
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「何か、文もん句くがある？」

　暗い部屋だった。八畳ほどの広さにも拘かかわらず窓まどは人が通れぬほど小さいものが一つしかなく、それにも分ぶ厚あつい遮しや光こうカーテンが引かれていて、光が漏もれ出してくる事はない。いや、違ちがうか。こちらが内で向こうが外なのだから、侵は入いってくると表ひよう現げんすべきなのかもしれない。

　絨じゆう毯たんのゴワゴワとした化か繊せんを足の指で搔かき回しながら、そんな詰つまらない事をふと考える。どちらも、苛いら立だった時の癖くせだ。小学生の頃ころに当時の担たん任にんから指し摘てきされ、意い識しきしてはいたのだが、結局直す事は出来ないままだった。

　そんな彼女を嘲あざ笑わらうようにたっぷりと時間をかけて、携けい帯たいの向こうから軽かろやかな声が届とどく。

『いいえ、何も』

「────っ！」

　あまりにも平然とした、微び笑しようさえ聞こえてきそうな答えに、足の指が攣つりそうなほど絨毯を嚙かむ。一瞬、携帯を叩たたき付けてやりたい衝しよう動どうに駆かられたが、その相手が目の前に居いない事を意識して、なんとか抑おさえ込んだ。

　そう、今そうしてやりたいのは、そうしなければならないのは、防ぼう音おん性せい能のうの高い壁かべ紙がみでも、大型のプラズマディスプレイでも、また、電話の向こうに居る相手でさえない。

　彼女は自身に冷静を呼よびかけながら、言葉を吐はき出す。

「私は……私と貴女あなたは、お互たがい、協力関係にあるはず」

『えぇ、それはもちろん。貴女にも協力して頂いただきましたし、わたしも協力しました。だからこそ、今がある。違いますか？』

　その通りだった。彼女は相手の計画に協力した。だから、相手は彼女の計画に協力しなければならない。二人の関係はギブアンドテイク。そこに主しゆ従じゆうはない。

　なのに、気がつけば相手に振ふり回されている。

「なら、どうして！　どうしてアイツの傍そばに居る！」

　それは明めい確かくな裏うら切ぎり行こう為いだ。既すでに終わった相手の計画とは違い、彼女の計画はこれから始まる。にも拘らず、全ぜん貌ぼうを把は握あくしている人間が敵側に寝返ってしまえば、全ての計画は水すい泡ほうだ。一から、しかも今度は一人で立て直していたのでは、どれほど掛かかるのだろう。

　こんなにも短時間で計画を立ち上げ実行段階に移うつせたのは、純じゆん粋すいに電話の向こう側に居る『悪あく魔ま』の力だと彼女も分かっている。だからこそ、その『距きよ離り』に頭が痛いたむ思いだった。

　倒たおれるようにして、ソファーへと腰こしを下ろす。上じよう質しつのそれは彼女の身体を優やさしく包み込んだ。尤もつとも、ソファーなどに包み込まれたところで嬉うれしくもなんとも無かったが。

『わたしが、貴女の計画を邪じや魔まするとでも？』

「そうとしか思えない……」

　もしかしたら、こちらの存そん在ざいが邪魔になったのではないか。彼女はそんな疑ぎ心しんを振り払はらえなかった。

『それは錯さつ覚かくです。わたしは、貴女の事を応おう援えんしていますよ？』

「────っ！」

　あまりにも白々しい言い草に、頭が沸ふつ騰とうする思いだった。

『それでは、健けん闘とうを祈いのっています』

　そんな言葉で、一方的に切られた電話を、今度は抑えきれず、彼女は壁に投げつけていた。その程てい度どで壊こわれはしないだろうが、別に壊れたとしても構かまわなかった。どうせ、今日限かぎりで廃はい棄きするものだ。最後くらい、ストレス発散の捌はけ口として役に立ってもらったって構わないだろう。

　まぁ、良い。

　今は、忘わすれよう。

　これで、ようやく『念願』が達成されるのだから。

　思い返せば、長い道のりだった。

　現実としての『最初』は生まれて数か月後だ。ほぼ同時期に生まれた彼女と彼は、家が近所だった事もあり、親同士の親交の過か程ていで対面する。ただし、もちろんこの時点での記き憶おくは、隅々まで探さぐっても残っていない。今となっては、どうして確たしかに覚えておかなかったのかと自身を激はげしく打ちのめしたい気分だが、流石さすがに生後数か月の赤ん坊ぼうにそこまで望むのは酷こくというものだろう。

　だから遡さかのぼれる記憶としての『最初』は、四歳さいの夏だった。確たしか、随ずい分ぶん遠くの海に出かけた日の事だ。そこで、波に攫さらわれそうになった彼女を、彼が助けてくれた。必死に浮うき輪にしがみ付くしかなかった自分に、手を差し伸のべてくれた。結局、最終的に助けてくれたのは両親だったが、その時の手の温ぬくもりは彼女の深しん層そうにまで届いていた。

　そして、真実としての『最初』は。

　高校生になったばかりの、春の事。

　冷たい風の吹ふく夜、線せん香こうくさい身体からだを重ね合わせた。

　歴然たる死に塗まみれた世界の中で。

　狂くるった認にん識しきに押おし潰つぶされた時間の中で。

　強く強く、愛を感じた。

　それが始まり。そこから始まって、ようやく辿たどり着いた場所。

　長かった。

　彼女はそう思う。

　そうしてようやく、彼女は、自分の罪つみを拭ぬぐう事が出来るのだ。
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　思い返せば、昔から、彼は少し他人と違ちがっていた。

　何がどう違うのかは、彼女もずっと長い間分からなかった。恐おそらくは、彼の事ばかり見ていたからなのだろう。彼女にとって、その感かん情じようを自覚する以前から、既すでに世界は彼を中心に回っていた。

　彼は常つねに冷静だった。慌あわてているところを見た事がない。

　それどころか、感情を露あらわにする事自体がなかった。

　何があっても動じず、むしろあらゆる事に無感動だった。

　例えば道みち端ばたで、子犬の死体を見つけた時も。ダンボール箱に入れられていたその捨すて犬は、結局、拾ってくれる相手もいないまま、死んでしまっていた。

　彼女はそれがあまりにも可愛かわいそうで、ダンボールごと抱だき上げ、お墓はかを作ってあげた。

　彼はそれを見て、言った。

「どうして、お墓を作るの？」

　彼女はその質しつ問もんが、よく分からなかった。

　どうして、なんて聞かれても、ただそれが当たり前の事だからとしか答える術すべがなかった。お墓を作る意味など教えてもらった事はないし、霊れいや供く養ようなんて言葉も知らないほど、幼おさなかったのだ。

　だから彼女は、何も答えられないまま、皆みんなそうしていると言って、子犬をダンボールごと埋うめた。

　それを彼は、無言のまま手伝ってくれた。
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「疲つかれた……」

　ベンチに腰こしを下ろした瞬しゆん間かん、自然とそんな言葉が漏もれた。

　下りエスカレータを背せに、一定感覚で横一列に並ならべられたベンチは、病院の待合所にあるようなのとは違い、かなり良いクッションを使っているらしく座すわり心地ごこちは悪くない。それでも、疲れた身体を休めるには、背もたれがないのは致ち命めい的だろう。今ここにマッサージチェアがあったなら、座っている人を蹴けり落としてでも座るに違いない。もちろん、現げん実じつにそうするという意味ではなく、あくまでそれほど疲れているというメタっぽい表現である。

　そんなわけで僕ぼくは、大阪にある某ぼう大手デパートの三階にて、夏バテしたゾンビのようにぐったりとしていた。

　流石さすがに周囲の目があるから出来ないが、もしここが自じ宅たくだったなら、きっと陸に上がったアザラシみたいに寝ねそべっていた事だろう。

　さて、どうして僕がデパートなんかに居いるのかと言うと、残念ながら──果たして何が残念なのか、誰だれが残念なのかは謎なぞだが──いつもとは少々事情が違っている。いつもなら、誰かしらに呼よび出されて、イヤイヤというか面めん倒どうくさくも感じながら、なのだが、今回は僕自身の意思でここにやって来たのだ。そう、自分の意思で。

　僕が自分の意思で動いた時は、必ずといって悪い事が起こる気がするのは何な故ぜでしょう？

　ドナドナをＢＧＭとして脳のう内ない補ほ完かんしながら恨うらめしい瞳ひとみで、僕は三つほどの先の店てん舗ぽに視し線せんを向けた。より正せい確かくには、そこに居る連れの二人に、だ。

　まず一人、鴻こうの池いけキララ先せん輩ぱい。僕の通う大学の四回生にして、元バイトの先輩であり、今も親しくしてもらっている友人兼けん、何故だか分からないが面倒ごとを持ってきては巻まき込もうとするトラブルメーカー。小こ柄がらな体たい軀くながら弱々しさを僅わずかに夢む想そうする事さえ許ゆるさないエネルギッシュな体たい格かくと、表情。いたずら小こ僧ぞう十人分（当社比ひ）に匹ひつ敵てきする潑はつ剌らつとした童顔には銀ぎん縁ぶちの丸まる眼鏡めがねがかけられていて、その向こう側では野の良ら猫ねこのような円つぶらな瞳ひとみが、キラキラと無む闇やみやたらに輝かがやいている。

　まったく、あれで僕より年上だというのだから、世の中、底が知れない。そんな事は生なま爪づめを剝はがされたって本人の前では言えない大だい禁きん句くなわけなのだが、内心で自問する限かぎりにおいては誰の批ひ判はんも受ける必要はないはずだ。背中に圧おし掛かかるヘタレの三文字も、彼女の前ではさほどの重さも感じられない。

　もう一人は、鴻池先輩よりも更さらに小柄な少女───支はせ倉くら志し乃のちゃんだ。楽しげな先輩とは対照的に、無感動な瞳で商品を見つめる志乃ちゃんは、普ふ段だんの真っ黒なセーラー服姿すがたではなく私服だった。デフォルメされた兎うさぎのワッペンが入った擦かすれたピンク色のノースリーブにデニムのジャケット。下は同じくデニム生き地じのスカートという出いで立ちだ。更に目ま深ぶかに被かぶっている帽ぼう子しは天辺が二箇か所しよ、不自然に尖とがっていて、まるで猫ねこの耳のように見える。

　その健全な可愛らしさに思わず危あぶない人のように、ウンウンと頷うなずいてしまう。将しよう来らい、誰かと結けつ婚こんして子こ供どもが生まれたとしたら、僕はきっと親馬ば鹿かになるだろう。なんとなく、そんな確かく信しんがある。

　さてさて、では僕がどうしてこんな風に二人から離はなれて遠くから眺ながめているのかというと、別に体力不足というわけではない。そりゃ確かに疲れてはいる。女の人の買い物──主にウィンドウショッピングだけど──に付き合うのは、かなりの体力と精せい神しん力を要するものだ。普通、買い物といえば何か目的があって行くもので、値ね段だんや性せい能のうの差で悩なやむ事はあっても、全く無関係の商品を、買うわけでもなく延えん々えんと眺め続けるのはあまりに不合理と言えるだろう。

　そもそもこのデパートにやってきた理由だって、別に買い物をするためではないのだ。

　六階、特別展てん示じスペースで行われる三日間限げん定ていのイベント、『生と死の迷めい宮きゆう』というタイトルをつけられた個こ展てんを見るためだった。

　僕は語るまでもなく、先輩も、たぶん志乃ちゃんも芸げい術じゆつには造ぞう詣けいが深いわけではなく、興きよう味みもあまりない。学校の授じゆ業ぎようで色々と見てきたけれど、それ以外で美び術じゆつ館かんや個展に出かける事はない。

　それでも、先輩が見に行こうと誘さそったのも、僕がそれを決けつ断だんしたのも、全すべては───その個展を発表した芸術家の名前が、『市し井い垣がき忍しのぶ』だったからだ。

　市井垣忍。その名前は僕らにとってとても大きな意味を持つものだった。彼が設せつ立りつした、ネット上で集しゆう団だん自殺のメンバーを募ぼ集しゆうするサイト、『Dead End Complex』。それに纏まつわる一連の事じ件けんに、僕らは関かかわっていた。

　いや、過か去こ形ではない。今現げん在ざいも、大きく、とても危き険けんな形で関わっている。市井垣忍の死を穢けがした志乃ちゃんの命を、彼らは狙ねらっている。穢したなんて言っても、もちろんそんなのは完全に思い込こみで、実じつ際さいにはただ、その遺い体たいを警けい察さつへと通つう報ほうしたというだけの、常じよう識しき的な行動だ。何一つ、非ひ難なんされる理由はない。

　けれど、彼らは自分勝手な理り屈くつで志乃ちゃんを狙い続けている。車で横を掠かすめて行ったり、ビンを投げつけられたり───家の前に、犬の死体を吊つるされたり。その他ほかにも様々な、陰いん湿しつな行こう為いが繰くり返されていた。

　幸いと言うべきなのか、今のところ実害はないのだが、僕としてはここしばらく、気の休まらない日々が続いていた。

　そんな中での、個展。

　このタイミングに僕らの住む大阪で、という露ろ骨こつとも言うべき行動に、当然、警けい戒かいはあった。連中が何か仕し掛かけてくるのではないかと、そう考えていたわけだが────。

「けど、何も無かったんだよなぁ」

　展示スペースに籠こもる事、半時間ほど。結局、何のアクションも起こされる事はなかった。展示されているものも何か良く分からない絵画と何か良く分からない彫ちよう刻こくだけで、数も少なく、退たい屈くつなだけだった。事情を知らない人なら、五分も居れば飽あきるだろう。

　虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず、という意味合いの志乃ちゃんの主しゆ張ちようと、まぁ大おお勢ぜいの無関係な人が居る場所なのだから、そう大した危険はないだろうという判はん断だんからやって来てはみたものの、結果は外れだった。

　そりゃ危険はないに越こした事はないのだから、惜おしむべきではないのだろうけれど……釈しやく然ぜんとしない気持ちはあった。

　結局、あまり長々と居いても仕方がない、という判断で僕らはその場を離れた。

　そこからだ───僕にとっての悲ひ劇げきの始まりは。

　時間的に、そのまま食事でもしてさっさと帰るのかと思っていたのだが、大おお間ま違ちがい。折角だから、なんて分かるような分からないような論ろん理りで、先せん輩ぱいが志乃ちゃんを引き連れてのお買い物モードに突とつ入にゆうしてしまったのだ。

　ただ、それでも、他の商品だったら良かったのだ。例えば雑ざつ貨か類だったら、僕だって楽しめる。百円ショップとかディスカウントショップとか、ヘンテコな商品がずらりと並んでいて、思わず店内を一周してしまう事は、僕にだってある。

　そうでなくとも、志乃ちゃんの洋服を見み繕つくろってくれるのならありがたい。お人形さんみたいな可か憐れんな容よう姿しの彼女は、けれどファッションに対する関心が本当に今時の子こ供どもなのかと心配してしまうほどに無く、それ以外にないのならジャージでだって外出してしまいそうな人格をしている。

　それを避さけるために誰かが買い与あたえてあげなければならないわけなのだが、生あい憎にくと僕にはそれが出来るだけの資し産さんも感性も持ち合わせていない。なので大助かりなのだ───ただし、まぁ、先輩も割わりとアレなので、手放しには歓かん迎げいできないけれど。

　けれど、それにしたって、流石さすがにあれは……困こまる。

　そんなわけで、僕は再ふたたび視し線せんを二人の方向へと向けた。先さき程ほどから顔を向けては逸そらし、向けては逸らしの繰り返しだった。あまりジロジロと眺めてはいけない、そんな無言のプレッシャーがその店てん舗ぽからは発散されている。オーラと言い換かえても良いだろうか。男性限げん定ていの精神攻こう撃げきである可か能のう性せいは、疑うたがいようもなかった。

　とまぁ、あんまり引っ張ぱっても仕方がないのでさっさと答えを言ってしまうと、そのお店は女性用下着の専せん門もん店なわけでした。

　……居いれるわけないでしょ？

　居れるわけないよね？

　残念でも何でもなく、平然とその死地に立てるほど、僕は猛も者さではない。先輩に引き連れられてやってきた店舗に、その男物に比くらべれば圧あつ倒とう的に色いろ鮮あざやかな商品群を見た瞬しゆん間かん、僕は休息を申し出て、逃にげ出していた。

　しかし……そう言えば、志乃ちゃんってブラジャーを着けてないんだよなぁ。確たしか、キャミソールみたいなのを着ていたように覚えている。

　最近の小学五年生にもなれば、着けていない子の方が少ないのではないだろうか？　彼女はどうにも、肉体的な成長が明らかに他の子よりも遅おそいような気がする。精神的には僕よりよっぽど大人だというのに、それに肉体が追つい従じゆうしていないのだ。

　そのチグハグさについて、先輩曰いわく、「女の子はそういうもんや」という事らしい。それが正しいのかどうかは男である僕には分かりようもない。小学校時代の同級生の女の子って、肉体も精せい神しんも全部上に見えたけど……。

　それにしても、なんだか難むずかしい年とし頃ごろになってきたなぁ。そんな不思議な感かん慨がい。

　これまでも、女の子としてある程てい度どは意識していたけれど、それはあくまで子供としてだ。

　志乃ちゃんは割りと無む防ぼう備びだから。流石に僕の目の前で着き替がえたりとかする子ではないが、それは別に恥はずかしがっているというわけではないらしい。というのも、以前不幸な事じ故こ──断じて事故だったのだと主張する──で彼女の身体からだを見てしまった時も、何のリアクションも返ってこなかったのだ。

　これを期に少し意識してほしいような、それはそれで寂さびしいような、そうなった場合、どういう対たい応おうに切り替えるべきなのか、それともそういう態たい度どの変化は見せるべきではないのか。

　凄すごく、複ふく雑ざつな気持ちだ。

　恐おそらくはお年頃の娘むすめをもった父親が感じるであろう気持ちを仮か想そう体験しつつ、視線を正面に戻もどした。あんまり、ジロジロと見るもんじゃないから。別に下着を見ているわけではなく、そこで買い物をしている知り合いを見ているわけだから変態呼よばわりされる必要はないのだが……何というか、一いつ般ぱん論ろんとして。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになって、僕はズボンのポケットを探さぐった。そこには、つい先日手に入れたばかりの携けい帯たい電話が、明らかな違い和わ感をもって存そん在ざいしている。今時の若わか者もの、大学生としては珍めずらしく、僕はそれまで携帯を持っていなかったのだ。

　ところが、つい先日になって、携帯電話の重要性というか必要性を思い知らされ、仕方なく持つ事になった。機種は型遅おくれのゼロ円携帯で、プランも一番安い奴やつを選んだ。と言うか、選せん択たく肢しはなかった。拠よん所どころない事じ情じようから持つ事になっただけで、それに必要以上の資し金きんを投資する気には絶ぜつ対たいなれなかった。
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　なので、ぜんぜん触さわっていない。ネットに繫つながるようになっているけれど、一度しか繫げた事がない。もちろん、着うたやら画が像ぞうやらもダウンロードしていない。アドレスの一番は自じ宅たく──ちゃんとかかるかどうか確かめたのだ──で、二番目が志乃ちゃんの携帯。三番目は鴻池先輩。その他ほかにも志乃ちゃんの両親やら自宅やら、バイト先や大学の友達連中の番号で、およそ二十数件けんだ。最大は三百らしいけど、それが埋うまる事はあり得ないだろう。こういうのを見ると、今まで割りと狭せまい世界の中で生きていたのだな、と変な実感を覚えたりする。

　ポケットから取り出し、トップメニューからメール画面を表ひよう示じさせる。必要な連れん絡らくにしか使っていないので、そう頻ひん繁ぱんに着信する事はない。新着メールは一件も無かった。念のためにと着信の問い合わせをしてみるが、返ってきたのはゼロ件の表示のみ。

　つまり、返信は未いまだ来ていないという事だ。

　今朝の事だった。一通のメールが着信した。

　知り合いの──と表ひよう現げんして良いのかは迷まようが──女の子、涼すず風かぜ真ま白しろちゃんからだった。題名は無く、簡かん潔けつな一文だけのメール。

『何をすべきか迷った時は貴方あなたに聞いてください』

　……何のこっちゃ？

　あの銀色の髪かみの少女は、何となく志乃ちゃんと同じ匂においのする子で、その思考は全く読み切れない。何を考えて、何を目的に動いているのか、それが明めい確かくに分からない。

　彼女の事、何の意味もないという事は考えられないだろう……そう思って『どういうコト？』と返信しておいたのだが、結局答えは得られないままだった。

　む～ん、と首を傾かしげてみる。今朝から、何度と無く繰り返した動作だ。隣となりに座すわっていたオバサンが不ふ審しんげな瞳ひとみをチラリと向けてきた。

　少し居い心地ごこちが悪くなって、立ち上がる。例のお店に視線を向けてみたが、どうやら奥おくまで入ってしまったらしく、志乃ちゃん達の姿すがたは見つからなかった。

　これは、しばらく掛かかりそうだな……。

　男と違ちがって、女の子の場合は種類が多い上に試着もあるから、余よ計けいに時間が掛かるのだろう。立ち上がったついでなので、そのままトイレに向かう事にした。
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　トイレに行っていたのは十分くらいだろう。別に特別長かったわけではなく、単にちょびっと迷っただけだ。案内板の表示の仕方が、意地悪だっただけだ。

　だが、元の場所に戻ってきても、まだ二人は買い物中らしく、姿は見えなかった。

　その代わり───と言って良いのかどうなのか。

　一人の男性と、眼めがあった。

　知らない人……だろう。いまいち確信が持てないのは、僕が自分の記き憶おくというものに対して過か信しんしない人間だからだ。ぶっちゃけ、結けつ構こう物もの忘わすれが酷ひどいのです。

　その男性は、どうやら店員さんのようだった。同じ色いろ柄がらのスーツを着ていて胸むねにはネームプレートが付けられている。

「ちょっと宜よろしいですか」

　丁てい寧ねいなのは文体だけで、口調も表ひよう情じようも刺とげ々とげしかった。いや、と言うよりは妙みように緊きん張ちようしているらしく、感情を抑おさえ込もうという意い識しきが伝わってくる口調だった。

「あ、えっと……なんでしょう？」

「ここではなんですので……」

　別の場所に移い動どうしよう、という事らしい。特に断ことわる理由もなく、僕はそれに従したがった。

　店員さんに連れられてやって来たのは、最上階である六階の奥の部屋だった。てっきり事じ務む所しよかどこかに連れて行かれるのかと思ったが、そこは明らかに違っていた。

　広さは十畳じようほどになるのだろうか。部屋の中央に折りたたみ式のテーブルとパイプ椅い子すが両側に五脚きやく置かれていて、壁かべ際ぎわはすべてスチール製せいのロッカーで埋うまっている。どうやら、更こう衣い室しつ兼けん休きゆう憩けい室しつに使われているらしい。

「って、先せん輩ぱい……」

　そこに居いたのは鴻池先輩と志乃ちゃんだった。パイプ椅子に並ならんで座っている。

「どうしたんですか？　いったい……」

「どうもこうもないわ」あからさまに不ふ機き嫌げんな声だ。「ウチら、万引きに間違われとるんや」

「……は？　万引き？」

　瞬しゆん間かん的に意味が分からず、自分でも分かるほど間ま抜ぬけな顔で聞き返す。

　万引きって言えば……あれだ。商品を盗ぬすむ犯はん罪ざい行こう為いだ。

　詳くわしく聞いてみると、鴻池先輩のバッグから未会計の商品が出てきたらしい。まさに、これ以上ないほど確実な物的証しよう拠こだ……が、僕ぼくにはそれが馬ば鹿かげているとしか思えなかった。

　だって、疑われているのはこの二人だ。

　支倉志乃ちゃんと、鴻池キララ先輩なのだ。

　志乃ちゃんはそういう事をするような子じゃない。これは色いろ眼鏡めがねなんかじゃない。

　万引きをゲームのように楽しむ人というのが居るそうだけれど、それはまず絶対に在あり得ない。むしろ、そんな事に楽しさを感じ、満足を得られるような小学生だったら、僕の苦労は百分の一程てい度どで済すんでいるだろう。惨ざん殺さつ死体やら猟りよう奇き事じ件けんやらを求めるその性せい癖へきに比くらべれば、万引きのなんと可愛かわいらしい事か。

　また、子こ供どもらしくただ単に物が欲ほしくて盗むという事もあり得ない。志乃ちゃんは、物に対する執しゆう着ちやくが非ひ常じように弱い。あれが欲しいとか、これが欲しいとか、物ぶつ欲よくを持たない。誕たん生じよう日びに何が欲しいかと聞いて、僅わずかに考えた後、「…………静せい寂じやく」と言われた時は、思わず泣いてしまった。ゴメンね、宿題中に五う月る蠅さかったね、あぁもう、コンチキショウ！

　ちなみに後日、何ど処こかの誰だれかさんの入れ知ぢ恵えによって某ぼうブランドのペアリング──十八万円なり──を要求され、また泣かされたのだけれど。

　先輩も万引きなんてしないだろう。この人は、まぁ、欲しいものはあらゆる手しゆ段だんを使ってでも手に入れるような人だけれど、違い法ほう行為には手を出さないはずだ。……いや、本当に興きよう味みのあるものなら、平気で手を出したりしそうな気がしないでもないけれど、万引きなんて姑こ息そくな手は使わないだろう。鴻池キララという女性は、とある犯罪の証拠をつかむために空き巣まがいの不法侵しん入にゆうをやらかすような人なのだ。

　というわけで、何かの間違いでしかないのだが、それを説明するのは難むずかしそうだ。店員さんは完全無欠に、二人が万引きしたのだと思い込んでいる。まぁ、実じつ際さいに商品が出てきたのだから、当然なのだけれど。

「だから、ウチはやっとらん言うとるやろが！」

「け、けど、商品が出てきただろ！」

　取り付く島もないとはこの事か。

　半ば無意識にため息を吐つき、店員さんを見た。

　年の頃ころは三十前といったところか。ただ、歳とし相そう応おうの落ち着きというものを感じられない。若じやつ干かん童顔という事もあり、服ふく装そうが違えば、もしかしたら僕と同じくらいに見えたかもしれない。

　胸むねの名札には『佐々壁』と書かれている。下の名前までは書かれていないので、分からなかった。

　このままだと、僕らは警けい察さつに突つき出されるのだろうか？　やっていない事は確たしかなのだからそれでも良いような気がしないでもないけれど……やっぱり、駄だ目めだろう。何な故ぜなら、志乃ちゃんが居るから。

　彼女が通っているのは有名私立小学校で、当然の事ながらこういう事には厳きびしい。警察から学校に連れん絡らくが入ろうものなら、何かしらの処しよ分ぶんが下されるのは間ま違ちがいない。公立校とは違い、下手をすれば退たい学がくもあり得うるのだ。

　それだけは、絶ぜつ対たいに防ふせがなければならない。

　まぁ……本人はあまり気にしないような気がするのだけれど。

　チラリと横顔を覗のぞき込こむと、先輩と佐々壁さんとの言葉の応おう酬しゆうになどまるで気がない様子で、なんとなく、ちょっと眠ねむそうだった。

「志乃ちゃん、夜よ更ふかししたの？」

　最近はお泊とまりがほとんどだった──例の事件の関係から、一人に出来なかった──から、部屋の隅すみっこで子こ猫ねこのように丸まって眠ねむっているのを見ていたはずなのだけれど。

「別に、してない」

「そう？　でも、なんだか眠たそうだけど……」

「そう……？」

「もしかして、眠りが浅いのかな？」

「……そうでもない」

「なんだったら、子こ守もり唄うたでも歌ってあげるけど」

「…………」

　分かっていた事だけれど、怒おこられた。

　無言の凄すさまじい怒ど気きを感じ取って、僕も苦く笑しようしつつ黙だまる事にした。

　すると、先輩と佐々壁さんの声がいつの間にか聞こえなくなっていた事に気づいた。

「……あ～、なんや。うん、言いづらいんやけどな」

「なんでしょう？」

「人が怒っとる隣となりで、ラブラブせんといてくれるか？」

　二人の白々とした視し線せんに曝さらされて、またも苦笑してしまう。

　いや、ってか、ラブラブって。死語でしょ、それ。

「あ～、もう。毒気抜ぬかれてもうたわ。アンタじゃ話にならんから、責せき任にん者しや連れてきてや」

「いや、それは……」

「第三者に間に入ってもらった方が、円えん滑かつに話が進むやろ？」

　この場合、その責任者は第三者と言えるのだろうかと疑ぎ問もんに思ったが、まぁ警察を呼べない立場である事を考えると、妥だ当とうな存そん在ざいなのかもしれない。

　そう考えて、佐々壁さんが酷ひどく居い心地ごこち悪そうにしているのに気づいた。

　曖あい昧まいに言葉を濁にごしながら、彼は責任者を呼ぶ事を拒こばんでいた。

　いったいどうして───そう考えた瞬しゆん間かんだった。

　室内に、巨きよ大だいな金きん属ぞく音が鳴り響ひびいた。それが非ひ常じようベルの音である事に、直すぐに気づく。映えい画がやドラマは別にして、リアルで最後に聞いたのは、小学生の頃の避ひ難なん訓練だろうか。なんとなく懐なつかしく、お陰かげで巨大な音には驚おどろいたものの、恐きよう怖ふや緊きん張ちようは全く湧わき上がってこない。避難訓練の効こう果かがこれなのだとしたら、何とも馬鹿げた話だろう。いや、それとも、冷静でいられるという点から、素す晴ばらしい成果と言えるのかな？

　なんにしても、頭が痛いたくなりそうな音に慣なれてしまえば、後は落ち着いたものだった。

「火事、でしょうか？」

「せやと思うけど……」

　先せん輩ぱいも、若干戸と惑まどい気味だった。この部屋がやや奥おくまったところにある所せ為いで、店内の声は全く届とどかない。おかげで、何がどうなっているのか、さっぱり分からなかった。

「で？　この場合、ウチらはどうしたらえぇんや？」

「ど、どうせ誰かが悪戯いたずらしただけだろ……」

　そんな事を言いながら、声が微び妙みように震ふるえているのはどうしたものか。

　とはいえ、佐々壁さんの言うとおりなのではないかと僕も考えていた。あの火か災さい警けい報ほう装そう置ちのボタンというのは、なかなかどうして、魅み力りよく的なのだ。人間の本ほん能のうを絶ぜつ妙みような感じに擽くすぐってくれる。少し自じ制せい心しんの足りない小中学生が悪戯で押おしてしまったとしても、不思議には思わない。

　あるいは、そうでなかったとしても、たぶん誤ご報ほうだ。誰かがトイレでタバコでも吸すっていたのかもしれない。

　そう、考えていた。

　愚おろかだったと、後から思う。

　非常ベルとは、『非常時』に鳴るものなのだから。

　唐とう突とつに、電気が消えた。

　蛍けい光こう灯とうが切れる時の明めい滅めつはない。

　いきなり、消えたのだ。

「え……？」

　一瞬にして視界が完全に消失する。僕はとっさに、隣となりに座すわっていた志乃ちゃんへと手を伸のばしていた。その手に、柔やわらかい感かん触しよくが重なる。指先に返ってくる感触から、それが彼女の小さな手である事が分かった。

「志乃ちゃん？」

「…………」

　無言。代わりに、手のひらに返ってくる圧あつ力りよくが答えを返してくる。

　問題ない、そう言っているようだった。

　軽く安あん堵どの息を吐はくと、カチッという音と共にいきなり暗くら闇やみが切り開かれた。といっても、室内全体を照らし出すほどではなく、分ぶ厚あつい闇を一部だけ、円形に切り取る程てい度どだったけれど。それでも僅わずかな光を取り込もうと開いていた瞳どう孔こうには痛いたいほどの明るさだった。

　手を翳かざし明かりを直視しないように気をつけながら、その光こう源げんへと視線を向ける。

「……いつも持ち歩いてるんですか？　懐かい中ちゆう電でん灯とう」

「淑しゆく女じよの嗜たしなみやで？」

　そんな淑女は三千世界全すべて探さがし回ったって存そん在ざいしません。

　まぁ、世にも奇き特とくな自じ称しよう淑女のおかげで、視界が確かく保ほされた事は事実だが。

「ほい、アンタもな」と、手て渡わたされる。先輩のとは違ちがう、細くて小さい、ペンライトだ。

　唐突の事に驚いて僕は動けなかったが、先輩は流石さすがというべきか、立ち上がって僕の直ぐ隣にまで来ていた。そしてこちらも流石。隣に座っている志乃ちゃんは全く動じた様子も無く、どこに焦しよう点てんがあるのか分からない瞳ひとみで佐々壁さんを見つめていた。

「何がどうなってるんでしょう？」

「こら下手したら、火事どころの騒さわぎやないかもしれんなぁ」

「火事以上の騒ぎって……」

　地じ震しん？　いや、それなら気づくか。

　そう考えて、あっと思い至いたる。

「そう言えば、何の説明もないですよね？」

　普ふ通つう、こういう時は落ち着いて避難するよう、アナウンスが入るものだろうに。

「電でん源げんが根こそぎ落ちたんやったら、それも出来んけどな」

　ともかく外に出よか、と先輩に先せん導どうされて休きゆう憩けい室しつ兼けん更こう衣い室しつを出る。それを、佐々壁さんも拒まなかった。酷ひどく怯おびえた様子で、キョドキョドと視線を彷徨さまよわせている。

　通路に出ても、明かりは灯ともっていなかった。

「非常灯まで消えとるんか……？」

　お馴な染じみのＥＸＩＴの光は何ど処こにも見えない。通常、それらは他ほかの電灯とは別のブレーカーに分けられている。非常時に使えなくなる非常灯には、穴あなの開いたお鍋なべほどの価か値ちもないからだ。

　だからそれだけで、現げん状じようがどれほど非常なのか理り解かいできた。

「しっかり握にぎっときや」

「え？」先輩の声にドキリとする。

「シノシノの手ぇ。一いち応おうな」

　言われて、あぁと思い出した。そういえば、先さき程ほどから握ったままだった。隣に視し線せんを向けると、多少闇に慣なれてきた瞳に、志乃ちゃんの白い顔が見える。闇の中に薄うっすらと浮うかび上がるそれは、空中浮ふ遊ゆうする仮か面めんのようで何やら恐おそろしげではあったけれど、手のひらの感触からそこに居いると感じられ、少し安堵した。

　それは、僕自身が闇とそれから生み出される孤こ独どくへの恐きよう怖ふが失われたからでもある。道を指し示しめす懐中電灯の光は蛍ほたるのように脆ぜい弱じやくで心細い。視覚情じよう報ほうの欠けつ如じよは、普ふ段だんからそれに頼たよって生きている人間にとっては、動物的な危き機き感を呼び覚ますものだ。

　ただし、これは電気が消えたくらいでビビってるのは大学生として格かつ好こう悪いなぁ～という言い訳わけではないのだが──あえて強調するが、ホントに言い訳ではない──安堵感はそれだけではない。

　支倉志乃という少女には、闇が良く似に合あう。長い黒くろ髪かみと黒目勝ちの瞳が、それを否いや応おうなく連想させるからかもしれない。彼女の属ぞく性せいは、陽ひの光ではなく、反対側にこそ大きく傾かたむいている。明るい服ふく装そうに違い和わ感を覚えるのも、それが原げん因いんだ。

　そしてだからこそ、こういう場所では恐ろしくなる。今この瞬しゆん間かん、手を離はなせばそのまま周囲に溶とけ込んでしまって、二度と帰ってこないかのような、不ふ可か思し議ぎな錯さつ覚かくに襲おそわれてしまうから。

　だからこそ、触ふれ合う肌はだの温ぬくもりは安堵を感じさせてくれた。

「危あぶないから、離さないようにね？」

　無言のまま、コクリと頷うなずくのが僅かに見える。

　そのまま、通路を抜ぬけてホールへと出た。

「火事ではない……みたいですね」

　周囲に視線を向けながら、言う。眼めに映うつるのは、無人の館内だ。どうりで人の声が全く聞こえないはずだ。つい先程まで、レジカウンターで微笑ほほえんでいた従じゆう業ぎよう員いんも、楽しげに商品を眺ながめていた客達も、誰一人として居ない。あんまりにも沢たく山さん居すぎていっそウザったいほどだった世界が一変し、別に異い次じ元げん世界に捕とらわれたわけでもないのに、見慣れた風景が今はどこか空々しい。

「少なくとも、何かが燃もえる匂においはしないですし」

「せやなぁ。煙けむりも熱も感じんし。どうなっとるんや？」

　流石の先輩も、この状じよう況きようには困こん惑わくしているようだった。その事実に少し安心する。後ろを歩く佐々壁さんのようにあからさまに怯おびえられるのも落ち着かないが、志乃ちゃんのようにノーリアクションなのも、まるで驚おどろいている自分が異い常じようみたいで困こまってしまう。

「だいいち、誰も居おらんってどういう事や？　なんかのドッキリか？」

「こんな無む駄だに壮そう大だいなドッキリはないでしょ」

「分からんやろ。最近のテレビは、無駄に金をかけるんが大好きやからなぁ。デパート貸かし切きりで客全員エキストラくらい、やりそうや」

　案外本気でやりそうな気がしないでもないけど、少なくとも僕ぼくらを驚かせて視し聴ちよう率りつが取れるとは思えません。

「ともかく、何にしても下りよ。ここに居ってもしゃあないわ」

　ですね、と同意する。仕方がないというより、むしろ、さっさと明るいところに出たい気分だった。なんだかゾンビなり怪かい物ぶつなりが飛び出してきそうな雰ふん囲い気きの場所に長なが居いしたいとは思わない。

　無言ながら志乃ちゃんと佐々壁さんも同意見だったらしく、そのまま先輩の懐かい中ちゆう電でん灯とうを頼たよりに最も寄よりのエスカレーターを目指した。電でん源げんが落ちているから動いてはいないだろうが、階かい段だんとしての役やく割わりは十二分に果たしてくれるだろう。

　だが、やがて辿たどり着いたその場所に、エスカレーターは無かった。消失していた。代わりに、シャッターらしき壁かべが出来上がっている。

「この辺りに、エスカレーターがありましたよね？」

　僕の記き憶おく違ちがいでなければ、確たしかにそこには下の階へと続くエスカレーターがあったはずだ。いくら暗いからとは言って、懐中電灯の明かりがあるのだから、そうそう方向感覚やら距きよ離り感やらが狂くるうものではない。

　それを証しよう明めいするように、先輩が重々しく呟つぶやく。

「シャッターが全部降おりとるみたいやね」

　どうやら階段やエスカレーターなど、各階かい層そうを繫つなぐ区画はシャッターによって完全に隔かく離りできるようになっているらしい。火か災さいが起きた時、延えん焼しようを防ふせぐためなのだろう。警けい報ほうと同時に下ろされたのだ。

「それはあり得んやろ……。あれだけ人が居ったんやで？　それをいきなり火事が起きましたからゆーてシャッター下ろしたら、安全上、問題があり過すぎや」

「ですけど、ほら……そこに」シャッターの前にぽつんと置かれたキャリーケースを指差す。

「たぶん、逃にげる途と中ちゆうで置いていったんじゃないですか？」

　よほど慌あわてていたのだろう。

「でも、どうしましょう？　これじゃ、出られないですよ」

「せやなぁ。流石さすがにこれは、素す手でやとどうしようもないし……」

　耐たい火か性せいの金きん属ぞくで作られたシャッターは、誰だれの眼にも明らかなほどに頑がん丈じようだ。これを素手でどうにか出来るのはサイヤ人か強化系けいの念ねん能のう力りよく者しやくらいだろう。言うまでもないが、僕はそのどちらでもない。

「アンタは一いつ般ぱん人で普ふ通つう系やからなぁ」

　……誰が上う手まい事言えと？

　だいたい、そんな事を言うのなら自分は何だというのだ。

「ウチも同じやで～。ごく普通の一般人♪」

　猛もう烈れつにＪＡＲＯに電話したくなったのは言うまでもない。

　と、そんなお馬ば鹿かな会話をしていると、いきなり手を引かれた。先行している先せん輩ぱいでも、もちろん佐々壁さんでもない。

「志乃ちゃん……？」

「……声」

「え？」

「静かにっ、人の声や」

　端たん的てきな言葉に首を傾かしげた僕に、返されたのは先輩の声だった。裏うら拳けんのような勢いきおいで振ふり上げられた人差し指が、唇くちびるの前でピンと立っている。その指し示じに従したがって息を吞のむと、自然と意い識しきはより広い範はん囲いの音へと向けられた。

　どうやらブレーカー自体が落ちてしまっているらしく、電気の音は一つもない。スイッチを切っただけで残る待機電力さえも失われ、蛍けい光こう灯とうもレジスターも空調も、全すべて耳が痛いたくなるほどに沈ちん黙もくしていた。

　そんな中に、僅わずかな音が混まじっている。大半は、僕達が奏かなでる音。呼こ吸きゆう、衣きぬ擦ずれ、靴くつ底ぞこが床ゆかを擦こする音。ただ、そうではない音も混ざっている事に、僕もようやく気づく事が出来た。コツコツと床を踏ふみつける音と、風のうねりに似にた独どく特とくの音。僕達のものではない、人の声。

「近い、かな？　でも、どこでしょう……？」

「電気消すで」

　言うやいなや、頼たよりにしていた懐中電灯の明かりが消える。僕のペンライトも、志乃ちゃんの手で消された。

　知らぬ間に慣なれていた明るさが消えて、真しん性せいの暗くら闇やみが一面に広がった。

「ちょっ……いきなり何を」抗こう議ぎしようとして、気づく。

　視界の片かた隅すみに、ボンヤリとした明かりが灯ともっていた。懐中電灯のような、電気の明かりではないだろう。もっと弱くて、もっと赤い───炎ほのおの明かりだ。

　とっさに火事を想そう像ぞうしてしまったが、それは杞き憂ゆうだろう。それにしてはあまりにも弱いし、何より移い動どうしているのだから。

　なるほど……こんな暗闇の中、明かりも持たずに移動できるわけない。それを見つけるために、懐中電灯を切ったわけか。

　再ふたたび懐中電灯を灯し、先さき程ほどの明かりの方向へ向ける先輩。

　その光の中に、複ふく数すうの人ひと影かげが入った。

「おーいっ！」

　先頭を歩いていた人影がこちらに気づいて手を上げる。

「あぁ、良かった。他ほかにも人が居いたか」

　まず眼に映るのはスーツの紺こん色いろ。年の頃ころは三十代前半ほどだろうか。人の良さそうな整った顔に強い安あん堵どの笑え顔がおが浮うかんでいて、その所せ為いか若じやつ干かん幼おさない印象を受けた。その後ろにはもう少し年配の、恰かつ幅ぷくのいいオバさんと、僕と同い年くらいの青年が居る。

　僕よりも若干長身で体たい格かくも良く、服装やら髪かみ形がたやら鼻ピアスやらもあって、街中ですれ違ちがう時に気を遣つかってしまうタイプだ。もちろん、あくまで見かけの話だから、実はボランティア同好会に所しよ属ぞくしていて毎週日曜には近くの老人ホームでお年とし寄よりの世話をしているような好青年だったりする可か能のう性せいはあるわけだけど。

　更さらに、三人の女性。

　鴻池先輩よりも少し上といった年頃のスーツ姿すがたの女性。悪わる餓が鬼きじみた先輩とは対照的に、大人びた顔立ちをしている。立ち振ふる舞まいも非ひ常じように落ち着いていて、社会人としての貫かん禄ろくを感じさせた。

　その後ろに隠かくれるようにして、高校生くらいに見える女の子。オドオドと僕達の間で視し線せんを彷徨さまよわせている、気の弱そうな子だ。

　そして、最さい後こう尾び。僕と同年代だろうと思われる女性。顔をそっぽに向けながら横目で、こちらを睨にらみつけている。この場合の『こちら』とは僕を限げん定ていしたものではなく、自分以外の全員という意味だ。その瞳ひとみには何な故ぜだか敵てき意いのようなものが存そん在ざいしていた。

「アンタらも閉とじ込こめられたクチか？」

「君達と同じくね。まったく、参ったよ。トイレに入っていて、非常ベルが鳴ったかと思ったらいきなりこれだもの。いったい、何がどうなってるのかな？」

　そんなの、僕らに聞かれても困こまる。

　いや、まぁ、唯ゆい一いつ事じ情じようを知っていそうな人は居るわけなんだけど。

　と、僕はついつい従じゆう業ぎよう員いんである佐々壁さんに視線を向けてしまった。それに釣つられるかのように、志乃ちゃんを除のぞく全員の視線が彼に集中する。

　あっ……と思った時には、既すでに怒ど声せいが響ひびいていた。

「ちょ、ちょっと、貴方あなたっ！　どういう事なのよ、これは！」

　年配の女性が佐々壁さんに摑つかみ掛かかる。何となく重戦車と表ひよう現げんしたくなるような勢いきおいだ。

「貴方、従業員なんでしょ！　説明しなさいよ」

「ま、待って。俺おれにだって、そんな……」

「待ちなさい。気持ちは分かるけど、蔵野さん、落ち着いて」

「久川さん……」

　二人を止めたのは、スーツ姿の久川というらしい人だった。オバさんの方は蔵野という名前らしい。蔵野さんは久川さんに肩かたを押おされ、ようやく佐々壁さんから離はなれた。ただし、その瞳は未いまだ彼をキツく睨みつけていたけれど。

　そんな強きよう烈れつな敵意に佐々壁さんの悪あく態たいも「ちきしょう、なにしやがる……」と力がなかった。まぁ、どこにでも居そうな普ふ通つうのオバさんがいきなり凄すごい勢いで襲おそい掛かってきたら、僕だって怯ひるむだろうけれど。

「今は、そんな事をしている場合じゃないだろう。何とか出口を見つけないと」

　別方向からやってきた久川さん達がそう言うのなら、どうやら防ぼう火かシャッターが下りているのはここだけではないらしい。

「そうなんだ。たぶん、全部下りてるんだと思うよ」

　ねぇ、と同意を求める。それに頷うなずいたのは蔵野さんと、同じくスーツ姿の女性だけだった。同年代の男女二人は、話しかけられる事自体を拒こばむように、あからさまに無視していたし、気弱そうな女の子は自分が答えて良いのか、それさえも悩なやんでいる様子だった。

　スーツ姿の女性が落ち着いた声で言う。

「これで十人。どうやら、全員のようですね」

「確かく認にんしたんですか？」

「一通りは」気のない口調で頷く。「まだ、どこかに隠れている可能性はありますけど」

「こういう状じよう況きようでかくれんぼするアホは居おらんやろ」

「分かりませんよ？　これ幸いにとはしゃぐ子こ供どもが居ても良さそうです」

　子供の頃、一度だけ停電を体験した事があったけれど、確たしかにちょっと楽しかったっけ。暗くら闇やみに対する恐きよう怖ふ心は若干あったけれど、それ以上に電気がないという非日常が面おも白しろかった。蠟ろう燭そくの光もなんだか誕たん生じよう日び会かいみたいで、ワクワクしていたように覚えている。

　ただし、それらは全て慣れ親しんだ自じ宅たくで、両親が傍そばに居るという安心感があったからこそだけど。

「ともかく、なんとしても一階まで下りないと……」久川さんが言う。

「せやけど、このシャッターはそんじょそこらの道具じゃ壊こわれんで？」

　別に壊さなくとも……何か機械を操そう作さして上げるとか、何とかして持ち上げるとか、そういう手段を考えましょうよ。

「そのためには電気を通さんとアカンやろが。なぁ、佐々壁さんアンタ、ブレーカーはどこにあるんや？」

「そ、そんなの……知らない。たぶん、一階だと思う」

　たぶん、か。まぁ、ブレーカーの位置なんて普通はあまり気にするものでもないから、分からないのは仕方ないかもしれないけど。

「となると、自力での脱だつ出しゆつは難むずかしいっちゅう事やなぁ。どーしたもんか」

「どーしたもんかって、とにかく外へ連れん絡らくをとって助けてもらうしかないんじゃないですか？」

　当然の事と口にした僕の言葉は、どうやら間ま違ちがいだったらしい。

「電波が届とどいてない」

「は……？　電波？」

　志乃ちゃんに指し摘てきされ慌あわてて携けい帯たいを確かく認にんすると、確かに本来アンテナのマークが立っている場所に、ハッキリと『圏けん外がい』の二文字が表ひよう示じされていた。見間違うはずもない、購こう入にゆうして以来、初めて見た不通のマークだった。

　たぶん、既すでに確認していたのだろう───他の人達は「何を今いま更さら」という表ひよう情じようだった。

「でも、どうして……？　ついさっきまでは、確かに届いてたのに」

　佐々壁さんに万引きと間違われる前、休きゆう憩けいしていた時には確かに届いていた。それは間違いないのに。

「屋内やからなぁ。ブースターが使えんねやろ」

「ですが、通つう常じよう、あぁいうものは別の電でん源げんのはずです」

「非ひ常じよう灯とうも切れとる。まぁ、もしくは、妨ぼう害がい機きを使っとるんかもしれんけどな」

　妨害機って……なんか割わりとＳＦっぽいなぁ。

「いや、ごく普通に存そん在ざいしとるよ。ごく近きん距きよ離りに限かぎってやったら、市し販はんもされとるし」

　何でも電車内なんかでの迷めい惑わく電話を防ぼう止しするためのものなのだそうだ。そう聞くと凄すごく便利に聞こえるけれど、そもそもそれだけ口頭での注意が困こん難なんな社会になってしまったのだなぁと微び妙みような気分になった。

「さて、そこからウチらはある恐おそろしい結論に到とう達たつしてまうわけで、そうなってくると、とんでもなく気になる物体がさっきから傍にあるんやけど───確認してみるかぁ？」

　と、そう言いながら向けられた視し線せんの先にあるのは、キャリーケースだった。先さき程ほど、誰かが置いていったのではないかと思っていたあれだ。だが、懐かい中ちゆう電でん灯とうの光に晒さらされたそれは、よく見ると、微妙に蓋ふたが閉しまっていない。ファスナーが半分、開いているのだ。

「あれが、どうかしたんですか？」

「この状況、明らかにおかしいと思わんか？　非常ベルが鳴ったと思ったらいきなり電気が消えて、いつの間にか人が居らんで出口は塞ふさがれとって電波は通らんで……常じよう識しき的に言うてあり得んやろ、こんなん」

　もちろん、それは言われるまでもなかった。いっそ本当にドッキリなのではないかと思えてしまうほど……この状況には人間の意思が関かん与よしている。

「そんな状況でやで？　ポツンと、明らかに眼めに入るような場所に置かれとるあれが、全く無関係やとは、ちょっと考えられんやろ」

　そんな風に言われて、僕もだんだん嫌いやな予感がしてきた。他ほかにも、その予感を共有できている人が居るらしく、総そうじてその表情は硬かたい。

　無言の同意を受けて、先輩が慎しん重ちように近づき、ゆっくりとファスナーを下ろしていく。

　やがて中から出てきたのは、大きな箱だった。

　それは重箱のような形をしていた。表面は黒くツルリと半光こう沢たくしていて、装そう飾しよくは一つもない。ただ、ナイフか何かで削けずられたように『ＤＥＣ』という文字が刻きざまれていた。

「十二月……？」

　先せん輩ぱいが軽く首を傾かしげる。ＤＥＣはDecember、つまり十二月の略りやくだ。他にも色々な単語の略りやく称しようとして使われていそうな気がするけど。って言うか、

「もしかしたら、ＲＥＣの記き述じゆつミスなのでは？」

「録ろく音おん装置には見えんけどなぁ」

　何にしても、そういうシールやタグが貼はられているとかならともかく、刃は物もので刻み込まれている時点で真っ当な代しろ物ものではないだろう。

　そんな文字の刻まれた蓋を開け、中を確認する。

　中は三つの区画に漠ばく然ぜんと区切られていた。

　まず、上半分。一リットルのペットボトルくらいの大きさをした、半はん透とう明めいの筒つつ状じようのものが、二本並ならんで収おさめられていた。液えき体たいが入っているらしく、向けられた懐中電灯の光を屈くつ折せつさせている。

　下半分は左右で分かれていて、右側には三本の円柱が薄うす茶ちや色の作業テープでまとめられている。その円柱からはそれぞれコードが飛び出していて、それらは左側の直方体へと繫つながっていた。その直方体にはセロハンテープで四つ折りにされた紙が貼り付けられていた。

　さらにその上部には、時計なんかにあるようなデジタル数字の表示板が。

　デジタル表示は四桁けた。左から『７』『０』『３』『９』……いや、『８』。一番右の桁は一定感覚でカウントダウンされていた。

「きっちり一秒間かん隔かく……」先輩が腕うで時ど計けいで確認しながら、掠かすれた声で呟つぶやく「こら、間違いないわ」

「間違いないって、何がですか？」

　もちろん、僕ぼくだって全く想そう像ぞうがつかないというわけではない。上半分の存在は謎なぞだが、少なくとも下半分のそれらは───そのタイマー表示からどの様な意味を持つものであるかなんて、凡およそ常識的な想像力をもっている人間なら誰だれにだって分かるだろう。

　ただ、納なつ得とくし難がたい心情があるだけで。

　それはこの場にいる誰にも共通する思いだったのだろう。ゴクリという唾つばを飲む音さえ聞こえてきそうな静せい寂じやくの中で、先輩は微妙に引き攣つった笑えみを浮うかべながら、それを宣せん言げんする大役を見事に果たしてみせた。

「時じ限げん、爆ばく弾だんや」




０２／




　思い返す日々。
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　彼の表ひよう情じようには起き伏ふくがなかった。成長と共に笑顔でいる事は増ふえたが、それが逆ぎやくに、仮か面めんのように感情を隠かくしていた。

　小学校、中学校と進んで、それぞれ友達も増えたが、その中で彼は常つねに一歩、遠ざかっていた。一見とても気さくで、級友達との会話も弾はずんだが、それはただ投げかけられてくる言葉を打ち返しているだけの事で、彼から誰かに話しかける姿すがたを、彼女は最後まで見る事がなかった。

　それでも、彼女にだけは話しかけてくれる事もあって、それが嬉うれしかった。誇ほこらしかった。他の誰も知らない彼の真実を、自分だけが独どく占せんしている。そんな気がして、優ゆう越えつ感さえ抱いだいていた。

　そんな、中学生の頃ころだった。

　他校の生徒が自殺したのだと聞いた。それは直すぐ隣となりの学区で、小学校は同じだった友達も、通っている学校だった。なので、詳くわしい情じよう報ほうは幾いくらでも入ってきた。

　その生徒が苛いじめられていた事。色々と悲ひ惨さんな目にあっていた事。誰も見て見ぬフリをしていた事。事後も校内ではタブーになっている事。何人か生徒が校長に呼よび出されてた事。でも、別に誰も気にしていない事。一日だけ臨りん時じ休校になって嬉しかった事。クラスメイトは通つ夜やに行かなきゃ駄だ目めで面めん倒どうくさい事。テレビに映うつるかもしれなくて楽しみな事。

　様々な情報が入ってきて、それを友達同士、話し合っていた。笑い合っていた。誰も気になどしていなかったし、彼女も気にしなかった。話題の中心はむしろ、この学校でも誰か死ぬんじゃないかという点だった。何組の誰それが死にそうなんて、そんな事ばかりだった。

　そんなだったから、彼女は当たり前のように、その話題を彼に振ふっていた。

　どう思うかと。

「別に……良いんじゃないかな？」

　彼女はその言葉を、どうでも良い、気にもならない、という意味で受け取った。

　だから次の言葉に、驚おどろくしかなかった。

「君は、何な故ぜ生きているの？」

　その言葉が自分の存そん在ざいを否ひ定ていしているように思えて、彼女は慌あわてた。

　まるで、次に死ななければならないのは自分だと言われているような気がした。

　そう錯さつ覚かくした瞬しゆん間かん、あまりにも恐おそろしくて、彼女は泣き出した。

　先さき程ほどまで笑っていたのが噓うそのように、今はそれが怖こわくて仕方が無かった。

　そんな彼女に、彼は首を振った。

「違ちがうよ。そうじゃない。そういう事ではないんだ」

　そして、ごめんね、と言ってくれた。

　それに安心して、結局、彼女はその言葉の意味を知ろうとはしなかった。
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　時限爆弾。

　その単語の意味を理り解かいできない日本人は、たぶん居いないだろうと思う。学校で教わるようなものではないのに誰もが理解できるのは、その存在があまりにもメジャーだからだろう。それはこの日本において大きな市民権けんを獲かく得とくしている。

　ただし、映えい画がや小説なんかの、フィクションのお話に限かぎるけれど。

　シンと静まり返った世界の中で、誰も身じろぎ一つ見せなかった。それほどに、先せん輩ぱいの言葉は重かった。即そく座ざにリアクションを返せないほど、恐らく全員が、その単語の意味を、まるで安物のミノのように、咀そ嚼しやくするのに時間がかかったのだ。

　そんな静寂だったから逆に、最初に動いたのが誰だったのかは分からなかった。ほとんど全員が、まるで台本でもあるかのように、同時に動きを見せたように思う。

　最初に聞こえたのは吐と息いきだった。やがて、それが悲鳴に変わるであろう事は誰にも予想できる。彼らは、恐らく僕自身さえも、まるでそのために作り出された機械のように、本ほん能のうのまま大きな悲鳴を上げていただろう。

「落ち着きぃっ！」

　それを止めたのは、先輩の怒ど声せいだった。

　まるでスタートボタンを押おされたかのように、全員の動きがピタリと止まる。

「表ひよう示じされとる数字から、少なくともこれが爆ばく発はつするまで、あと二時間弱の余よ裕ゆうがあるんや。脱だつ出しゆつするなり救出されるなりには、十分な時間やろ？」

　そう……そうだ。まだ、時間には余裕がある。

　そしてその余裕は───猶ゆう予よは救出されるには十分だろう。

　現げん状じようがどの程てい度ど、外部に伝わっているのかは知らないけれど、つい先程まで店内に居た千人を軽く越こえる人々がいっせいに逃にげ出しているのだから、かなりの大おお騒さわぎになっているはずだ。なら当然、警けい察さつや消しよう防ぼうにも連れん絡らくが回っているはずだし、逃げ遅おくれた人が居ないかと彼らが確かく認にんにやってくるまで、そう時間は掛かからないはず。

　その意見にどれだけ納なつ得とくしてくれたかは分からないが、他ほかの人達もパニックに陥おちいるタイミングを失い、少し落ち着いた様子だった。

　それを確認して、貼り付けられていた紙を剝はがす。Ｂ５サイズのそこには味気のないプリントアウトされた文字が並ならんでいた。

『これは時限式の爆弾である。表ひよう示じされている時間が経けい過かした後、爆発し、内ない蔵ぞうされた致ち死し性せいの毒ガスが周囲に発散される仕様となっている。効こう果か範はん囲いは半はん径けい二百メートル。十秒から三十秒以内に効果は表れる』

「毒ガスぅっ!?」

　思わず声が上うわ擦ずる。半径二百メートルという事は、僕らに逃げ場がない。いくら大きなデパートだからって、一フロアの幅はばが四百メートルあるはずがなく、せいぜい、対角線上に突つき進んだとしても二百メートル程度だろう。

　更さらに、文面は続く。

『表示されている時間内、貴女あなたがたには行動の自由を与あたえる。ただし、このフロアから出る事、外部と連絡を取る事についてのみは禁きん止しする。これが破やぶられたと判はん断だんされた場合、残り時間に関係なく爆弾は起爆する』

　そして、最後に。プリントアウトされたものではない、達筆で署しよ名めいが一つ。

　その名前は────。

「ど、どういう事でしょう？」

　大人しい感じの少女が思わず守ってあげたくなってしまう不安げな表ひよう情じようで聞く。

　だが、僕が答えるよりも早く、代わりに響ひびいたのは「貴女、馬ば鹿かでしょ？」という心底馬鹿にしたようなキツめの女性の声だった。

「つまりね、どっかにセンサーなんかがついてて、私達が外へ逃げようとしたら、自動的に爆発しちゃうって事よ」

　映画なんかでよく見かけるような、赤外線センサーが網あみの目のように仕掛けられているというわけか。そして主人公は赤外線を見る事が出来る特とく殊しゆなゴーグルをつけながら、器用にその網の目を潜くぐり抜ぬけていくのである。はて、この場合、その役やく割わりは誰になるのだろう？　僕ではないはずだ。前ぜん屈くつで指先が地面に触ふれる程度な僕に、そんな柔じゆう軟なん性せいを求められても困こまる。

　まぁ、そんな事はあり得ないわけだけど。

「何がよっ！」

　自分の意見を否ひ定ていされたキツめの女性が、その性せい格かくを体現したような瞳ひとみで睨にらみつけてきた。が、僕はそんな彼女を見ていない。とある確信から、鴻池先輩へと視し線せんを向ける。

「センサーを設せつ置ちするって、アンタ、どれだけの数を用意せなアカンと思っとんねん」

　エスカレーターは三箇か所しよ、エレベーターが二台、階段は二箇所。更に出入りを禁じるという条じよう件けんだから、窓まども含ふくむだろう。フロアには窓自体が少ない上に、開かい閉へい可か能のうなものは一つもないようだけれど、まぁ場合によっちゃ割わってしまえば良いだけの事なので、これらも監かん視ししなければならない。センサー一台で監視できる範囲は高が知れているから、相当数が必要になるはずだ。

「更に、外部との連絡を禁止するっちゅう事やけど、それを確認するんは、機械やと無理や」

「じゃあ、どうやって監視するのよ」

「方法は、一つあるな……」呟つぶやいたのは、同年代の青年だった。「要は、誰かが外に出たり連絡を取れば直ぐに分かる場所にいりゃ問題ねーじゃねぇか」

「何ど処こよそこは。警察の関係者にでも居るっての？」

「違ちげぇよ。分かんねぇのか？　『ここ』だよ」

　その言葉に、女性の方は直ぐに反はん応のうできなかったようだ。それが、当然のリアクションというものだろう。常じよう識しき的に考えて、爆弾の効果範囲内に犯はん人にんが居るだなんてあり得ない話だ。青年は毒ガスという事から、ガスマスクを用意していると考えているのかもしれないが───たぶんそれも、ない。

『ＤＥＣ』の文字。それは十二月の略りやくなんかじゃない。

　僕はそう確信している。

　最後に書かれていた署名───『市井垣忍』の名前。

　つまり、これは、デッドエンドコンプレックス。

　だとしたら、犯人は間違いなくこの中に居る。彼らなら平気でそれが出来る。自分の死さえも数字にしてしまえる。

　僕は、それを知っていた。
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「なんだか、とんでもない事になりましたね……」

　そんな感想しか生まれてこない事を悔くやむ余よ裕ゆうさえない。僕と志乃ちゃん、そして先輩は他の人達から離はなれ、これがデッドエンドコンプレックスに関連する事である事を確かく認にんしあった。

　まさかまさか、これほどまでの大事に発はつ展てんするだなんて。

　ここに来る時点で、そりゃ多少は危き険けんを感じていたけれど……想定外も甚はなはだしい。

「時じ限げん爆ばく弾だんで、しかも毒ガスですか……無む茶ちや苦く茶ちやだ」

　グッバイ、僕の常識。世の中には、ワケの分からない事を考える人が居いるのです。

「理屈上は効果的ではあるわなぁ。この規き模ぼの建けん築ちく物を倒とう壊かいさせるだけの爆薬はそうそう手に入るもんやないけど、一フロアに被ひ害がいを発生させるだけの毒ガスは、割わりと精せい製せいしやすいもんやし。ＶＸとかサリンなんかの化学兵器やら、細さい菌きん兵器やらは貧ひん者じやの核かく爆ばく弾だんなんて呼よばれるくらいやからなぁ。何ど処こでも作れるし、費用対効果も段だん違ちがいや。まぁ……個こ人じんが簡かん単たんに手に入れられるようなもんでもないけどね」

　そりゃそうでしょう。そんなものが誰でも好きに手に入れられるような、ファンタスティックな世界に生まれてきた覚えはありません。

「せやねんけど、効果的っちゅうんは、この状じよう況きようでの事や」

　仕切りがほとんどなくて、開く窓も少なくて、ついでに階段付近は全すべてシャットアウト。規模こそ大きいものの、ここは一つの密みつ室しつなのだ。つまり、それだけ効果が発生しやすい。爆弾を幾いくつも設置するより、ずっと効果的だろう。

「そういう事に頭を使うくらいなら、そもそも自分のやってる事が正しいのかについて頭を使って欲ほしい気分ですよ」陰いん鬱うつな気分で呟く。「……こんなの、非ひ常じよう識しきだ」

「個人の常識と非常識の差さ異いを完全な形で他者と共有する事は不可能」

　志乃ちゃんの達観した意見に、陰鬱さが加速していく。彼女に気分を明るくしてくれるような面おも白しろおかしい冗じよう句くを期待したりなんてしないが、せめて心休まる優やさしい一言を要求したい。

　いや、それとも案外、僕にこそそれが期待されているのだろうか？

　何かしら……一発ギャグ的なものを。

「いい加か減げん、ステータスを混こん乱らんから回かい復ふくさせや」

「この状況では、厳きびしい要求だと思いますよ」

　むしろ僕を含めた全員が、比ひ較かく的落ち着いている方だと思う。比較的、なんて言いながら特別これといった比較対象があるわけではないから、あくまで一いつ般ぱん論ろんとして。こういう状況なら、もっと大きなパニックになっていてもおかしくないだろう。

「今更簡単にパニックを起こすような奴やつやったら、非常ベルが鳴った時点でそっこー逃にげとるやろ」

　そうなのかもしれない。普ふ通つうは非常ベルが鳴ったからといって、本当に非常事じ態たいだなんて考えないだろうけれど、それは冷静沈ちん着ちやくというか、単に感情の起き伏ふくが鈍どん磨まされているからで、そういう人だけが最後まで残っていただけなのかもしれない。

「って、何か鈍にぶいみたいで嫌いやだなぁ」

「事実、鈍いやろ？」冷たいツッコミだ。「とにかく、落ち着いて次の行動を考えんとなぁ」

「犯人はやっぱり、あのサイトの人間で間違いないんですよね？　そして、その犯人はあのメンバーの中に居る……」

「それ以外に、ちょっと考えられんやろ」

　偶ぐう然ぜんで、『市井垣忍』の名前は出てこない。『ＤＥＣ』の刻こく印いんも含ふくめ、同どう姓せい同名の別人なんて可か能のう性せいはあり得ない。そこには、明らかな意図が透すけて見えていた。

「やられてもうたなぁ。まさに、市井垣の個展や」

「これも……僕ぼくらを殺す事さえも、彼の作品だって言うんですか？」

　あるいは、それこそが、なのかもしれない。呟いて、自分でそう思う。

　神格化された彼を穢けがした大たい罪ざい人にんである志乃ちゃんを殺すと同時に、その思想を──生の無意味さを──具ぐ現げん化かする。展てん示じされていた意味不明な絵画などではなく、これこそが彼らが世間に、社会に見せたいものなのではないだろうか。

　人の多く出入りするデパートでの無差別テロ。彼らの名前は日本だけではなく、世界へと広がるだろう。多くの人が関心を持ち、サイトを検けん索さくするようになる。今はアンダーグラウンドに隠かくれているそれは、表ひよう層そうに浮ふ上じようしてくれば、当然規き制せいの対象になるだろうけれど……それでも意味はない。

　ネット上に存そん在ざいする、ただの情じよう報ほう。

　市井垣忍は、だから消えない。

　消える事がない。消される事があったとしても、それはまた何ど処こかにコピーされ、無限に増ぞう殖しよくしていく。

　それは無限の生だ。

「連中の目的はシノシノだけやと思っとったからなぁ。冗じよう談だん抜ぬきで、迂う闊かつやったわ」

　先せん輩ぱいが珍めずらしく、申し訳わけなさそうな弱気な声で言った。恐おそらく、ここへ僕らを誘さそった事を言っているんだろう。

　そんな必要はないのに。

　普段は傍ぼう若じやく無ぶ人じんな性せい格かくをしているくせに、根っこのところは誰だれよりも律りち儀ぎで義ぎ理り堅がたい人なのだ。

「先輩……」

「関係ありません」僕の言葉を遮さえぎって、志乃ちゃんが言う。「元より、全てはそのために用意されていた。私を狙ねらいながら、けれど確実な攻こう撃げきを避さけ続けていた事も、この状況へと引き込こむための伏ふく線せん。そのために、彼らは統とう率そつされていた。明確な目的をもって統率された組そ織しき行動を個人のまま避け続ける事はとても困こん難なん。今日来るか、明日来るか、来年来るか、全ては時間の問題でしかない。それに───何より、私自身が決着を求めている」

　だから、先輩が責せき任にんを感じる必要はないんだと。

　志乃ちゃんはそう言った。それが、僕には凄すごく凄く嬉うれしかった。

　興きよう味みのない人に対してはとことんなまでに無関心な志乃ちゃんだからこそ、その言葉は僕なんかよりも遥はるかに重い。もし彼女が先輩を『どうでも良い人』と認にん識しきしているのなら、そんな言葉は絶ぜつ対たいに言わない。それは、まさに親愛の証あかしだった。

「……ありがとうな、シノシノ」

　それが先輩にも分かったのだろう。嬉しそうに、本当に優やさしげな微び笑しようを浮うかべて志乃ちゃんの頭を撫なでる。志乃ちゃんも、それを受け入れていた。

　実に美しい光景ではないか。出来れば、ずっと眺ながめていたい気分だ。

　けれど───現実というのはなかなかそう、上う手まくは動いてくれないもので。

　カツンという床ゆかを叩たたく靴くつ底ぞこの音に、僕らは強きよう制せい的に視し線せんを上げさせられた。

「初めまして、皆みなさん」

　視線の先、ゆるやかな落ち着いた動作で近づいてくる女性の姿すがたがあった。

　先さき程ほど、久川さん達と一いつ緒しよに居た、あの女性だ。

　新調したばかりだと思われるダークグレーのスーツ。落ち着いた印象のシャギーカット。立ち振ふる舞まいは女じよ優ゆうのように優ゆう雅がで、何となく、ダンスホールに下りてくるお姫ひめ様さまを連想させた。

　もっとも、本当のお姫様ならこれほど冷たい瞳ひとみは見せないだろうけれど。

　身長が高く見下ろすように向けられたその瞳には、冷れい徹てつな猛もう禽きんじみた色が滲にじんでいる。余よ裕ゆうを見せ付けるかのように浮かべられた笑えみは、親愛の証でもなんでもなく、強者が弱者に見せるそれだ。

　その瞳に、まさか───と息を吞のむ。

　もしかしたら、彼女があの時じ限げん爆ばく弾だんを用意し、僕らを閉とじ込めた犯はん人にんなのではないか。

　危き機き感から下がろうとする足を何とか押おし留とどめ、逆ぎやくに志乃ちゃんの前に出る。まさかいきなり襲おそい掛かかってくるなんて事はないだろうけれど……。

「そこで止まりぃ！」

　懐かい中ちゆう電でん灯とうを構かまえた鴻池先輩が女性と僕達の間に割わり込む形で進み出る。

　本当は男の僕がやらなきゃいけない役回りなのだろうな、なんて漠ばく然ぜんと考えたけれど、身体からだは動かなかった。

　それに、たとえ動けていたとしても、何の意味もなかっただろう。

　女性の顔には僅わずかな怯おびえもない。恐きよう怖ふがない。まるで自分には一つの危き険けんもないかのような、生命の危機など感じていないかのような、凍こごえそうな平静しかなく、歩みは止まらない。誰にも止められない。僕らの限げん界かいを見み透すかすように落ち着いた仕草で、彼女はただ優雅に優雅に足を出し、そして────コケた。

　少し通路にはみ出していた商品ケースに足を引っ掛けて。顔面からコケた。凄い音がした。

「みゅぎゃんっ！」なんて子こ猫ねこみたいな悲鳴が聞こえた。

「……………………」

　沈ちん黙もくが世界を支し配はいする。

　っていうか、果たしてこの状じよう況きようで沈黙以外のどんな選せん択たくがあるというのか。

　先に動いたほうが負ける────っ！

　そんな妙みような緊きん張ちよう感かん。いや、ワケわかんないけど、とにもかくにもそんな感じなのだ。が、そんな空気に気づいていないのか、それを作り出した本人はゆっくりと身体を起こすと、「うぅ～、イタイ～」と涙なみだ目めで鼻を摩さすっている。その仕草からも表情からも、先程までの猛禽じみた印象は一ナノグラムほどにも見受けられない。どこからどうみても、ちょっと頭の弱い女の子の顔だ。

　果てしない静せい寂じやくの中、搾しぼり出すようにして言葉を吐はき出したのは先輩だった。

「……なんや、あの面白オモロい生き物イキモンは？」

　イキモンってのは流石さすがに酷ひどいと思うけれど、面おも白しろい、という点に関しては否ひ定ていできない。確たしかに、面白い。面白いけど、なんかちょっと間ま違ちがってる気がする。

　そんな僕らの困こん惑わくに流石に恥はずかしかったのか、「こほんっ」とわざとらしく咳せきをして改めて顔を上げる。まぁ、鼻が微妙に赤くなっている辺り、イメージの回かい復ふくは不ふ可か能のうなのだけれど。

「初めまして、皆さん」

「あ、何事もなかったかのように最初からやり直すんですね」

「…………わたしは、高柳美咲です」

　無視しているつもりらしいけど、頰ほおが引き攣つっているのがバレバレだった。

「安心してください。私は敵てきではありませんよ、鴻池キララさん」

「……どこかで、会おうたか？」

「いいえ。ただ、貴女あなたは有名ですから───私達の間では」

　高柳さんのその言葉が褒ほめるためのものではない事は、表ひよう情じようを見ればわかる。

　が、鼻を赤くした人にそんな風に言われてもなぁ。なんか、無理やり演えんじているようにしか見えない。そう考えると、気取った台詞せりふも優雅な仕草も全てが演えん劇げきの台本じみていて、少し可お笑かしかった。

「それから、支倉志乃さんの事も」

「…………」

　流石の志乃ちゃんも毒気を抜ぬかれたのか、瞳ひとみに力がない。無言のまま、ぬるま湯のような視線で、高柳さんを見つめている。

　更さらに高柳さんは、僕へと視線を向けて。

「それから、貴方あなたは────」

　と、そこで停止した。
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「あれ？」

　いや、「あれ？」って……まさか？

「えっと、えっと……山田、太郎さん？」

「ぜんぜん違うっ！」

　なんだ、そのあからさまにテキトーな名前は！

　高柳さんは慌あわてたように肩かたに下げていたバッグの中に手を突つっ込んだ。

「た、確かこのあたりに……あれ？　あれれ？　ちゃんと入れたはずなのに。大切な資し料りようだから、忘わすれないようにちゃんと確かく認にんしたのに。しかも夜中に心配になって三回も！」

　なにをそんな、遠足前日の小学生みたいな事を。

「だって初めての出しゆつ張ちようだったのよ！　初めての大阪だったのよ！　早めに仕事を切り上げて、新喜劇見に行く予定だったのよ！」

　いや、そんな泣きそうな顔しなくたって。雑ざつ誌しであれこれと観光名所を調べながら楽しげに笑っている姿すがたが脳のう裏りに浮うかんで……激はげしく頭ず痛つうがした。

「先せん輩ぱい……あの人、いったい何者なんですか？」

「あんなドジっ娘こ、知っとったらとっくに紹しよう介かいしとるわ」

「いや、ドジっ娘だからって紹介されても困こまるんですけどね？」

　そうこうしている間にも、「あぁ！　知らない間にティッシュとハンカチがっ！　そうか、そうなのね、お母さんなのね。お母ーさんのバカー！」なんて悲鳴が聞こえてくる。何歳さいなのかは知らないが、いい大人がお母さんのお世話になってるのかと思うと、ちょっと泣けてきた。

「と、ともかく。鴻池キララ、支倉志乃……それから、山田太郎」だから違うと言ってるでしょうが。「私は、貴方達に会いにきたんです」

　ピシッと僕らを指差し、高柳さんは宣せん言げんした。

　宣言した後、「あ、でも、まさかこんなところで出会うとは思ってなかったんですけどね」なんて言い訳わけした。ちょっと照れ気味だった。台無しだった。

「残念ながら、私の身分を今ここで明かす事は出来ませんが、敵でない事だけは保ほ証しようします」

「敵やないけど、味方でもないっちゅう事か？」

「そう、なるんでしょうね」と、一つ頷うなずき。「とは言え、この事じ件けんの犯はん人にんは私達に共通する敵でしょうから、敵の敵は味方と言えるのかもしれません」

「その点には賛さん成せいやなぁ。こっちとしても、信しん頼らいできる手札は多い方がありがたいし。せやけど、本当にアンタが信頼できる人間なんかは、まだわからへんけどなぁ」

　ニヤリと、狡こう猾かつな野の良ら猫ねこの笑み。対する高柳さんも「でしょうね」なんて微び笑しようで答えた。

　つまり、出来る限かぎりで、信頼に足る情じよう報ほうを提てい示じしろと要求しているのだ。

「私がここへやってきた理由は、貴方達と同じ……つまり、市井垣忍の個こ展てんが開かれているからです」

「市井垣の……？」

「私の仕事、その目的は、彼が設せつ立りつした『デッドエンドコンプレックス』というＷＥＢサイト、そしてそこから生まれた組そ織しきの全ぜん容よう解かい明めいです」

　高柳さんはそこで一いつ拍ぱくおき、「もともと……」と続けた。

「私達はその存そん在ざいをかなり前から把は握あくしていました。ネット上に自殺を助長する内容を表記したり、方法の解説や集しゆう団だん自殺の仲ちゆう介かいを行っているような危き険けんなサイトは、常つねに監かん視ししていますから。けれど、その時点では、あくまで監視するだけでした。正直な話、それらの全すべてといちいち関かかわってはいられないわけですし。ですが、何時ごろからか、彼らはただの自殺サイトの範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつし始めました」

「組織的な色合いが出てきたわけやな？」

「そうです。それまでの、あるいはその他の類るい似じサイトのように自殺志し願がん者しやの集会所という形ではなく、その思想、あるいは理念を基もとに個人が集つどう、組織としての構こう造ぞうが出来上がっていったんです」

　自分達へ向けられる『善ぜん意い』という名の攻こう撃げきから身を守るために、その自じ己こ弁べん護ごのために、彼らは市井垣忍の思想を求めた。生の無意味さを騙かたる『デッドエンドコンプレックス』はそれに最さい適てきだった。

「通つう常じよう、集団自殺サイトを経けい由ゆした自殺は、多くの場合、他人に迷めい惑わくのかからない方法が選ばれます。どこかの山やま奥おくで車の中で練炭自殺とか、そういうのです。もちろん、それでも大迷惑なんですけど……このサイトを経由した場合、他者を巻まき込こむ事への忌き避ひ感が失われるようです。いえ、と言うよりは、むしろ積極的に目立とうとする感がありますね。恐おそらく、それが彼らにとっての布ふ教きよう活動なのでしょうが」

「この状じよう況きようが、まさにそれですね」

「え？　あ、あぁ、なるほど。市井垣忍の個展、というわけですか。まったく、やってくれます。どうしてこう、生きていて迷惑な連中ほど死に方も迷惑なんでしょう？　救いがありません」

　高柳さんは呆あきれたように毒づいた。

「自分の命を勘かん定じように入れなくなった人間の行動は、恐ろしいですよ。貴方達もテレビで知っているでしょう？　自じ爆ばくテロという言葉を。それと同じです。いえ、もっと性た質ちが悪いかもしれない。なにせ、彼らは自殺志願者です。死ぬ事が目的なんです。そこに僅わずかな躊躇ためらいも存在しないだけでなく、全て自己満足のための行こう為いなのですから」

　あの日───お仕置きのために乗り込んだレイプ犯達の家に居た、一人の少女。僕は直ちよく接せつ顔を合わせておらず、後になって写真を見ただけなのだが……先せん輩ぱいの無線から声だけは聞いていた。

　自らの死を前にして、ゾッとするほど平静だった声。

　あんな少女が、今もまだ、何人も居いるのだ。

「つまり……連中が大だい規き模ぼなテロ行為に出る可か能のう性せいがあるっちゅう事か？」

「あくまで可能性の段だん階かいですが、けれどそんな可能性が決して笑い話ではない事を、私達は過か去この出来事から学んでいるはずです」

　過去の出来事……？

　何を指しているのだろうと首を傾かしげる僕ぼくに、志乃ちゃんがボソリと教えてくれた。

「たぶん、地下鉄サリン事件」

「あっ！　そうかっ！」

　一九九五年の三月二十日。東京の地下鉄、丸ノ内線、日比谷線、千代田線でほぼ同時に発生した、戦後最大級の無差別テロ。朝のラッシュアワーを狙ねらって車内に猛もう毒どくのサリンをばら撒まき、十二人が死し亡ぼう、五千人を超こえる重じゆう軽けい傷しよう者しやを出した、最悪の事件だ。

　その犯人は、当時はまだまともに名前も知らなかった新しん興こう宗しゆう教きよう団だん体たいだった。それ以前から何度か別事件でニュースになっていたけれど、ほとんどは怪あやしげな活動をしている宗教組織としてワイドショーに登場する程てい度どで、テレビで見ていた僕も他ほかの誰だれも、まさかそんな大規模なテロ行為に出るとは想そう像ぞうもしていなかった。誰かが、個人の利り益えきのために不特定多数の、あるいは特定の誰かを毒ガスで攻撃するなんて事は、考えてもいなかった。

　だけど、そんな希望的観かん測そくは脆もろくも打ち砕くだかれた。前例は既すでに用意されている。

「その可能性を調ちよう査さし、万が一の危険を回かい避ひする必要があります。その調査の一いつ環かんとして、市井垣忍に関連した事じ項こうを調査し、併あわせて貴女あなた達にお話を伺うかがいにきたというわけです」そう言って、高柳さんは直すぐに表情を歪ゆがめた。「けれど、どうやら少し出で遅おくれてしまったようですね」

　そう、現げん状じようこそまさに恐れていたものだった。

　無関係な人間を巻き込む形での自殺。下らない思想に起き因いんした報ほう復ふく行動と、現実を見ていない布教行動。まさに、最悪のパターンではないか。

「……なるほど、よぉ分かった。こんな状況や、アンタにも協力してもらう」

「助かります。私も、こんなところで死ぬのは御ご免めんですから」

　そう言って、二人は固く握あく手しゆを交かわした。

「まぁ、アンタの立場もだいたい分かったしなぁ。身分を明かさんくせに、やたら裏うら事情に詳くわしいし、監視や捜そう査さしとるんがそういうもんやと考えると、答えは一つやなぁ」

「な、なんの事でしょうか？」

「いやいや、別に何も言わんよぉ。隠かくそうとしとる努力は買ったらなアカンし」

　豪ごう快かいに笑う先輩と、対照的に「わ、わっ、何の事ですか私にはさっぱり意味不明です！」などと同じく豪快に慌あわてる高柳さん。

　いや、なんかもう……グダグダだな、この人は。
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　さて───と、一いつ拍ぱく入れて。

「ウチらの勝利条じよう件けんは二つ。一つは爆ばく弾だんの解かい体たい、もう一つは犯はん人にんを見つける事。この二つのうち、優ゆう先せんせなアカンのは、犯人の方や。爆弾の解体はこの際さい、出来んでもかまわん。というか───」

「出来るかどうかは不ふ確かく定ていですね」と、高柳さん。

「不確定って……？」

「相手の目的を考えるとなぁ。わざわざ、こっちにチャンスを与あたえるとは思えんし」

　端はなから、爆発させる事が目的の爆弾を、止める事など誰にも出来ないという事か。

　しかし、そうだとすると、疑ぎ問もんが残る。

　こうして話している時間───タイムリミットまでの二時間は、十分にチャンスだと言えるのではないだろうか。こんな余よ裕ゆうを与えず、最初から問答無用で起爆させてしまえば、確実に殺せるのに。

「うーん、まぁ普ふ通つうに考えたらせやねんけどな……シノシノはどう考える？」

　全員の視し線せんが、一人の少女に集中する。

　こういう状況で小学生の女の子に意見を求めるなんて馬ば鹿かげている、と考える人も居るかもしれないが、それは正しくて……間ま違ちがっている。そりゃ僕だって、出来ればそんな事はしたくない。志乃ちゃんには出来る限かぎり危あぶない事に関らず、普通の小学生として普通に成長して欲ほしいと願っている身としては、その優ゆう秀しゆうな頭ず脳のうを時じ限げん爆弾やらそれを仕し掛かけた犯人やらに向けて使用して欲しいとは思わない。

　ただ、こういう状況で、彼女の存そん在ざいが手札としてジョーカーを超こえる強さを誇ほこる事を、僕達は知っていた。高柳さんがどこまで分かっているのかは知らないが、少なくとも僕と鴻池先せん輩ぱいは、その見解を共有している。

　いや……それとも。本当の意味では共有できていないのだろうか。先輩は単に志乃ちゃんが優すぐれた思考力を持つ天才児として考えているのかもしれないが、僕はもっと深い意味で、彼女の本ほん質しつを理解していた。

　大人達の注目の中、気負った様子もなく少女は黙もく々もくと答えた。

「ルールとは、それが制せい定ていされた時点でその場に居るあらゆる人間を縛しばる。それは、犯人さえも例外ではない。また、そのような制限の存在は、犯人の精せい神しん的、能力的脆ぜい弱じやく性せいを証しよう明めいしている───あらゆる面で、こちらに選せん択たく肢しは与えられている」

「つまり、チャンスはあるって事かな？」

　小さな首しゆ肯こう。

　志乃ちゃんは普ふ段だんからあまり曖あい昧まいな表現を使わない子ではあるけれど、こういう時のそれは恥はずかしながら、何よりも信しん頼らいに足る後あと押おしになる。

「よっしゃ……ほんなら、さっさと動かんとなぁ。時間は有限や」

「この状じよう況きようでは、言葉の重みも変わってきますね」

　高柳さんが無理やりっぽく微笑ほほえんだ。まさにその通り。時は金なり、というか、時は命なりだ。

「それで、何をするんですか？」

「ん～、何とか外に連れん絡らくとれんかなぁと思って」

「そうですね。私の同どう僚りように連絡をすれば、詳しい犯人の情報が得られるでしょうし」

　ヒントは少しでも多い方が良い。それに、外と連絡を取れれば、爆弾の解体だって出来るだろう。外に居いる警けい察さつの専せん門もん家かと電話や無線で話しながら解体していくってのは、映えい画がなんかでよくあるパターンだ。

「って、そう言えば。先輩は出来ないんですか？　解体」

「……出来るわけないやろが」

　ウチをどないな人間やと思っとるんや、なんて睨にらまれてしまった。いや、普段から懐かい中ちゆう電でん灯とうや護ご身しん具を持ち歩いているステキな『淑しゆく女じよ』の先輩なら、案外爆弾の解体技ぎ能のうも持っているんじゃないかな～と、ちょっと期待してしまったのです。

「そら、簡かん単たんな爆弾やったら作れるし、自分が作ったんやったら当然、壊こわせるけどなぁ。流石さすがに命の懸かかった状況で、他ひ人と様さまの作った爆弾なんぞ、よう解体せんわ」

　肩かたを竦すくめて、先輩は「アンタはどうや？」と高柳さんに振ふる。

「知ち識しきとしては、多少。ですけど、実際に解体の経けい験けんはありませんし……そもそも時限爆弾なんて見たの、初めてです」

「まぁ、普通は初めてですよね」

　そういう職しよく業ぎようでもないのに、時限爆弾に二度三度と直面する人生だとしたら、その一生はきっと凄すごく短いものになるだろう。

「そんなわけやから、外の本職に頼たよらんとどうしょーもないわ。それに、どっちにしろ爆弾の解体は後回しやで。先に犯人を見つけん事には、解体中にドカンとやられるだけやからな」

「あ、そっか。そうですよね」

　監かん視しされている状じよう態たいで解体も何もないだろう。犯人を無力化しない事には、本職が居たって意味がない。

「とりあえず、ウチと高柳さんで、ちょいとそこらを回ってくるわ」

「私、ですか？」

「僕らは？」

　高柳さんと質しつ問もんが被かぶる。

「相手の目的がシノシノやねんから、当然、その行動は注目されとるやろ？　そんなん連れた状態で、抜ぬけ穴あな探さがしなんて出来るわけないやん」

　先輩が呆あきれたように解かい説せつした。

　志乃ちゃんを連れて行く事が出来ないわけだが、だからといって一人にしておく事も出来ない。なら、誰かが一いつ緒しよに残らなければならないわけなのだが、じゃあ誰が適てき任にんなのかというと、そんなのは僕をおいて他ほかに居いないのだそうだ。

　別に僕としては先輩でも構かまわないと思うのだが、そしたら今度は僕と高柳さんが一緒に行かなければならず……というわけである。心こころ許もとないって、はっきり言ってくださいよ。別に今いま更さら、気にしたりしませんから。

　そんな理由なわけで、僕はそれ以上の反はん論ろんはせずその場に腰こしを下ろし、二人を見送った。

　騒さわがしい二人が居なくなると、急に静せい寂じやくが襲おそい掛かかってきた。

「しっかし……面めん倒どうな事に巻き込まれちゃったね」

　重い沈ちん黙もくに耐たえ切れず、隣となりにちょこんと体育座ずわりする志乃ちゃんに声を掛ける。

　だが、返ってきたのは沈黙よりも更に重い言葉だった。

「問題はない。最悪───貴方あなただけは生き残る」

「…………」

　その闇やみ夜よに沈しずみ込こむような口調に、ゾクリと魂たましいが───身体からだではなく心でもなく、僕という存そん在ざいそのものが震ふるえた。
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　銀色の少女が語った言葉。支倉志乃の本質。本ほん性しよう。

　先せん輩ぱいとはまだ共有できない、それ。

　最悪の状況に陥おちいった時、彼女がどんな行動に出るか、今の僕には予よ測そくできる。

　志乃ちゃんは、たぶん───この場にいる僕を除のぞいた全員を殺すだろう。高柳さんも、あるいは、必要なら鴻池先輩さえも。爆弾を解体できず、犯人を見つけられないままタイムリミットが迫せまるという最悪の展てん開かいを、より確かく実じつに打だ破はするために。不明の犯人を、それ以外の無関係な被ひ害がい者しやごと消し去る事を選ぶだろう。そうすれば爆発する前に脱だつ出しゆつする事が可か能のうで、確たしかに、少なくとも僕だけは確実に、そして安全に生き残る。

　いざとなれば彼女は平気でそれを実行し、そして確実に完かん遂すいするのかもしれない。銀色の少女の言葉が正しいのだと仮か定ていすれば、誰も──少なくともこの場に居る誰にも──志乃ちゃんを止められないだろうから。

　いや、けれど……それはあり得ない。

　自分に言い聞かせるように、僕は首を振った。

　何を弱気になっているのだ。

　きっと、まだステータス異い常じようが回かい復ふくしきってないのだろう。

　あまりの情なさけなさに、自分の頰ほおをパチンと叩たたく。

　そう。それはあり得ない。

　志乃ちゃんは誰も殺したりなんてしない。

　殺させたりなんて、しない。

「最悪は、ないよ」

　僕は、虚きよ勢せいを交えながら、力強く言った。

「最悪はない。僕達は必ず、犯はん人にんを見つけ出して、爆ばく弾だんも解体して、そして生き残る。こんなところで、負けたりなんてしない」

　そうだろう？　と志乃ちゃんの瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめた。そこからは感かん情じようの欠片かけらを見つける事は出来なかったけれど、僕の気持ちは受け取ってもらえたのだろうと勝手に確信する。

「だからさ、僕が言いたかったのはそういう事じゃなくて……まさかここまで大事になるとは思っていなかったのにね、って事」

　最初は、鴻池先輩が持ってきた面倒事だ。集しゆう団だん自殺しようとしてレイプされた後輩の敵かたきをとるためだった。その過か程ていでフリーアドレスと偽ぎ名めいを使って潜せん入にゆう捜そう査さしたのが、例のサイトだった。

「あの時点では、こんなの想そう像ぞうもしていなかったな」

　というか、想像できるはずがない。その後、辿たどり着いたレイプ犯の家で起こった自爆事じ件けん。更に同時期に発生していたカラオケボックスでの集団自殺。それらの糸を手た繰ぐっていった先に見た、ある青年の死。

　それらの出来事が、まさかここまで大事に発展するだなんて。

　そりゃ予知能力でもない限かぎり、未来は常つねに不確定で、小説よりも奇き抜ばつらしい僕らの現実は拙つたない予測なんて遥はるかに超こえていくけれど、それにしたってこれはやり過すぎだろう。もうちょっと、節度とかそういうものがあるような気がする。

「あの……」

　不意に、声が聞こえた。すごく小さな、今にも消えそうなほど弱々しい声だ。

　視し線せんを向けると、そこに高柳さんと一緒に居た少女が立っていた。

「えっと……」

「あ、あの、私っ、古河橋です。古河橋友香です」

　見えない敵てきにヘッドバットをかましているかのように勢いきおいよく頭を下げる少女、古河橋友香さん。それで、自じ己こ紹しよう介かいしてなかった事を思い出す。

　というわけで、僕達も簡かん単たんに名乗る事にした。ちなみに志乃ちゃんは「……支倉志乃です」とダウナーな声で名乗っただけで、その小学生とは思えない迫はく力りよくを湛たたえる漆しつ黒こくの瞳に射いすくめられてしまったらしく、古河橋さんは小動物っぽく怯おびえていた。

　いや、まぁ、志乃ちゃんにとってはこれが普ふ通つうだし、むしろ慣なれている僕ぼくから見れば随ずい分ぶんと柔やわらかい口調に感じられたのだけれど、初対面の気の弱い人には辛つらかったのかもしれない。

　古河橋さんが逃にげるように僕へと曖あい昧まいな笑え顔がおを向ける。

　そして、爆弾発言をした。

「お二人は、親子ですか？」

「……………………」

　コキュートスばりの沈ちん黙もくが舞まい降おりた。

　いや、待って。ちょっと待って！

　なんですと？　今、この人は何を言った？　ごめん、よく聞こえなかった。たぶん聞き間ま違ちがいだ。ノイズが入ったのだ。誤あやまったテロップを表ひよう示じしてしまった事を、ここにお詫わびします！

「あ、えっと、違うのですか？」

　違うも何も、そもそも僕、何歳さいくらいに見えるのだろうか。志乃ちゃんはどう見たって小学生なのだから──五年生には見えないかもしれないけれど──それくらいの子こ供どもが居いてもおかしくない年ねん齢れい、つまりは三十前後という事になるのか？

　これまで童顔だと言われた事は少ないながらも何度かあるが、老ふけていると言われた事は一度もなかったのに。ショックが肩かたに重く圧のし掛かかってくる。

「ご、ごめんなさい！　私、てっきりあの女の人と家族だと……」

　爆弾発言、パートⅡ。

　あの女の人、というのは間違いなく鴻池先せん輩ぱいの事なんだろうが……なんて、なんて、なんて、なんて、なんて！　恐おそろしい事を！

　慌あわてて、チーターの気配を察知したトムソンガゼルのように周囲を探さぐる。もし今の発言が先輩の耳に届とどいていたら、果たしてどのような甚じん大だいな被ひ害がいが発生するか分かったものではない。おそらく未み曾ぞ有うの大だい災さい害がいとなるだろう。数年後の社会の教科書に載のる事、確かく定ていだ。

　幸いな事に、見える範はん囲いにあのシャム猫ねこだって裸足はだしで逃げ出す嗜し虐ぎやく的な笑顔は無く、ほぅと息を吐はく。

「あの人は、鴻池キララさんって言って、大学の先輩です。で、この子……志乃ちゃんは近所の子で、兄妹みたいな感じです」

「そうだったんですか……良かった」

　何が良かったのだろう？

　今の会話に安あん堵どを生む要よう素そがあるとは思えなかったが、あまり迂う闊かつに踏ふみ込んで良い類たぐいの内ない容ようではないだろうと判はん断だんできたので、触ふれないでおく事にする。

「それで、どうかしたんですか？」

「あ、いえ……その。ちょっと……」

　古河橋さんは言葉を濁にごしながら、元来た方へと視線を向けた。向こうには、他ほかの五人が居るはずだ。

　ははぁ、なるほど。逃げてきたというわけだ。

　そりゃ、馬ば鹿かという言葉を標ひよう準じゆん装そう備びしたキツい性せい格かくをしている男女二人──そう言えば彼らの名前も知らない──とヒステリックモードを搭とう載さいした蔵野さんが居るのだ。会話が弾はずむ弾まない云うん々ぬん以前に、気弱な彼女の性格では近づく事さえ出来ないだろう。ひたすら凹へこみ続けている佐々壁さんはたぶん、今もまだ話しかけられる雰ふん囲い気きではないだろうし、唯ゆい一いつ、久川さんなら気さくに相手をしてくれそうだが……。

「あの久川さんって人は、トイレに行っちゃいました。蔵野さんって人の付き添そいで」

　そうか。だとすると、今まで正反対の性格の二人と一いつ緒しよに居たわけだ。そりゃ、逃げ出したくもなる。僕だって、あの二人の間で板ばさみにあいたいとは思わない。一人で離はなれているのも心細いだろうし、一いち応おう安心っぽい僕達のところにやってくるのは不自然ではないだろう。

　いや、けれど……それを口実に志乃ちゃんを監かん視ししに来たのかもしれない。彼女が犯はん人にんである可か能のう性せいだって十二分にあるのだ。

　まぁ……、

「ど、どうかしましたか？」

　と僕の視線に、何な故ぜか頰ほおを赤らめながらはにかむこの女性が、こんな大それた事件を起こすような人物には見えないのだけれど。

　それでも、やっぱりただの演えん技ぎでしかない可能性はある。一見すると『困こまった時は笑っておけ』タイプの気の弱い人に思えるけれど、人はその内面に何を隠かくしているか容よう易いには悟さとらせない仮か面めんを被かぶる能力があるのだ。腹はらの底に邪よこしまな感かん情じようを持っていたとしても不思議ではない。

　それだけ考えて、僕は小さく首を振ふった。それ以上、思考を続ける事を止やめた。

　ダメだ。疑うたがい出したらキリがない。今はまだ、疑うべき時ではない。

「私達、これからどうなるんでしょう……？」

「大だい丈じよう夫ぶです。なんとかなりますよ」

　気休めでしかないと分かっていても、そう答える以外に何が出来るだろう。

　古河橋さんもそれを理り解かいしているのか、そうですね、と頷うなずいてくれた。

「そう言えば、古河橋さんは────」

「あ、友香で良いです」

「じゃあ、友香さんで。友香さんは一人なの？」

「え？　あ、はい。一人です」と頷いて、「バイト上がりだったんです。一階下の和食屋さんで働いていて……それで、終わったからちょっと買い物をして帰ろうと思ったら、こんな事に……」

　一文字一文字、暗くなっていく言葉。

　放ほうっておけばそのまま際さい限げんなく落ち込んでいきそうだ。

「だから、大丈夫ですって。犯人を、きっと見つけますから」

「貴方あなたが、ですか？」

　……いや、たぶん、僕じゃありません。

　隣となりに座すわっている可愛かわいらしい女の子が、です。

「あ、あの……その。あの人達の中に、犯人が居いる……んですよね？」

「……それは、たぶん」

　言葉を濁してはみたものの、それはもう、間ま違ちがいないだろうと確信していた。

　犯人は絶ぜつ対たい、この中に居るのだ。

「それで……私、佐々壁さんじゃないかって思うんです」

「佐々壁さん？　え？　それはどうして？　いや、それ以前に、彼の事を知っているんですか？」

「あ、いえ！　別に知り合いっていうわけじゃないです。顔を見た事はありますけど、話した事はないですし」友香さんは慌てたように首を振り、続けた。「ただ、あの人、有名だから」

「有名……？」

「あの人、お店の売り上げを盗ぬすんだ事があるらしいんです。私も、あんまり詳くわしくなくて……人伝に聞いただけなんです。証しよう拠こがなくて、何の罰ばつもなかったらしいですし。でも、みんな、絶対アイツがやったって、警けい戒かいしてて……だから、もしかしたら、復ふく讐しゆう、みたいな事なんじゃないかなって」

　それは、確たしかに。証拠のないまま罪つみを疑われたのなら、その復讐をしたいと願うのは、別べつ段だん突とつ飛ぴな発想ではないだろう。そして、復讐という意味でなら、爆ばく弾だんやら毒ガスやらを使うのも理解できる。

　そう考えると、確かに佐々壁さんは怪あやしい。その言動も、かなり不自然だったし。

　これは一度、彼と話をしてみる必要があるかもしれない。
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　その後も色々と話をしつつ、待つ事しばらく。

　やがて、足音が一つ近づいてくるのが聞こえた。

　闇やみの向こう、懐かい中ちゆう電でん灯とうの灯あかりの中に現あらわれたのは、鴻池先せん輩ぱいだった。一緒にいるはずの高柳さんの姿すがたはない。

「あぁ～、悪いんやけど、ちょい話があるから……えぇか？」

　それは友香さんへ向けられた言葉だった。表ひよう現げんは遠まわしだけど、彼女を遠ざける意図がある事は疑いようがない。もちろんそれを断ことわれる精せい神しん力など彼女には無く、困こん惑わくした表情で離れていった。

　その背せ中なかを見送って。

「何もあんな言い方しなくても……」

「しゃあないやろ～。あんまり、他ほかの人間に聞かれたら困る話やねんから」多少悪い事をしたと自覚はあるのか、ポリポリと頭を搔かく先輩。「って、アンタは他ひ人と事ごとちゃうやろが。もし、ウチらがこの件けんに深く関かかわっとる事が知れたら、非ひ難なんを受けかねんやろ？　まして、シノシノは完全に当事者や。巻まき込こまれた側にしてみれば、堪たまったもんやないやろ」

　もちろん、本来は誰だれもシノシノを責せめられんねんけどな、と先輩。

　そう。これは志乃ちゃんの責せき任にんではない。彼女に非は全くない。責められるべきなのは、あくまでこの事件の犯はん人にんだけで、彼女は間違いなく被ひ害がい者しやなのだ。

　けれど、それが分かっていたとしても、自分の命が危き険けんに晒さらされている状じよう況きようでは、誰もが誰かに責任を押おし付けたくなる。そこに犯人が居るのなら、当然犯人に。犯人が分からないのなら、その関係者に。それは正しくない事だけれど、その感情は僕にだって理解できる。

　だから、全すべてが終わるまで───可か能のうなら全てが終わってからも、志乃ちゃんと犯人との関わりについては隠し通さなければならない。

　そういう意味では、先輩の対応は正しいものだったのだろう。

「で？　何か進展はありましたか？　って、それ以前に、高柳さんはどうしたんです？」

「すっ転んで鼻血が出たから、今は止血中や」

　……コメントは差し控ひかえさせていただきます。

「ま、それはともかく、や。とりあえず、電波の通りがえぇところは一つもないわ」

　あちこち回ってきたらしいのだが、駄だ目めだったらしい。

「たぶん、妨ぼう害がい電波を出しとるんやろ。建物内だけやなくて、周辺一帯丸ごとのはずや。外は大おお騒さわぎやろうな。その事から、ウチらの予想以上に大だい規き模ぼな作戦やった事が分かる。正直、見み縊くびっとったわ」

　先輩の言うとおり、僕らは完全に彼らを甘あまく見ていた。高々、集しゆう団だん自殺のサイトがここまでやるなんて考えも浮うかばなかったし、志乃ちゃんを狙ねらい始めてからも、露ろ骨こつながら半ば遊んでいるかのような行動の数々に、完全に騙だまされていた。相手の能力を、その規模を、見み誤あやまっていた。

「となると、手持ちの情じよう報ほうが重要になってきますね」

「せやねんけどなぁ……正直、大した情報カードは持ってないしなぁ」

「あ、そういえば、拘こう置ち所しよから連れん絡らくはあったんですか？」

　僕らはかつて、市井垣忍の自じ宅たくに不法侵しん入にゆうし、彼の死体を見つけ、警けい察さつに連絡した。その行動こそが信しん奉ぽう者しや達の反感を買い、現状に至いたるわけなのだが……実を言うと、警察に連絡する際、僕らは名乗っていないのだ。面めん倒どうごとに巻き込まれるのを避さけ、匿とく名めいのまま通報した。

　だから、あの場に僕らが居た事を知っている人は少ない。事情を説明していた鴻池先輩と、市井垣忍の自宅の住所を教えてくれたクロスというハンドルネームの少年、そして───そこで出会った、とある殺人犯の三人だけ。

　その中の誰かが、僕らの存そん在ざいをデッドエンドコンプレックスの関係者に話したのだ。前の二人は共に知り合いで、あり得ないだろうから、考えられるのは一人だけ。現在は横浜の拘置所に拘こう留りゆうされている、その殺人犯と接せつ触しよくした人間が、確かに居いるはずなのだ。

「いや、詳くわしい情報まではなかなかなぁ。ただ、弁べん護ご士しの方に──その殺人犯のな──あたって、一度だけ女性が会いに来た事があるってのは教えてもらったわ」

「女性、ですか？　その人の容よう姿しとか名前とかは……？」

「いや、そこまでは無理やった。何が裁さい判ばんに関わってくるか分からんからなぁ、向こうもその辺りは神しん経けい質しつなんよ。ただ……さっき高柳に聞いたんやけど、今のところ活発的に活動しとる『デッドエンドコンプレックス』系けいのサイトで最大手の管理人も、女らしいんや」

「どちらも女性、ですか」

「名前は八や幡はたこのみ、二十五歳さい。横浜市内のワンルームマンションで一人暮ぐらし。家族親族は無し。両親は共に死し亡ぼう。Ｉ．インテリジエンス・Ａ．アソシエイト・Ｐ．プランニングっちゅう派は遣けん会社に所しよ属ぞくしとって、今は通信販はん売ばい会社の一いつ般ぱん事じ務むに就ついとる」

「随ずい分ぶん……詳しいですね」

「まぁ、高柳の立場を考えたら、これくらいの情報は当然やろ。ホンマはもっと詳しよう細さいな情報があるんやろうけど、資し料りようを忘わすれてきよった所せ為いで、記き憶おくしている分だけの情報しか得られんかったわ」

　記憶していたのか。

　僕の名前は忘わすれてたくせに。

　僕の名前は忘れてたくせに！

「まぁ、かなり監かん視ししとったみたいやし、こない大だい規き模ぼな計画を企くわだてとったら事前に気づいとるはずやから、案外、無関係かもしらんけどな」

　それに、本人が来とるとは限かぎらんやろ？　と先せん輩ぱい。そう言えば、前に志乃ちゃんの家の前に居たのは男性だったし、聞いた限りでは車で襲おそってきたのも男性だったらしい。そう考えると、犯人が女性であると断だん定ていするのは、少し危険なのかもしれない。

「にしても……それだけ詳しい情報を得ているだなんて。高柳さんって、いったい何者なんですか？」

「ん？　あ～、あくまでたぶん、やけどな。ウチは公安やろうと思っとる」

「公安……って、あの公安ですか？」

「どっちの公安かは分からんけどなぁ」

　どっちの公安って、二つも三つもあるのだろうか？

「一いち応おう、考えられる限りで二種類あるんよ」

　公安って聞いて、アンタはどんなんを想そう像ぞうする？　と聞かれて、頭に思い浮うかべる。公安と言えばやっぱり、スパイというか秘ひ密みつ警察というか、囮おとり捜そう査さとか盗とう聴ちよう盗とう撮さつなんかを使って、反社会的な組そ織しきと銃じゆう撃げき戦せんをしている印象かな？

　まぁ、流石さすがにこれはフィクションが過すぎるにしても、フィクションでしか知られないくらい何をしているのか良く分からない組織である事に変わりはない。ノンフィクションとして聞いた限りでは、今でも赤軍派の人を監視しているのだとか。そう考えると、警察よりもよっぽど恐おそろしい人達である。

「公安て一口に言うても、独どく立りつ情報機関の公安調査庁ちようと警察庁警けい備び局の公安課、いわゆる公安警察と、二つあるんよ。やっとる事がよう似とるからごっちゃにされがちやけど、とりあえず公安調査庁は政せい治じ的な情報を集めるのがメインやね。もちろん、国内外に限らず破は防ぼう法やらに引っかかる団体も調査しとるけど、あくまで調査して関連の機関に伝えるだけで、逮たい捕ほ権けんはないんよ」

「逮捕できないんですか？」

「警察やないからね。あくまで、独立した情報収集機関なんや。しかも、政治的なんがメインやから、今はむしろ、キタ関連で大おお忙いそがしなんやないかなぁ？　で、一方の公安警察は、社会秩ちつ序じよの安定を目的とする組織で、当然、警察やから逮捕権がある。一般的に公安て言うたら、こっちが出てくるやろなぁ」拳けん銃じゆうも持っとるし、と付け足し、続ける。「こっちはそれこそ、左から右まで怪あやしげなんは片かたっ端ぱしから調査しとるからなぁ。今回みたいな宗しゆう教きよう、つまりは思想関連やったら、こっちが専せん門もんかもしれんわ」

「なら、高柳さんは公安警察の方なんですか？」

「さぁなぁ……それは分からんわ。どっちにしても、あんまり詮せん索さくせん方がえぇで。綺き麗れいな部分ばっかりの組織やないからなぁ、迂う闊かつに首突つっ込んで睨にらまれたら、面めん倒どうや」

　盗聴とかされたりするのだろうか。そんなのは、絶ぜつ対たいにごめんだ。

　とはいえ、味方でいる限かぎりは、普ふ通つうの警察官なんかよりもずっと頼たよりになるだろう。と考えて、彼女のドジっ娘こっぷりを思い出し、脱だつ力りよくした。

　大だい丈じよう夫ぶかな？　大丈夫だよね？
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　その後、途と中ちゆうで復ふつ活かつした高柳さんと合流し、元のエスカレーター付近に戻もどる。

　そこには、全員が集まっていた。

　こういう時、人は自然と群むれる生き物らしい。別に群れるなんて言っても仲良くするわけではなく、会話もなく、視線を合わす事もないようだったけれど、少なくとも相対距きよ離りだけは十メートルを越こえていなかった。

　ミステリー小説なんかでは、山さん荘そうやら洋館やらに閉とじ込められた人達は何な故ぜかやたらと一人になりたがるものだけれど、ああいうのは案外噓うそっぱちなのかもしれない。

　そんな僕ぼくの意見に志乃ちゃんは、

「自じ己この認にん識しきが十分に行き届くだけの限げん定てい的な空間があれば、人はそれを好む傾けい向こうが強い。けれどそれがない場合は、他人の認識を頼たよる形で空間内を把は握あくしようとする」

　えぇっと、つまり……もしこの場に鍵かぎのかかる個こ室しつがあったならそこに籠こもるけど、そんなのはないのだから、仕方なく集まって、皆みんなで周りを監視しましょうって事か。

　なるほど、そういう見方をすれば、確たしかに彼らはお互たがいを酷ひどく気にしている様子だった。それは疑うたがい合っているという意味もあるけれど、同時に、その表ひよう情じようや態たい度どから自分の死角に危き険けんがないかを確かく認にんしているのだ。

　そんな集しゆう団だんの中心に、先輩が入る。大きく手を広げて、注目を集めた。

「まぁ、なんや。とりあえず、自じ己こ紹しよう介かいでもしよか。このまま二時間近く一いつ緒しよに居おるんや。お互い、名前を知らんままっちゅうのも、気持ち悪いやろ？」

　反対の声は、特に上がらなかった。むしろ肯こう定てい的な空気が流れる。

　やはり、皆もそう感じていたのだろう。

「では、僭せん越えつながら私から」久川さんが立ち上がる。「私の名前は、久川満です。年ねん齢れいは三十四歳さい。このデパートとも取引をしている、銀行の職員です」

「銀行員ねぇ。名めい刺しはあるんか？」

「え？　えぇ、もちろん。当然でしょう」

　と、懐ふところからケースを取り出して、差し出してくる。そこに書かれていた銀行名は、大手ではなかったものの、僕でも名前をしっている大阪を中心とした地方銀行だった。それにしては言葉に関西のイントネーションがないのだけれど、どこか地方の出身なのだろうか？

　続いて、なかなか誰も名乗りを上げなかったので、先せん輩ぱいが挙手した。

「ウチは鴻池キララ。ごくごく一いつ般ぱん的な大学生や」

　人ひと懐なつっこい笑え顔がおで一礼する先輩。白々と、一般的なんて言葉を使わないで欲ほしい。

「高柳美咲です。東京で、とある商社に勤つとめています」

　こちらも実に白々しくて、本ほん能のう的にツッコミを入れたくなる。

　そんな僕の呆あきれた視線に気づいたのか、「名刺、出しましょうか？」とニコリと笑った。

　その辺りの偽ぎ装そうは、当然ながら完かん璧ぺきという事か。

「……支倉志乃。小学生」

　やはり端たん的てきな自己紹介に続き、僕も挨あい拶さつする。

「僕は────」

「彼は山田太郎さんです」

「だから違ちがうっ！」

　あくまで自分に間違いはないと主しゆ張ちようしたいのか。

　睨にらみつけると、誤ご魔ま化かすように視線をそらされてしまった。

　続いて名乗りを上げたのは気弱そうな少女、友香さんだった。

「古河橋友香です。十九歳です。このデパートの、和食屋さんで働いてました」

「あれ？　十九歳？」

「そうですけど……どうかしました？」

　てっきり高校生だとばかり思っていたのに。凄すごい童顔だなぁ、と顔を眺ながめていると、視線が交差して、どういう理り屈くつか、はにかまれた。

　次に名乗ったのは、佐々壁さんだった。

「さ、佐々壁冬弥……です」と妙に怯おびえた口調だったのは、やはり蔵野さんの殺気の籠こもった視線ゆえだろう。いや、蔵野さんだけではなく、全員の視線がその身に激しく突き刺さっているのが、傍はた目めにも分かる。

　冷え切った空気が充満していく中、いち早く先輩が次を指名する。

「え～っと。んで、アンタは？」

「板垣琢磨。歳は二十一。フリーターだよ」

　ちょっと怖いタイプの青年は、鬱うつ陶とうしそうにそう名乗った。どうやら僕より年上だったらしい。しかし、二十一歳でフリーターって事は、大学には行っていないのだろうか。どこかの専門学校生だったのかもしれない。見た感じ、あまりこの手のデパートには寄り付かなさそうなタイプだ。

「江藤鈴、家事手伝いよ」

　ため息混まじりに名乗ったのはキツめの女じよ性せいだった。年齢を語らないのは、やはり思うところがあるからなのだろうなぁ、なんて失礼な事を考える。微び妙みようなお年とし頃ごろ、という奴やつだ。

　そして最後に名乗ったのは、

「蔵野春子……主しゆ婦ふよ」

　久川さんの陰かげに隠かくれるようにして、蔵野さんが名乗る。

　これで、全員だ。この中に、犯はん人にんが居いる。

「さて、自己紹介も終わったところで、大切なお話や。ウチらはこの状じよう況きようをなんとか打開せなアカン。その為ためには、全員の協力が必要や。そんなわけで、とりあえず、全員の持ち物検けん査さを提てい案あんするわ」

　予想していた事だったけれど、今度は大きな反発が起こった。板垣さんと江藤さんの両名をメインに、他のメンバーも否ひ定てい的な意見を持っているようだった。

「まぁ、持ち物検査を嫌いやがる気持ちは分かる。ウチかて気ぃ悪いもんやしなぁ。せやけど、犯人の気まぐれでドカンとやられんためにも、しゃあないやろ？」

「そういう問題じゃねーよ！」

「貴女あなたに何の権けん利りがあんのよ！」

　じゃあどういう問題なのかと言えば、まぁ、気分の問題なのだろう。江藤さんの言うとおり、ごくごく一般的な大学生──ただし自じ称しよう──である鴻池先輩が、いきなりそんな事を言い出して、はい分かりましたと納なつ得とくできるはずがない。

「……せやけど、これはアンタらかて気になる部分やないか？　何も別に、身体検査までするわけやない。ちょっと鞄かばんやらポケットの中身を確かく認にんするだけや。もちろん女と男に分かれて、それぞれな。これは断ことわる理由がないやろ？　疚やましいところがない限かぎり、な」

　これは色々な場面でよく使われる論ろん理りだろう。常じよう識しき的に考えれば、疚しいところがないなら全すべて見せても構かまわない、なんてのは暴ぼう論ろんもいいとこだ。そういう問題ではなく、完全に議論のすり替かえだ。

　ただ、こういう状況で、そう言われて断ことわれる人間は少ない。疚しいところがないなら見せられる、という条じよう件けん下かでは、見せられないなら疚しいところがある、という論理が勝手に出来上がってしまう。拒こばめば、それだけで疑うたがいの視し線せんを向けられる羽目になる。それは誰だれにとっても避さけたい事だろう。

　まぁ、だけど────。

「問題は、ないやろう？」

「…………なわけねぇだろ！」

「あるに決まってるでしょ！」

　こういう時、感かん情じようで動く人にはそんな論理が通用しないわけで、なおかつ基き本ほん的に、反対者が一人の時に強い力を持つ理り屈くつなのだ。

　二人の男女の、怒ど声せいが響ひびいた。
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　喧けん々けん諤がく々がくと騒さわいで、意識を逸そらしてくれている先せん輩ぱい達から少し離はなれて、僕は佐々壁さんに声をかけた。

「ちょっと、良いですか？」

　有う無むを言わせず、彼を集しゆう団だんの中から連れ出す。別に目的地を決めていたわけでもなく、ただ距きよ離りをとりたかっただけで、辿たどり着いたのはあんまりこれから話す事には向いていない、家具売り場だった。

　未いまだ先輩達の声は響いていたけれど、まぁ普ふ通つうに話す分には声は届とどかないだろう。わざわざ憎にくまれ役を買って出てくれた先輩のためにも、早めに用を済すませてしまいたい。

「な、何だよ……」

　不安げにキョドキョドと揺ゆれている瞳ひとみを見る限り、恐おそらくこれから何を聞かれるのか本人も自覚しているのだろう。と言うか、自覚してくれていないと、こちらも困こまる。

　僕は前置きなしに質しつ問もんした。

「誰に頼たのまれたんですか？」
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「───な、何の事だよっ!?」

「しらを切り通すのは難むずかしいですよ、この状況じゃ。どう考えたって、佐々壁さんの行動はおかしいですから」

　万引き犯だと言って、そのまま何な故ぜか事じ務む所しよなんかではなく、更こう衣い室しつへと連れ込こみ、そこで盗とってもいない商品を取り出した。この時点で、既すでに言いがかりでしかなく、他ほかに何か目的があったのは事実だ。

　更さらに非ひ常じようベルが鳴った時も、どうしたら良いのか分からないといった様子だったのに、そのくせ僕達が更衣室から出る事は拒んでいた。

　普通に考えて、あり得ない言動だ。

「お、俺おれは……違ちがう。違うっ！」

「別に、貴方を疑っているわけじゃないんです。とてもじゃないですけど、事情を知っていたとは思えませんから。けど、何かしらの接せつ触しよくがあった事は間違いない。違いますか？」

「……俺の家に手紙が来たんだよ」

「手紙？」

「お前らを見つけたら適てき当とうに理由をつけて閉とじ込めておけって、写真入りで。何時までとかそういうのは書いてなかったけど、その代わり、ちょっと騒ぎが起きるかも知れないけど、絶ぜつ対たいに外に出すなって……」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな指し示じに、素す直なおに従したがったんですか？」

「……金が、入ってたんだ。十万。すべて終わったら、九十万払はらうって書いてあった」

　なるほど、お金か。人を閉じ込めておくだけで合計百万円の報ほう酬しゆうが貰もらえるなんて破は格かくだろう。万引きだと因いん縁ねんをつければ理屈は立つし、後の言い訳わけにもなる。実に魅み力りよく的だ。誰でもついつい乗せられてしまう可か能のう性せいはあるだろう。

　だが現げん実じつはそれほど甘あまいものではなく、上う手まい話には必ず裏うらがあるもので。

「……こんな事になるって分かってたら、従わなかったのに」

　今にも泣き出しそうな声でそう悔くいる彼を、けれど僕には同情できなかった。

「で、その手紙はどこから送られて来たんですか？　送り主の名前は？」

「いや、手紙って言っても切手は貼はってなくて、直接届けられてきたみたいだった。送り主の名前もなかったし……文字も全部パソコンで打ち出したやつだったよ」

　大きな期待はしていなかったけれど、やっぱり有ゆう益えきな情報はないか。

　肩かたを落とす僕の代わりに、小さく届いたのは志乃ちゃんの声だった。

「手紙には、何と書いてあったの？」

「え？　だから、お前らを────」

「正せい確かくな文面を。思い出して」

　別べつ段だん激はげしい口調ではないのに有無をも言わせぬ迫はく力りよくに、佐々壁さんは戸と惑まどいながら視線を落とす。

「そんなハッキリとは……覚えてない。ただ、市井垣忍って画家の個こ展てんの期間中にあんたらを見かけたら、閉じ込めておけって……」

「日時の指定は無かったんですか？」

「無かった。おかげで、随ずい分ぶんと時間を無む駄だにしちまったし……。けど、そう。確か、その期間中にあんたらを連れてくるからって……」

「え────？」

　呼こ吸きゆうが、止まるかと思った。いや、実じつ際さい止まっていたのかもしれない。呼吸だけではなく時間が、世界が。

　僕らを連れて来る？

　そりゃ確たしかに、それが一番確実だろう。当然だ。僕らを罠わなの中に直接案内できるのなら、それに越こした事はない。

　けど、それは────。
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　二人きりの時、彼は決まって難しい話をした。命について。生と死について。人間について。善ぜん悪あくについて。魂たましいや霊れいや眼めに見えないものについて。歴史について。神話や宗しゆう教きようについて。文化や風ふう俗ぞくについて。

　学生の多くがしているような、学校や教きよう師しや親への不平不満、漫まん画がやゲームやスポーツや音楽についての会話は一いつ切さいなかった。

　それはもう、会話ではなかった。一方的な、彼の演えん説ぜつだった。講こう義ぎだった。

　それでも、彼女は楽しかった。級友達との会話よりもずっと。

　そんな話をしている間だけは、彼も感かん情じようを露あらわにしてくれた。笑え顔がおの仮か面めんを剝はいで表情を変え、時には激げつ昂こうする事さえあった。

　それが嬉うれしくて、彼女は何時も話をねだった。同級生達がしているような会話は、要いらなかった。

　だがもちろん、彼の話はあまりにも難むずかしくて、よく分からなかった。それは単たん純じゆんな彼女の無知というわけではなく、内ない容ようが支し離り滅めつ裂れつになる事が多かったからだった。

　彼は頭の中で思いついた事を、そのまま口に出す事が多く、それらは文章としては成り立たない事がほとんどだった。

　だから彼女は、いつの間にか理り解かいできている演技をする事に長たけていた。彼の言葉の一つ一つに相あい槌づちを打ち、同意し共感した。

　それは決して楽な作業ではなかったが、それで良かった。

　今から思えば、たぶんその頃ころが一番幸福だったのだろうと思う。

　彼は変わっていて理解できない存そん在ざいだったけれど、そこに居いて、他の誰にも見せない表情を見せてくれた。それ以上の幸せはきっと他になかった。

　けれど、彼がよく言っていたように、全すべては有ゆう限げん。

　終わりの訪おとずれる、夢ゆめの如ごとき時間。

　彼の両親と、彼女の両親が共に死んだのは、そんな頃だった。

　両親が死んだのは、旅行へ出た先でだった。レンタカーで移い動どう中、酒さけ酔よい運転をしていたトラックにリアバンパーを思い切り突つき飛ばされ、そのままガードレールを越こえて十メートルの崖がけ下したへ転落した。ガソリンをたっぷりと補ほ給きゆうしていた車は、そのまま炎えん上じようした。ぶつけたトラックはそのまま逃にげ去り、別の車に発見され、通つう報ほうを受けて救助されるまで、三十分以上経けい過かしていた。

　おかげで、彼女は両親の遺い体たいを見ていない。彼女の母親は唯ゆい一いつ、顔の原形を辛かろうじて留とどめていたらしいが、身元を確かく認にんしたのは彼で、死体など見み慣なれている警けい察さつ官でさえ見るに耐たえないそれを見て、彼はただコクリと頷うなずいただけだったそうだ。

　通つ夜やと葬そう儀ぎ、そして火葬。

　ほとんど時間の感覚を失いながら、彼女達はそれらをこなした。親類はいなかったので、全て葬儀社まかせだった。近所の人達や親の会社の人達が次々に会いに来て、慰なぐさめの言葉をかけてくれたけれど、それらは全て、彼女には届とどかなかった。

　レンタカー会社の担たん当とうの人や、ぶつけたトラックの雇やとい主らが会いに来たが、それらもどうでも良かった。確か、いつの間にか弁べん護ご士しがいて、色々と折せつ衝しようをした結果、多た額がくの慰い謝しや料りようを貰もらえたらしいが、どうでも良かった。後になって、振ふり込こみ先さきの通帳に記き載さいされた数字を確認したが、その金額の大きさは、むしろそれが命の価か値ちなのだと気持ちを冷めさせるものでしかなかった。

　やがて納のう骨こつの時。二人きりでお墓はかに行った。

　ちっぽけな陶とう器きが、同じくちっぽけな穴あな倉ぐらに放ほうり込まれた。

　それで終わりだった。

　ダンボールの中で死んでいた子犬と変わらない、そんな終わりだった。

「どうして、お墓に埋うめるのかな」

　彼は言った。それはかつてとは違って、質しつ問もんではなかった。

　だから彼女は何も答えなかった。たとえ質問だったとしても、答えられなかった。

　それが当たり前の事だからなんて、そんな言葉は絶ぜつ対たいに口に出来なかった。
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「って、ぶっちゃけあり得ないですよね」

　佐々壁さんから聞いた事を説明し、僕ぼくは先せん輩ぱいに向かって苦く笑しようした。

　彼に送られて来た手紙の文面、『連れて来る』という言葉は一見、僕らを『連れて来た』鴻池先輩を示しめしているように思えるわけだけど……そんな疑うたがいを持つほど、僕はお馬ば鹿かさんではないのであった。

「まぁ確たしかになぁ。ウチが犯はん人にんやったら、確実やもんなぁ」

「でもあり得ないですよ、それは。いくらなんでも、ミスリードになりません」

「その信しん頼らいは嬉うれしいような、微び妙みように馬鹿にされとるような……」

　ジト眼めで睨にらんでくるけど、僕としては良い意味で言ったつもりだ。先輩がこんな事をするだなんて、ＵＦＯ信しん奉ぽう者しやだって笑い飛ばすほどに考えがたい。

「けどまぁ、アンタの言うとおり、騙だます意図があったんやとしたら、いささかお間ま抜ぬけやな。疑ぎ心しん暗あん鬼きで仲なか違たがいするほど、強力な一手やとはどうしても思えんわ」

　ウチもアンタがやるとは思わんし、なんて肩かたを竦すくめ、先輩は笑う。

　そう。いくら世の中、何が起こるかわからないと言ったって、物には限度があるのだ。その限度を軽く飛びぬけた環かん境きように置かれている現げん状じよう、いまいち説得力に欠けるかもしれないが、それだけは絶対的にあり得ないと確信している。

　だが、そんな二人の笑い声の中に、志乃ちゃんの冷たい声が割わり込んできた。

「騙す意思はない。単に、確実性せいを増ますためだけだったと思う」

「へ？　確実性？」

「佐々壁が私達を閉とじ込こめていられる確かく率りつを上げるため、犯人を錯さつ覚かくさせた」

「……あぁ、なるほど。そっか、そういう事なんかぁ」

　今の説明で納なつ得とくしたらしくポンと手を打つ先輩。

「つまりやな、佐々壁はウチかアンタかのどっちかを手紙の主やと錯覚してたわけや」

　だからそれに何の意味があるのか───と言えば、実は結けつ構こう大きな意味があったわけで。

　もし、だれそれが居いるから閉じ込めておけという指し示じだけだったとしたら、先輩の強い反発に対して屈くつしてしまうかもしれない。何な故ぜなら、彼にも当然、罪ざい悪あく感があっただろうから。だから、相手が激はげしく抵てい抗こうしてきたなら、このまま逃にがしてしまっても良いと考える可か能のう性せいがあったわけだ。それなら多少の言い訳わけは立つし、彼の場合は、既すでに十万円を前金でもらっているのだから、必要以上のリスクを背せ負おう気にはなれないだろう。金きん銭せんの関係は、そういう意味で凄すごく脆もろいものだ。

　けど、その場に居るのが閉じ込める事を要求した人間なのだとしたらどうだろう。先輩の反発も、僕の冷静で大人びた対たい応おう──と見栄を張はってみる──も、全てがそのまま続けろという合図に見えてしまうし、逃がしてしまう言い訳が立たない。

　つまり、最初から僕らを仲違いさせる事が目的ではなかったというわけだ。

　うぅ……赤っ恥ぱじ。

「けど、よく考えてますよねぇ。そんな言葉の使い方一つで、相手の心しん情じようを操そう作さするなんて……」

「せやね。相手はアホやない」

　もとより、一つのサイトを──そこに集つどう無数の個こ人じんを──纏まとめ上げた相手だ。馬鹿じゃやっていけないだろう。

「今回の作戦の規き模ぼといい、相当冷静沈ちん着ちやくに事を運んでいる事は間ま違ちがいありません」

　言ったのは、それまで黙だまっていた高柳さんだ。

「ここへも十分な準じゆん備びを済すませて乗り込んでいるでしょう。恐おそらく、こちらが取り得うるあらゆる状じよう況きようを想定しているはず」

「となると、ちょっとやそっとじゃ尻尾しつぽは出さんか？」

「けど、やっぱり相手も人間なんですから。咄とつ嗟さにミスしたり、何か間違ったりとかするでしょうし」

　この世の中に完かん璧ぺきな人間なんていない。そりゃ限かぎりなく完璧に近い人はいるし、僕からすれば完璧としか思えない天才もいるけど、そんな人達だって絶対に、どこかで失敗はするはずだ。この犯人が優すぐれていたとしても、勝機は必ずある。

「……と、信じます」

「なんでそこで、断だん言げんできんかなぁ」

　ウンウンと高柳さんにも同意される。

　心なしか、志乃ちゃんまでも頷うなずいているように見えた。

「アンタはもうちょい、本気にならんとアカンで」

「本気って……もちろん、本気ですよ？」

　冗じよう談だんで捨すてられる命を持った覚えはない。まして、懸かかっているのは僕の命だけではなく、志乃ちゃんや先せん輩ぱいや高柳さん、そして巻まき込こまれただけの無関係な人達の命なのだ。絶ぜつ対たいに、犯人を見つけ出さなければならない。

　そう、力強く宣せん言げんする僕に、先輩は首を振ふる。

「そういう意味やなくてやなぁ……あぁ、もうえぇわ。今、言うてもしゃあない！」

　いったいどういう意味なのかは激しく気になったものの、確かに今は、そんな事を話している場合ではないだろう。

　相手が優ゆう秀しゆうであるというのなら、なお更、こちらも気を引き締しめなければならない。

　そのまま先輩達と別れ、僕らは再ふたたび動き出した。
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　最近のトイレというのは何ど処こもセンサーで自動で水が流れるようになっている。だから、電気の通っていない今のような状況では使えない。

　それに気づいたのは既すでに済ませてしまった後だったので、もうどうしようもなかった。

　仕方なく流さずそのままにしていたら、今度は手て洗あらい場もセンサー式で、慌あわてて個室に入ってみたらレバー式ではあったものの、手を洗える環かん境きようはなかった。

　便利なセンサー式の思わぬ盲もう点てんに肩かたを落としながら、仕方なくポケットティッシュで拭ふいただけで、僕はトイレを出た。

　出口には待っていてくれた志乃ちゃんと、先に出ていた久川さんが居た。

　先輩達と離はなれた後、僕らは次の行動に出る前に、トイレに向かった。時間の限られた状況で、気を引き締めなければと決意したばかりだというのに、なんとも情なさけないが、生理現げん象しようなのだから仕方がない。ちなみに「志乃ちゃん、おトイレは？」と聞いてみたら、凍とう死ししそうな視し線せんを向けられた。

　その途と中ちゆうで、偶ぐう然ぜん同じくトイレに向かっていたらしい久川さんと蔵野さんに出会ったのだった。

　僕は苦く笑しようしながら久川さんに言った。

「水、出ないんですね」

「改めて言わないで欲ほしいな。気になるから」

　ご尤もつとも。という事で、その話題には触ふれない事にする。

「それにしても……久川さんは随ずい分ぶん、冷静ですよね」

「なんだい？　いきなり……」

「いえ、だってぜんぜん慌てた様子がないですし」

「そういう意味で言えば、君の方が凄すごいと思うな。全く慌てていないんだから？」

「そうですか？　これでもかなりビビってますよ」

　本心でそう答えた。そりゃ多少は他ほかの人より危き険けんに対して耐たい性せいがあるかもしれないけれど、こんな何時命が奪うばわれるか分からない状況で、平然としていられるほど剛ごう毛もうの心しん臓ぞうは持ち合わせていない。

「でも、あまり表ひよう情じように出ていない」

「それは……まぁ、色々と理由があるんですよ」

　と、志乃ちゃんに視線を向ける。

　この少女に、オロオロと慌てふためいている姿すがたは見せたくない。

　その辺りの心情がどこまで伝わったのか、クスリと久川さんに笑われた。

「お兄さんは、大変だね」

「まぁ、自分から背せ負おった責せき任にんですから、不服はないんですけどね」

「なら、何としてもここから抜ぬけ出さないとね」

「それはもちろん」断言する。「必ず、犯はん人にんを見つけてみせますよ」

「頼たのもしいな。そう……確たしかに、それくらい強気でなければいけないんだろう」

　感心したように頷かれて、むしろ恥はずかしい気分だった。先輩なら「カッコつけても様にならんで」なんて突つっ込こんでくれるのに。ダメだな。いつの間にか、ツッコミ無しでは生きていけない身体からだになってしまったらしい。この場合、誰だれが責せき任にんを取ってくれるのだろう？

「久川さん、ご家族は？」

「ん？　いや、少し前に大切な人を亡なくしてね。今は居いないよ」

「それは……ごめんなさい。変な事を聞いてしまって」

「気にしないで。それに、だからと言って自じ暴ぼう自じ棄きになっていたりなどしないよ」

　真まっ直すぐな落ち着いた視線に、安あん堵どする。

「あ、でも……だとしたら、蔵野さんとはどういうお知り合いなんですか？」

「彼女と？　いや、お知り合いもなにも、今日初めて会ったんだけど……どうして？」

「知り合いじゃなかったんですか？　え？　でも、ずっと一いつ緒しよに居ますよね？」

　トイレにまで一緒に来るくらいなのだ。親しい関係なのだと思っていた。

「停電になって、最初に会ったのが彼女だったんだよ。その所せ為いじゃないかな」

　それなんてインプリンティング、ですか……。

　いや、それともこの場合は釣つり橋ばし効こう果かとかそういうのだろうか。まぁ、久川さんと彼女じゃあり得ない話だろうと思うけど。

　その後、出てきた蔵野さんと共に、休きゆう憩けい所じよまで戻もどる。

　だがそこは、トイレに行っていたのは十分もなかったはずなのに、その間にとんでもない状じよう況きようになっていた。

　まず、板垣さんがうつ伏ぶせに倒たおれていて、その上に鴻池先せん輩ぱいが圧のし掛かかっている。どうやら腕うでを極きめているらしく、体重差のある板垣さんの動きを完全に封ふうじていた。相変わらず、武ぶ闘とう派はな人だ。その傍そばには友香さんが何をどうしたらいいのかさっぱり分からないといった表情でオロオロと立ち尽つくし、更さらに少し離れたところで、高柳さんと佐々壁さんが般はん若にや顔をした江藤さんを取り押おさえていた。

　その光景から何があったのかはだいたい予よ測そくできてしまい、軽く頭ず痛つうがしたけれど、まさか見てみぬフリはできないだろう。

「何が、あったんです？」

「喧けん嘩かや」

　答えたのは先輩。まるで志乃ちゃんのように端たん的てきな回答だった。

「喧嘩って……そりゃまた、何が原げん因いんで？」

「そいつがあんまりにも馬ば鹿かだからよっ！」

　先輩の答えを遮さえぎる形で、江藤さんが叫さけんだ。構こう造ぞう上の限げん界かいに挑ちよう戦せんしているのかと疑うたがいを持つほど吊つり上げられた瞳ひとみが、真まっ直すぐに板垣さんへと向けられている。

「ふざけんなっ！　馬鹿はテメェだろーが、このクソ女っ！」

　そんな敵てき意いを向けられた板垣さんの方も、これまた荒あれていた。江藤さんもある意味ではそうだが、板垣さんの方は容よう姿しが容姿なだけにかなり怖こわい。まぁ、そんな彼を事もなげに取り押さえている先輩の方がもっと恐おそろしいわけだが。

「罵ののしり合ってるだけじゃ、全然分からないですよ……」

「まぁ、別に大した事やないんやけどなぁ……」

　何でも、板垣さんが友香さんに声をかけ始めたのが最初らしい。お互たがい会話もなく、所しよ在ざいなさげに震ふるえている彼女を見るに見かねて声をかけた……というのは好意的過すぎる解かい釈しやくかもしれないが、まぁどんな理由にせよ、殺さつ伐ばつとしているよりはずっとマシだろう。板垣さんの行動は別に誰に責せめられるようなものでもなかった。

　だが、話しかけた、その会話の内容が拙まずかった。彼が選んだ話題は、誰が犯人かというものであり、そして、その最有力候こう補ほが江藤さんだったのだ。

　もちろんそんな話題だから本人に聞こえるようには話していなかったらしいが、それまで会話はなかったのにいきなり話をし始め、しかも自分の方をチラチラと見ていたら、江藤さんだって気になるのは当然だろう。

『何よ……』
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『はぁ？』

『何か、文もん句くあるの？』

『しらねーよ。関係ねーだろ』

『見てたじゃない！』

『見てねーよ！　自じ意い識しき過か剰じようなんじゃねーの？』

　みたいな感じで、見事に喧嘩に発展したらしい。

　皆みんなで仲良く、なんてのは望むべくもないのかもしれないけれど、それにしたって、もうちょっとお互いに尊そん重ちようしあって欲ほしいものだ。

「ヒスってんじゃねーよ、ウゼェやつだな！　こんなんでビビってんじゃねーよ！」

　先輩……腕を極めるだけじゃなくて、いっそ口も塞ふさいでください。

　冗じよう談だん半分──つまり半分は本気だ──そう思いながら、とにかく仲ちゆう裁さいに入ろうとして。

　それよりも早く、この場に投げかけられた冷たい言葉に、ゾッとした。

「あたし、死ぬのなんて怖くないわ」

　それは、江藤さんの声だった。

　彼女は押さえている高柳さんと佐々壁さんの腕を振ふりほどき、袖そでを捲まくり上げて手首を晒さらした。

　全く陽ひに焼けていない肌はだは青白く、だからこそ、誰の眼めにもそれは明らかだった。

　滑なめらかなラインを描えがく手首に赤く、蚯蚓みみず腫ばれのような膨ふくらみが幾いくつも走っていた。規き則そく性せいのないランダムの直線は縦たてに横に、弛ゆるんだ網あみ目めのように描かかれている。

　それがペイントや偶ぐう然ぜん出来た傷きず痕あとである可か能のう性せいは、誰も考えなかっただろう。まして、実じつ際さいに同じものを見た事のある僕ぼくには一目瞭りよう然ぜんだった。

　それが、リストカットの痕だという事が。

「あたしは、死ぬのなんて怖くない。むしろ、さっさと死にたいくらいよ」

　瞬しゆん間かん的に、先輩と視し線せんが交差した。

　判はん断だんは───保ほ留りゆう。

　更に志乃ちゃんに視線を向けてみても、同意見のようだった。

「はぁ？　それがどうかしたかよ。俺おれはお前みたいな女が一番嫌きらいなんだよ！　そんなの、どうせただのハッタリだろうが！」

「な……なによそれ！」

「そうやって心配させて、オトコの視線を集めたいだけだろ！　ハッ、仕方ねぇよな？　それ以外に何の魅み力りよくもねぇんだから！」

　うわちゃぁ、という気分だった。

　それは、鈍どん感かんな僕にだって分かるくらい明らかな地じ雷らいだった。少し冷静に考えれば、断じて言ってはならない発言だったと気づけただろう。

　プチンという漫まん画がチックな音が、聞こえたような気がした。それが大だい噴ふん火かの合図だった。

「全員、死ねば良いのよ！」

　そんな捨すて台詞ぜりふを吐はいて、江藤さんは止める間もなく暗くら闇やみの向こうに消えていった。
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　静まり返ったホールの中で、先せん輩ぱいが呆あきれたように口を開く。

「アンタなぁ……モテへんやろ？　もうちょい、言葉に気ぃつけぇや」

「……うっせえよ」

　流石さすがに先さき程ほどの発言はマズかったと自分でも理り解かいしているのか、毒づく声には力がない。

　板垣さんがモテるタイプなのかモテないタイプなのかは知らないが、どちらにしても先程の発言は怒いかりのあまり思わず口にしてしまったもので、多少は反省しているようだ。しかし、だからといって素す直なおに謝あやまる気があるわけでもなく、まして、謝ったところできっと江藤さんは許ゆるさないだろうな、とは思う。

　だが……それにしても、今は真っ先に考えなければならない事がある。走り去っていった江藤さんの事だ。現げん状じようでは彼女が一番怪あやしい。何な故ぜなら、リスカの経けい験けんがある彼女は、自殺に関連したサイトを閲えつ覧らんしていたかもしれないのだから。

　もしかしたら、その中に『デッドエンドコンプレックス』があったのかもしれない。今はもう検けん索さくをかけても出てこないらしいけど、少し前までは検索上位に表ひよう示じされるほどだったのだから、可能性は十分にある。

　どうするべきか鴻池先輩に視線を向けると、眼めだけで頷うなずき返してきた。ＧＯ、という意味らしい。

「僕が少し、話をしてきます。一人にしておくわけにもいきませんから」

　志乃ちゃんと共に、その場を離はなれる。期待と好こう奇きの交じり合った視線に見送られながら、彼女の走り去って行った方向へ向かう。

　捜さがすのに時間が掛かかるのではないかと心配していたのだが、どうやらそれは杞き憂ゆうだったらしい。

　彼女は、休きゆう憩けい所じよからさほど離れていない場所に、小さく身を縮ちぢめるようにして座すわっていた。その姿すがたは、先程からは想そう像ぞうできないほど弱々しくて、たぶん、より本来の姿に近いものだったのだろう。

「江藤さん……」

「……何よ、なんか用？」

　冷たい反はん応のう。ただ、口調や態たい度どは明らかに拒きよ絶ぜつしているのに、近づいてくる僕達を追い返す事も、自分から距きよ離りをとる事もない。

　その反応からも、分かる。板垣さんの言葉は正しいのだ。彼女は、本気で死ぬつもりじゃない。もちろん、だからといって問題がないわけではないだろうけれど。実際に、傷が出来ているわけだし。

　白い肌に走る赤い傷痕を思い出し、陰いん鬱うつな気分になる。

「リスカ……してるんですね」

「そうよ。悪い？」

　その顔は、まるで戦場で負った名めい誉よの勲くん章しようのように自じ慢まんげに見えた。

「どうして、そんな事を？」

「どうして？　アンタ、馬ば鹿かでしょ？　死にたいからに決まってるじゃない」

「……じゃあ、何で死にたいんですか？」

　人は、何故自殺するのか。その質しつ問もんにある人は『逃とう避ひ』だと答え、銀色の少女は『そこに意味があるから』と言い、そして、本当に自殺してしまった少女は『生きている事の方が異い常じようだから』と嗤わらった。

　どれが正解なのかは僕にも分からない。僕だってやっぱり『逃避』なのだと思うけれど、もしかしたら真実は違ちがうのかもしれない。

　そんな僕の疑ぎ問もんが、江藤さんにはむしろ意外だったらしい。

　酷ひどく困こん惑わくした様子で、視線を逸そらした。

「べ、別に……そんなの、どうだって良いじゃない。私はただ、死にたいのよ！」

「なら、死ねば良い」

　そう言ったのは……志乃ちゃんだった。その真っ黒な瞳ひとみを真まっ直すぐに向けたまま、冷れい徹てつな言葉を突つきつける。

「死にたいのなら、死ねば良い。その意思があるのなら、貴女あなたはそのように死ねば良い。誰も、貴女を止めないし、誰にも批ひ判はんされない。誰かに止められている、誰かに批判されているという貴女の幻げん想そうなど忘わすれてしまえば良い。全すべては、貴女の望むままに、その生を終えれば良い」

　その言葉は、死にたいと言う江藤さんの全肯こう定ていであり───同時に、欠片かけらも救いのない、全否ひ定ていだった。聞いている僕はもちろん、真正面に叩たたきつけられた残ざん酷こくな言葉に、江藤さんの顔が真っ青に染そまる。

「あ……、あああ、アンタみたいなガキに！　私の何が分かるってのよ！」

　慌あわてて間に割わり込み、激げき情じようのまま手を振ふり上げた彼女をなんとか押さえながら、僕は背はい後ごの志乃ちゃんを振り返った。全く、もうちょっと他に言いようがあるだろうに。

「とにかく、落ち着きましょう。大だい丈じよう夫ぶですよ、絶ぜつ対たい、僕らは助かります」

「なんなの、このガキ！」

「気持ちは分かりますから、落ち着いて。ね？　こんなところで一人でいても仕方ないですよ。もう向こうも落ち着いていますし、板垣さんだって反省しているみたいですし」

「そんなの……私には関係ないわよ。放ほっといて！」

「駄だ目めです。放っておけるわけないじゃないですか」

　その後もなんとか宥なだめすかし、とりあえず見える範はん囲いにはいてくれる、というところで決着がついた。

　まったく、先が思いやられる。

　どうか、このまま何事もなく、平へい穏おん無ぶ事じに終わってくださいと、今なら信じてもいない神様にお祈いのりを出来る気分だった。
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　両親が死んで。

　納のう骨こつを済すませた、その晩ばん。

　彼女は彼に抱だきついた。その身体からだを抱きしめ、泣いた。

「どうして、泣くの？」

　そう聞かれて、彼女は戸と惑まどった。

　悲しいから、泣いているのだと思った。

「どうして、悲しいの？」

　そんな質問をする彼の気持ちが分からない。

「僕は、自分が生きていたいと思った事がないんだ」

　どういう事なのか、彼女は聞いた。

「僕には人の生きる意味が分からない。人の、命というものが分からない」

　彼の言葉は、いつもよく意味が分からなかった。

　分からないから、分かったフリをし続けてきた。

「命の大切さが分からない。命を守る意味が分からない。それが生まれ、失われる瞬しゆん間かんのあらゆる情動を、僕は僅わずかにも共感できない」

　ごく近きん距きよ離りに見える彼の瞳には涙なみだはなかった。

　両親を失ったばかりとは思えないほど、乾かわききっていた。

　思えば、彼が泣いている姿すがたを、一度も見た事がない。

「ずっとずっと、そうだ。僕には分からない。分かっていなければならない事のはずなのに。みんな知っている事のはずなのに。分からない。ずっと、それを知りたくて色んな事を学んできたのに。なのに、どうして、人が生きようとするのか……それが今もまだ、どうしても分からないんだ」

　そんな彼を、彼女は悲しいと思った。

　人の前では常つねに笑え顔がおで、決してその仮か面めんを外さなかった。

　そうする事で、仮面によって隠かくす事で、他人とは違う自分を隠していた。

　彼女の前ではよく話し、時には感情を爆ばく発はつさせる事もあった。

　それは彼と世界との摩ま擦さつだった。その、悲鳴だった。

　その事に気づき、彼女は悲しかった。

　それを、悲しい事だと思った。

　けれど彼女は、彼を愛していた。

　だから────。

「そうだね。私も、よく、分からないな」
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　事を終えて、先せん輩ぱいは息を吐はいた。

「カウント、三千を切ったなぁ……」

「もう、一時間もありませんね」

　無む常じようにも動き続けるタイマーのデジタル数字を眺ながめながら、呟つぶやく言葉に力が入らないのを自覚する。

　あと一時間弱で、僕らは死ぬ。このまま犯人を見つけられなければ、僕らは助からない。

　化学兵器───毒ガスで死ぬのは苦しいのだろうか。その効果や使用目的などを考えるとどうしても残ざん虐ぎやくなイメージしか出てこない。おかげで、気分は最悪だ。

　もちろん、そうならないために頑がん張ばっているわけなのだが……。

「どうにも、難むずかしいですね」

「せやなぁ。厳きびしい事になってきたなぁ」

　別に、僕らだって遊んでいたわけではない。

　けれど、どうしても決定打が足りなかった。

　犯はん人にんが何か積極的に動きを見せてくれるならともかく、基き本ほん的に、この場に残っている人達は静かなものだった。慌あわてないし、騒さわがない。先程の江藤さんと板垣さんの喧けん嘩かもあって、落ち着いている、とは流石さすがに表ひよう現げんできないけれど。

「とは言え、そろそろ本ほん格かく的に動き出さないといけませんでしたからね」

　高柳さんの言うとおり、時間的にはそろそろ限げん界かいだった。

　残り時間、一時間弱。これ以上遅おくれれば、動き出したとしても時間的に詰つめきれない可か能のう性せいがある。そりゃ、犯人を見つけるために可能な限かぎりギリギリまで時間を使いたいのは確たしかだったけれど、そういうわけにもいかない。

　犯人が分かって、それで終わりではないのだ。

　そこから、どうやって指し摘てきし、どうやって無力化するかを考えなければならない。

　そう考えると、全すべては仕方のない事だった。

　そこに、駆かけ寄よってくる足音が聞こえた。

　音のする方向に視線を向けると、今にも転びそうなくらい危あぶなっかしい足取りで、友香さんが走ってくるのが見えた。

「ひ、人が！　人が倒たおれてるんです！」

　悲鳴のようなその声に、慌てて、立ち上がる。

「倒れてるって、どういう事ですか？」

「わ、分かりません……でも、とにかく……来てください！」

　酷ひどく混こん乱らんしている彼女に、それ以上の説明を求めるのは酷こくなのかもしれない。

　僕ぼくらはとにかく、彼女の後に従したがった。

　そこには、全員が集まっていた。それぞれに呆ぼう然ぜんとした表ひよう情じようを浮うかべ、立ち尽つくしている。彼らは不自然な円えん陣じんを組みながら、その中心を見つめていた。

　僕らは、その中心に、視し線せんを向けた。

　倒れていたのは、佐々壁冬弥さんだった。





＊　＊　＊







（どういう事だ……？）

　彼女は集しゆう団だんから一歩下がり、慎しん重ちように犠ぎ牲せい者しや達の表情へと視線を向けた。それぞれ、顔を強こわ張ばらせたり明らかな怯おびえの感情を浮かべたりと、不自然さは感じられない。だが、それらの内の一つは、間ま違ちがいなく噓うそっぱち。仮か面めんでしかない。

　佐々壁の襲しゆう撃げきは、彼女の仕し業わざではない。彼女にはその理由がない。

　確かに佐々壁には手紙を送り利用したが、そこから得られる情じよう報ほうは微び々びたるものだ。後々、警けい察さつによって詳くわしく調べられれば致ち命めい的な情報が出てくる可能性もあるが、どうせそのころには自分は死んでいる。

　だから、放置していた。放置したところで、然さしたる障しよう害がいにはなり得えないだろうという確かく信しんがあったし、むしろ彼を排はい除じよしようと動く事のリスクの方が圧あつ倒とう的に高い。

　まさか、支倉志乃らの策さく謀ぼうだろうか？

　そう考えて、あり得ないだろうと首を振ふる。彼女らにしても佐々壁を攻こう撃げきしたところで何の意味もない。それくらいは分かるはずだ。感情的になって暴ぼう行こうを加えるなど、あり得ない。まして出血するほどなど考えられない。

　となると、他の誰だれかか。

（壊こわれ始めた……か？）

　逃にげ出す事の許ゆるされない死し刑けい場。そうと完全に理り解かいしているのは志乃達だけだとはいえ、この場に居いる誰もが、もしかしたら自分達は助からないのではないかという不安を内心に抱かかえているはずだ。そんな状じよう況きようにあって、人はその社会性を長く維い持じできない。

　だが、それは彼女にとっても避さけたい事だった。一人の暴発は、他者を誘ゆう発はつさせる。

　それは出来れば避けたい。恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいった人間がどのような行動に出るか、定かではない。疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられて暴あばれまわられるだけならまだしも、全すべてを投げ打って逃とう走そうや外部との連れん絡らくを優ゆう先せんされたら、彼女としてはたとえ半はん端ぱな状況であったとしても起き爆ばくさせなければならなくなる。

　その意味での二時間だった。あまり時間が長ければ迂う闊かつな思想を生む可能性が高く、その分だけ崩ほう壊かいの確かく率りつは高まる。かといってあまりに短ければ、こちらの目的が十分に果たせない。そんなジレンマの中で生まれたのが、二時間。それが、彼女の限界。

（落ち着け……）

　靴くつの中で指が何かを嚙かもうと蠢うごめくのを必死に抑おさえながら、自分に言い聞かせる。

　予想外の事態にも、対たい応おうできるようシミュレートを繰くり返してきたではないか。

　なんにしても、警けい戒かいだ。ここまでは順調に進んでいる。このままタイムリミットを迎むかえる事がベストだ。

　もちろん、おそらくそうはならないだろうと、彼女も理解している。残り時間を考えれば、そろそろ何かしらの動きを見せてくるはずだ。あるいは、これを利用してくるかもしれない。

　警戒を。警戒を。警戒を。

　彼女は頭の中で、その単語を繰り返した。
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「佐々壁さん！　大だい丈じよう夫ぶですか、佐々壁さん！」

「動かしたらアカン！」

　駆かけ寄より、その身体からだを揺ゆさぶる僕を、先せん輩ぱいが引き剝はがす。

「頭を殴なぐられとる……慎しん重ちようにやらんと、容よう態だいが悪化するだけや」

　佐々壁さんの後頭部には僅わずかな膨ふくらみと濡ぬれた感かん触しよくがあった。明かりに照らしてみると、指にドロリと赤い液えき体たいが付着している。それが何であるかなんてのは愚ぐ問もんだ。

「背はい後ごから殴られたみたいですね」

　ポケットティッシュで指を拭ぬぐいながら、言う。

「ま、まさか死んでいるの……？」

「いや、大丈夫や。頭を思っ切り殴られて、意い識しきをなくしとるだけで、命に関かかわるようなもんやない」

「け、けど、血が出てるじゃない！」

　蔵野さんの悲鳴じみた声がキンキンと響ひびく。その叫さけびが癪しやくに障さわったのか、板垣さんが「うるせぇよ！」と怒ど鳴なった。そのまま激はげしく睨にらみ合う二人を無視して、先輩は呟つぶやく。

「ホンマやったら病院に連れていったらなアカンねやろうけど……」

「この状況では無理ですね」

　爆ばく弾だんで全てを吹ふき飛ばそうとするような犯はん人にんだ。誰かが怪け我がをしたかもしれないからって、特別に逃のがしてくれたりはしないだろう。

「とはいえ、このままここに寝ねかせておくわけにもいきません。どこかに運びましょう」

「確か、このフロアに家具売り場があったやろ？　そこのベッドを使おう」

　いや、思いっきり商品なんですけど……。

「緊きん急きゆう事態やからしゃーないわ」

　こういう時の先輩には何を言っても効こう果かは得られない。どころか、反対すればするほど押おしが増ましていく天あまの邪じや鬼くさんなのだ。それに、残念ながら僕の常じよう識しき的な意見は誰の賛さん同どうも得られなかったらしい。結局、僕と久川さん、板垣さんの三人で担かつぎ上げ、慎重に家具売り場へと運ぶ事になった。

　未いまだ眼めを開けない佐々壁さんをベッドに寝かせ、僕らもそのまま、家具売り場に残っていた。

　佐々壁さんを一人で残しておくわけにはいかないだろうという理由が一つ。もう一つは、休きゆう憩けい所じよにあるようなベンチではなく、快かい適てきなソファーやベッドが並ならんでいるからだ。

　僕が腰こしを下ろしたのは、フワフワと柔やわらかいキングサイズのベッドだった。流石さすがにデパートだけあって、良い商品を取り揃そろえている。こんなベッドなら、さぞや素す晴ばらしい夢ゆめを見られるのだろう。尤もつとも、残念ながらこのサイズでは六畳じよう一間の我わが家には置けないし、なにより付けられた値ね札ふだの数字が一桁けたおかしかったので、それこそ夢のようなお話である。

　すぐ隣となりには志乃ちゃんがちょこんと座すわっている。こんな状じよう況きようでも、その表ひよう情じように変化はない。こっちは割わりと切せつ羽ぱ詰つまってきているというのに……ちょっと羨うらやましく思った。

　そんな感情が顔に出ていたのだろうか。志乃ちゃんの視し線せんが突つき刺ささる。

　慌あわてて、誤ご魔ま化かすように笑って見せたが、きっと何の効果もないだろう。

　その時だった。

「誰よ……？」

　それは搾しぼり出すような、悲鳴によく似にた擦かすれた声だった。

「誰なのよ！　誰がやったのよっ！」

　その言葉に応こたえる人は居いなかった。

　静まりかえったフロアの中を広がり、声は拡かく散さんしていく。

　叫さけんだのは蔵野さんだった。立ち上がり、血走った瞳ひとみを向ける彼女を、けれど誰も見ていない。誰もが俯うつむき、目線を合わそうとしない。こんな時、真っ先に止めに入ってくれていた久川さんさえも、困こん惑わくした様子で動かなかった。

　それは、当然といえる反はん応のうだったのかもしれない。それは、全員が同じように抱かかえている気持ちだったのだから。ただ今回は、代表者が蔵野さんだっただけの事で、声を荒あららげ問い詰めたいのは皆みんなも同じだった。

　誰が、佐々壁さんを殴ったのか？

　まさかこの状況で、高柳さんみたいに転んで怪け我がをしたのだとは、誰も考えないだろう。

　そしてその犯人は、出入りが出来ない以上、この中に居る。

　誰もが疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっていた。それもこれまでとは違ちがう、現げん実じつ的てきな危き機き感として。

　爆ばく弾だんやら毒ガスやらではなく、ついに具体的な被ひ害がい者しやが出てしまったのだから。

　予想していた事だったけれど、その独どく特とくの張はり詰めた空気は、それ以上に心しん臓ぞうに良くないものだった。こういう時、比ひ喩ゆ的表現としては例えば、限げん界かいまで膨ふくらんだ風船が登場するものだけれど、断だんじてそんな微笑ほほえましいものじゃない。こうして座っているだけで、胃いがキリキリと痛いたむほどだ。

「も、もう……こんなところには居られない！」

「────っ！」

　その言葉に、全員の顔が一いつ斉せいに上がった。

　その瞬しゆん間かんだけは、恐おそらく全員が同じ恐きよう怖ふを共有できていただろう。

　それが何を意味するのか、分かったから。

　最も早はや僕らを見ていない瞳で、蔵野さんは駆け出した。

「お、おい！　ふざけんなよっ！」

　いち早く、立ち上がった板垣さんが追いかけていく。

　その激し過すぎる展てん開かいに呆あつ気けにとられていた僕も、慌てて後を追った。

　走り抜ぬけていく、その先に在あるもの。

　それはエスカレーター。

　今はシャッターが下ろされ利用する事が出来ない、けれど、僕らにとって一番身近で、確実な救いの扉とびら。

　でも、それは同時に、破は滅めつへの階かい段だんでもある。

　それを、蔵野さんだって分かっているはずなのに────！

　ドンッドンッという重い音が聞こえてくる。

「出して！　出してよ！　もう嫌いやよ、こんなところ！」

　蔵野さんの絶ぜつ叫きよう。重く響ひびくのは彼女がシャッターを殴なぐっている音だった。

　その光景に、血の気が引く。これは、最悪だ。

　全力で、足を前に突き出す。とにかく、直すぐにでも止めさせなければならない。

　先行していた板垣さんが、その身体からだに飛び掛かかった。男だん性せいの体重プラス走ってきた勢いきおいに、女性である蔵野さんが耐たえられるはずもなく、二人は絡からまりあうように床ゆかに倒たおれこんだ。そのまま、マウントポジションをとる。

　だが、それに安あん堵どしていたのも束つかの間。

「テメェ！　自分だけ逃げようなんて、フザケンナよ！」

　一度爆発した混こん乱らんは、そう簡かん単たんには収おさまってくれなかった。

　外へ出ようとする行こう為いは犯はん人にんによって禁きん止しされている。それを破やぶれば、爆弾は爆発し、毒ガスが撒まき散らされる。

　それが意味するのは、即すなわち僕ら全員の死だ。

　それを知っているはずなのに、彼女は外へ逃にげ出そうとした。

　蔵野さんの行為を犯人側がどうとるかは分からない。分厚い防ぼう火かシャッターをどれほど殴ったところで破は壊かいなど出来るはずがないのだから、彼女の行動は全く無意味で現実的ではないものだ。

　だから、許ゆるされるかどうかは分からない。彼女が皆を犠ぎ牲せいにしてでも助かりたいと思ったのは事実で、それはルールに反するものと判はん断だんされるかもしれない。

　だが、破ったルールはそれだけではない。

　僕らの中にあった暗あん黙もくの了りよう解かい。

　勝手に逃げ出そうとはしない事。

　他の人を見み捨すてない事、見殺しにしない事。

　犯人の設せつ定ていしたルールを守り通す事。

　それが、僕らのルールであり、それを彼女は破ったのだ。

　その蛮ばん行こうとも呼よぶべき蔵野さんの行動に、板垣さんの怒いかりが爆発した。

　大きく振ふり上げられる拳こぶし。硬かたく握にぎりこまれたそれが冗じよう談だんなどではない事は、誰にでも分かる事だ。蔵野さんは怯おびえたように顔面を守ろうと腕うでを交差した。

　彼の怒りは僕にだって理解できる。蔵野さんは僕らを犠牲にしてでも、自分だけ助かりたいと願ったのだ。間かん接せつ的ではあるものの、僕らを殺そうとした。もちろん彼女だってそんなつもりではなかったのだろうけど、結果的にそうなりかねない行為だった事は間違いない。

　だから、板垣さんの気持ちは分かる。許せない気持ちは理解できる。

　けれど、蔵野さんが殴られるのを当然のように見ている事などできるはずがない。まして今の板垣さんは、そのまま殴り殺しかねない勢いなのだ。

　僕は駆かけつけた勢いのまま、二人の間に無理やり飛び込こんでいった。板垣さんがしたように、振り上げられた腕にぶつかるようにして二人を引き離はなす。

　誰かの甲かん高だかい悲鳴が聞こえたような気がしたけれど、それを意い識しきする余よ裕ゆうもなかった。こういう状じよう況きようで冷静でいられるほど、僕は喧嘩慣なれしていない。ほとんどパニック状じよう態たいで、とにかく身体の感覚だけで板垣さんの腕を押さえつける。

　だが、甘あまかった。彼の方が一枚まいも二枚も上手だったのだ。

「ナメンなっ！」

　怒声と共に、頰ほおに強い衝しよう撃げきが走った。

　口の中に鉄の味が広がる。

　押さえ込んでいたつもりだった腕を解とかれ、肘ひじで殴りつけられたのだ───そう気づいたのは、衝撃に負けて尻しり餅もちをついてからだった。痛みに眉まゆを顰ひそめながら、板垣さんの血走った獣けものじみた瞳がこちらを向いている事に気づく。どうやら彼は、邪じや魔まをした僕に標的を移うつしたらしい。

　結局……誰でも良かったのだろう。

　彼も限げん界かいだったのだ。平気なフリをしていただけで。本当はこの状況に恐きよう怖ふを感じていたのだ。心の中に溜たまっていたストレスが蔵野さんの行為で爆ばく発はつしただけで、ただ、誰かに怒いかりをぶつけたかったのだろう。

　一気に、冷めていくのを感じた。冷え切った脳のうで、あぁこれは殴られるなぁ、なんて冷静に確かく信しんする。まぁ、蔵野さんが殴られるよりはずっとマシだろう。こういうのは男の子の仕事と相場が決まっているのだ。

　いっそ開き直りに近い感かん情じようで板垣さんの拳が振り下ろされるのを見守り。

　そうして───僕ぼくは目撃した。

　振り上げられた拳が、横から飛び込んできた何かに直撃し、弾はじけた。

　ガッ、という鈍にぶい音が聞こえた。

　視し界かいに映うつるのは、舞まい上がるスカートと、そこから覗のぞく白い肌はだ。太ももと呼よぶには細すぎる棒ぼうのようなそれが誰のものかなんて、改めて考えるまでもない。ただ、それでも直ぐには受け入れ難がたかったのは、その幼おさない身体つきに反して、あまりにも鮮あざやか過ぎたからだろう。

「……お見事」

　そんな言葉しか出てこない。

　華か麗れいな回し蹴げりで成人男だん性せいの拳を蹴り飛ばした志乃ちゃんは、息を荒らげた様子もなく平然と……いや、いっそ悠ゆう然ぜんと、僕の前に立っていた。

　いやもう、何なんだろうね、君は……。

「大だい丈じよう夫ぶかぁ？」

　遅おくれて駆けつけてきた先せん輩ぱいに声をかけられるまで、僕はずっと格かつ好こう良すぎるヒーローみたいな年下の女の子を見上げていた。

「とりあえず、大丈夫。ちょっと口の中を切っただけですから」

　頰はまだズキズキと痛んだけれど、まぁ腫はれ上がるほどではないだろう。口内の傷きずもほとんど塞ふさがり、今はもう血も止まっていた。むしろ、痛みの度数で言えば、板垣さんの方が大きいだろう。

　志乃ちゃんの蹴りがピンポイントで、手首のかなりイイ部分に入ったらしく、床ゆかに倒たおれ悶もん絶ぜつしている彼を見ると、殴なぐられそうになった怒りも恐怖もサクッと消えて、むしろ同情に近い感かん慨がいを抱いだいてしまうくらいだった。

「ありがと、志乃ちゃん」

　立ち上がり、彼女の頭をぽふっと撫なでる。「……そう」なんて、感情のない言葉に優やさしさを感じながら、僕は蔵野さんへと視線を向けた。

　板垣さんに押し倒された彼女は、そのまま立ち上がる事も出来ぬまま───泣いていた。

　ボロボロと大おお粒つぶの涙なみだを零こぼしながら、少女のように泣きじゃくっていた。

「もう、いやぁ……嫌いやよ、助けて……誰だれか……」

　恐怖に負け自分を見失ってしまった彼女の姿すがたは、言葉をかけられないほど哀あわれで、見ているこちらの胸むねが締しめ付けられる。別に何をしたわけではなく、自分に非ひがあったわけでもなく、突とつ然ぜん爆ばく弾だんと一いつ緒しよに閉とじ込められてしまって。

　むしろ、今まで良く保もった方なのかもしれない。だが、今まで理性や道どう徳とくによって抑おさえ込んでいたそれを吐はき出す事は、解放などではなく、墜つい落らくでしかない。今、彼女の眼めには、真っ暗な世界が映っているのだろう。

「蔵野さん……落ち着いて」

「落ち着けですって！　そんなの、無理に決まってるでしょう！」

　見ていられない、そう感じたのだろう。久川さんが優しく声をかけ、宥なだめるように背せ中なかを撫でる。だが、それさえも今の彼女には届とどかなかった。これまで常つねに一いつ緒しよだった久川さんを、拒きよ絶ぜつした。

「わ、私達は……どうせ死ぬのよ！　助かりっこない！　どうせ、みんなここで死ぬの！」

　吐き出される言葉は、自分自身を切り刻きざんでいるかのように痛つう切せつだった。

　誰もが口を噤つぐみ、それを受け止める。

　だからなのだろうか。

「そう、これは、人生の縮しゆく図ず」

　その声が、あまりにも穏おだやかに聞こえた。

　穏やか過すぎて、言葉の意味が分からないほどだった。

「恣し意い的に抽ちゆう出しゆつされ捏ねつ造ぞうされたものではあるけれど、極限までその意味を還かん元げんするなら、人の生は、あらゆる生き物の一生は、生まれ出たその瞬しゆん間かんより秒読みされ続ける時限装そう置ちに良く似にている」

　人生とは何か。その問いに対する回答はそれこそ山のようにあって、どれがより正しいのかなんて僕にはとてもじゃないけど分からない。だけど、ふと思い出したのは、『人は生まれ、苦しみ、そして死ぬ』なんて言葉だった。何ど処こで見たのかは覚えていない。昔読んだ誰かの著ちよ書しよの一文で、人ひと伝ずてにそれを聞いたような気がする。

　とある人が人間の歴史を勉強しようとして、学者に五百冊さつの本を集めさせた。でもそんな沢たく山さんの本は読めなくて、それらを要約させていく。その結果、五百冊の人間の歴史はそんな、無む常じようとも呼べる短い一文に完結した。

　その中で繰くり広げられるあらゆる感情の物語を排はい除じよしたならば、人生は本当に、そんな短い言葉で終わってしまうものなのかもしれない。

　刻こく一いつ刻こくと、カウントダウンされ続ける数字。

　縮ちぢまっていくもの。

　劣れつ化かしていくもの。

　それは即すなわち、生きていく時間だ。

　僕らの人生。僕らの寿じゆ命みよう。

　ゼロ時間へと至いたる道どう程てい。

　誰だってそうだ。

　誰もが生まれ、いずれは死ぬ。

　それまでの時間、生きている。

　それまでの時間が、命。

　その中での苦く悩のうも、努力も、全すべては無意味。

　それは───回かい避ひできないもの。

　蔵野さんの言うとおり、志乃ちゃんの言うとおり。

　僕らは、助からないのかもしれない。
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　これまで以上に、重苦しい空気だった。

　板垣さんと蔵野さんはそれぞれ十分な距きよ離りをとり、そんな二人から距離をとるように、他の人達もバラバラになっていた。もちろん、そこに会話なんてあるわけがない。誰が佐々壁さんを殴なぐったのかについての議ぎ論ろんもなく、既すでにお互たがいに対する警けい戒かいさえも解とかれていた。

　たぶん、もう、そんな事さえもどうでも良かったのだろう。

　今はただ、誰もが自らの人生を振ふり返っている。

　そんな彼らから、僕らは離はなれた。佐々壁さんの容よう態だいを確かく認にんするためだと説明したけれど、そんなのは拙つたない噓うそだったし、誰もがそれに気づいていただろう。無言の視し線せんを背せ中なかに感じながら家具売り場へと移い動どうし、僕達は最後になるだろう作戦会議を開始した。

　その場での空気が、とにかく重かった。

　高柳さんも、先せん輩ぱいさえも言葉を発する事が出来なかった。

　先さき程ほどの志乃ちゃんの言葉が、重く圧のし掛かかっていた。

　たぶん、爆弾は止まらない。止められない。

　その方法がないのだ。

　動き出した瞬間から、決して停止する事なく、カウントを刻きざみ続けるもの。それが人生の縮図だというのなら、全ての生き物がそうであるように、僕らには対たい抗こうする術すべがない。

　勝ち目のない、戦い。

　いや、それはもう、戦いでさえないのかもしれない。

　ただ受け入れるしかないもの。認みとめ、向かい合い、飲み込こまれるしかないもの。

　なるほど。これがデッドエンドコンプレックスか。

　全く、性タ質チが悪い。

「違ちがう、そうじゃない」

「え……？」

「これがたとえ人生の縮図であろうとも、たとえそれを仮か想そうしようとも、それを乗り越こえる事は可か能のう。市井垣忍の思想はその先にあるもの」

「その先……？」

「誰も、それを理り解かいできていない。犯はん人にんさえも……」

「……志乃ちゃん？」

「だから、全てを、終わらせる」

　その言葉は、全ての闇やみを切り開くように、力強く響ひびいた。
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　流れ往ゆく時間は、一度手放してしまえば二度と触ふれる事が許ゆるされない。

　両親の死後、二人はそれまでの生活を手放していた。学校にも行かず、誰とも会わず、ずっと二人きりでいた。そうして共に時間の中から抜ぬけ落ちてしまった二人は、そのまま揺蕩たゆたう儚はかない世界の中で、明めい確かくに壊こわれていくのを感じた。

　怠たい惰だに続く日々は意味を失い、価か値ちを失った。

　もうそこには、彼女と彼の二人以外何もなかった。

　それ以外の全ては消しよう滅めつし、闇に染そまっていた。

「一いつ緒しよに、死のうか？」

　直じかに触ふれ合う肌はだは暖あたたかく、冷たい。

「生きる事を、止やめよう」

　彼女には、それを拒こばむ理由がなかった。

　もう、どうでも良かった。

　だって他に、何もないのだから。

　彼以外に何も意味をもたないのだから。

　だから、それで良かった。

　死に方は、彼が決めた。

　彼が彼女を刺さして、その後に自分も刺す。

　最後は、重なり合いながら眠ねむるのだ。

　流れ出す血さえも混まぜ合わせるように。

　そうして二人は、本当に一つになるのだ。

　彼は台所から包丁を持ってきて、逆さか手てに握にぎった。

　仰あお向むけになった彼女の胸むねの上で、狙ねらいを定める。

　失敗しないようにと、彼女は笑った。

　分かってるよと、彼も笑った。

　彼女には、その時点でも恐きよう怖ふはなかった。

　視し界かいに映うつる金きん属ぞくの鈍にぶい輝かがやきを見ても、何も思わなかった。

　ふと、窓まどの外、声が聞こえた。

　誰の声かはわからない。

　自分と同じくらいの歳としだろう、女の子達の声だった。

　それに気づいた瞬しゆん間かん、何な故ぜだか、怖こわくなった。

　理由は分からない。何も分からない。

　ただ、怖くなった。

　包丁の輝きが。彼の瞳ひとみが。

　その、存そん在ざいが。

「いや……っ！」

　振り下ろされる一瞬。

　その言葉は、吐はき出した本人が一番、信じられないものだった。

　そんな言葉が、自分の口から飛び出すなど、想そう像ぞうも出来なかった。

　何故そんな事を言ったのかさえ、理り解かいできない。

　気づけば、彼は包丁を下ろしていた。

　優やさしく、微笑ほほえんでいた。

　それが、彼女には───仮か面めんに見えた。

「そう、か……」

　彼はきっと、絶ぜつ望ぼうしてしまったのだろう。彼女が否ひ定ていしたから。

　違う。そうではない。そうじゃない。否定してない。裏うら切ぎってない。一緒に死のう。それで良い。貴方あなたと一緒なら、それで良い。死んでも良い。生きてなくて良い。好きだから。愛しているから。だから、怖くない。怖くなんてない───けれど、どうしようもなく、怖かった。

　夢が、終わった。

　彼はそれ以来、一緒に死のうとは言わなかった。

　静止していた時間は、動き始めた。

　二人は再ふたたび学校へと通い、進学し、就しゆう職しよくして、ごくごく普ふ通つうの人生を歩み始めた。

　彼は笑い、仮面を被かぶり続けた。

　彼女も笑った。彼女は彼の、全すべてを許した。

　彼女は、彼に尽つくし続けた。

　彼が集しゆう団だん自殺のサイトを作り上げたと知った時も止めなかった。それを愛した。愛する事を選んだ。自分を置いて一人、死に向かって加速していく彼に気づきながら、彼女はそれを支ささえた。食事を摂とらず、やせ細り、肉体を喪そう失しつしていく彼を見守り続けた。

　そして、最後の日。

　衰すい弱じやくしきり意い識しきさえ朦もう朧ろうとしている彼に、キスをした。

　ずっとずっと、守ってあげるから。

　その誓ちかいの、キスだった。

「……ありがとう」

　それが彼の、最後の言葉だった。

　否定した彼女に対する、感かん謝しやの言葉だった。
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「犯はん人にんはアンタや！」

　ビシッと指差されたその先に居いたのは───高柳だった。

　その光景を見て、彼女は困こん惑わくしていた。

　事が起こったのは、蔵野の暴ぼう発はつが起きてしばらくしてからだった。お互たがいに距きよ離りをとりながらも、何となく集まっていた彼女達の元に、佐々壁の様子を見るためと離はなれていた支倉志乃達が戻もどってきた。

　そのまま、全員に注目を求め、『犯人が、分かったで』と鴻池キララが言った。

　その事には、驚おどろきはなかった。驚くフリはしておいたが、予よ測そくしていた事だった。佐々壁の様子を見に行くというのはあからさまな噓うそだったし、時間的にも状じよう況きよう的にも、そろそろ決着の必要がある事は、彼女にも分かっていた。

　だから彼女は、いよいよ勝負の時だと、いっそ楽しみにしていたのに……。

　結果は大外れだった。

　よりにもよって、高柳とは。

　犯人が彼女じぶんであると気づけないのは良い。

　そのために、こちらも努力していたのだ。

　たとえ気づかれなかったとしても、それは彼女の優ゆう秀しゆう性せいを証しよう明めいするものでしかない。

　だが───これは、酷ひどい。あまりにも酷すぎる。

　何な故ぜならこれは、支倉志乃達の罠わなだからだ。

　全てが噓。全てが、演えん技ぎに過すぎない。

　その事に、むしろ彼女は困惑するしかなかった。

　目の前で繰くり広げられる推すい理り劇げきは、幼よう稚ち園えんの学芸会に劣おとらずとも勝まさらない、そんな酷い出来だ。表ひよう情じようの変化が想そう像ぞうできない支倉志乃や何な故ぜか活いき活いきとした表情で推理を語る鴻池キララはともかくとして、犯人役である高柳の演技は、いっそ絶望的であると評ひよう価かして構かまわないレベルだろうし、見守る『彼』などはあからさまに不安げな表情を浮うかべている。大根、などという言葉では言い表せないほどに酷い。

　これが罠となりうるのか？

　こんな拙つたない演劇で、誰だれが自じ滅めつするというのだろう。彼女にはそれが全く理解できない。

　彼女はそんな困惑の表情を、隠かくす事もしなかった。その必要はない。何故なら、その場に居る誰もが同じだったのだから。犯人である彼女でなくとも、上演中の推理劇が茶番である事は誰の目にも明らかだった。

　こんな茶番劇でボロを出すと思っているのか？
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　だとしたら、呆あきれ果てる。

　ふつふつと、怒いかりが湧わき上がってきた。

　馬ば鹿かにされているとしか思えない。

　彼女の苦労が、努力が、これまでの時間が、全て嘲あざ笑わらわれている気がした。

　だが、その感情は何とか抑おさえ込む。あるいは、それこそが彼らの罠かもしれないからだ。

　彼女は支倉志乃の動向に注目する。その少女からは、あらゆる感情は窺うかがえない。直ちよく接せつ対面したのは今日が初めてだったが、伝えられていた以上に、本ほん性しようの分からない少女だった。ただ無気力で感情の欠落したお人形さんかと思えば、『彼』を守るために派は手でに動いたりと、まるでその思考が理り解かいできない。酷く矛む盾じゆんしていて、何故だかその生き方が、大切な人にどこか似にているような気がして───気持ちが悪かった。

　だから彼女は決けつ断だんする。

　相手の意図は分からないが、彼女を捕とらえるために明めい確かくな行動に出た事は間ま違ちがいない。

　ならばこちらも、もう終わらせてしまうべきだろう。

　彼女は油断しない。志乃達を侮あなどってはいない。

　志乃達が自分が犯人であると気づく可か能のう性せいは、低くないと思っていた。少なくともその可能性は十分に考えていた。もちろんそれを避さけるために最さい大だい限げんの努力はしてきたし、何より、自分は良くやれたと思う。十分な練習を重ねてきた結果を出せたはずだ。それに、残っていた生いけ贄にえ達の存そん在ざいもプラスに働いてくれた。

　恐おそらく、まだ完全な形では確信を得ていないはず。これから何かしらの罠を用意して確定させるつもりなのだ。なら、ギリギリまで待つのは危き険けんだった。相手が露ろ骨こつに動いてきた以上、迅じん速そくに勝負を決めてしまう必要がある。

　彼女は志乃と、その仲間達の様子を改めて確かく認にんし、慎しん重ちようにそこへと手を伸のばす。

　全すべてを終わりにするために。

　その時、頭の中にあったのは彼の姿すがただった。

　自分が否ひ定ていしてしまった、愛する人。

　自分が傷きずつけてしまった、大切な人。

　あの瞬しゆん間かんから、彼の正しさを証明する事が、彼女の存在意い義ぎとなった。

　ずっと、それだけを求めていた。

　彼の思想を全ての人間に知らしめるのだ。

　そうする事で、全ては完結される。

　彼女はゆっくりとそれに手を触ふれ、最後の言葉を捧ささげる。

　直すぐに、そちらに行くから────。

　漠ばく然ぜんとした天国のイメージの中、彼と共に生きる。永えい遠えんを。

　夢ゆめのように幸福な時間を想そう像ぞうする。

　そこではもう、自分は彼を否定しない。

　傷つける事などない。

　触れ合い、重なり合い、静かに静かに生きていく。




　────そんな、下らない幻げん想そう。




　えっ……と、ほとんど声に出していたかもしれない。

　気づけば、支倉志乃がこちらを向いていた。

　その漆しつ黒こくの瞳ひとみで、真まっ直すぐに、彼女を見つめていた。

　思考が白熱した。支倉志乃の瞳が、思考を焼き切った。

　冗じよう談だんではなく、まるで魔ま法ほうや超ちよう能のう力りよくのように、視線を媒ばい体たいにして思考に干かん渉しようされた。

　そうとしか、彼女には思えなかった。

　どうして今、この瞬間に自分を見ているのか。考えようにも混こん乱らんした脳のうでは答えなど生まれてくれない。ただ、何故だか自分が犯はん人にんだと見み破やぶられていて、そしてそれが危険な状態である事だけは、ほとんど本能的に理解できた。

　恐きよう怖ふに竦すくむ身体からだを無理やり動かし、起き爆ばくのためのスイッチを入れようと指を動かす。

　志乃達から十分に距きよ離りをとっていた。今いま更さら、彼女らが動いたとしても、スイッチを押おす自分の指の方が圧あつ倒とう的に早い。今更、どうしたって勝敗は揺ゆるがない。

　だが、そんな確信さえも、乗り越こえられる。

　彼女は、忘わすれていた。

「うわぁぁっ！」という叫さけび声が背はい後ごから聞こえて、彼女は振り返ろうとした。だが、間に合わない。全ての神しん経けいを正面に、志乃達に向けていたが故ゆえに、いっそ滑こつ稽けいと評するべきその掛かけ声にさえ、反はん応のうが遅おくれたのだ。

　ドンッと背中に強い衝しよう撃げき。

　視し界かいに映うつったのは、頭を殴なぐられて気絶していたはずの佐々壁冬弥だった。

　どうして────!?

　混乱が、今度こそ本当に爆発した。この状じよう況きようで、佐々壁の登場など想定もしていなかった。彼女にとって、佐々壁冬弥はあくまで志乃達を閉とじ込こめるための手て駒ごまでしかなく、危険な存在ではなかった。ハッキリと言えば、事が成ってしまった後は居いようが居まいがどうでも良かった。

　だから、全く気にもしていなかった。

　ぶつかられた背中に、何かが押し当てられる感かん触しよく。瞬間、激はげしい衝撃が全身に襲おそい掛かった。何をされたのかも分からないまま、ただ本能的に身体を逃にがす。見ると、佐々壁の手には手のひら大の黒い機械が握にぎられていた。

　それは、スタンガンと呼よばれるものだった。

　痛いたみ以上の衝撃に苦しみながら、彼女は脱だつ力りよくしそうになる自分に喝かつを入れる。

　まだだ───慌あわてて、手の中の感触を確たしかめた。電撃は確かに強い衝撃を伴ともなうものだったが、意い識しきを失うほどではない。更に全身を駆かけ巡めぐったその力は、逆に瞬間的に筋きん肉にくを緊きん張ちようさせ、ぶつかられた衝撃でスイッチを手放すという間ま抜ぬけは避けられた。

　恐おそらく自分を捕とらえようとしているだろう志乃達の姿など、見ている余よ裕ゆうもなかった。

　最後の力を振り絞しぼり、力強くボタンを押す。

　それで、全てが終わる。毒ガスを活かつ性せい化かさせるための僅わずかなタイムラグを置いて、大きな爆発音と共にそれは撒まき散らされ、この場に居る全員を殺すのだ。誰一人として、逃のがれる事は出来ない。爆発音を聞けば警けい察さつや救急隊が飛び込んでくるだろうが、そうだとしても生せい存ぞん率りつは限かぎりなくゼロに近いだろう。なまじ奇き跡せき的に助かったとしても、一生後こう遺い症しように苦しむ事になる。そうして、憎にくむべき支倉志乃は死に、愛する彼の思想は世界へと広がる。誰もが、彼の言葉に耳を傾かたむけ、心を打ち震ふるわせるのだ。

　彼女は歓かん喜きと共に顔を上げ────。

「そこまでや」

　自分の前に立つ鴻池キララの勝ち誇ほこった顔を見て、自らの敗北を悟さとった。
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　全てが終わって……僕ぼくはようやく息を吐はく事が出来た。佐々壁さんが犯人にぶつかっていってから、今まで息をする事が出来なかった。時間にしてみれば数秒の出来事だったのだろうけれど、感覚的にはもう五分近く経たっているように感じられた。

　それくらい、緊張していた。当然だ、何せこれは賭かけだったのだから。

　先せん輩ぱいと高柳さんが外部と連れん絡らくを取るために電波の届とどく場所を探さがしに行き、結局見つけられないまま帰ってきた、あの後、僕らは簡かん単たんに作戦会議をしていた。その会議の内ない容ようは簡かん単たん明めい瞭りよう、『自力で犯人を見つけ出す方法』についてだった。

　外と連絡が取れず、新たな、より詳くわしい情じよう報ほうを手に入れられないのだとしたら、後はもう自力で容よう疑ぎ者しやである他ほかの六人から情報を引き出し、なんとか推すい理りしていくしかない。

　が、それには大きな問題があった。

　貴方あなたが犯人ですかと聞いて、はいそうですと答えてくれる犯人が居るはずない、という事だ。

　まぁ、これは流石さすがに無む茶ちや苦く茶ちやだけれど、現げん実じつ問題として、犯人が自分を追い詰つめるような情報を快こころよく提てい示じしてくれるはずがないのは絶ぜつ対たいだ。まともな質しつ問もんをしていたら、百年経ったって犯人の特定なんて不ふ可か能のうだろう。

　それでも、この場に居る全員が関係者なら、まだそこからの情報で推理する事も出来たのだろうけど、あいにくと他の人達は全く無関係なのだ。唯ゆい一いつ、佐々壁さんは犯人の情報を持っているかもしれなかったが、それだけでは弱すぎる。実じつ際さい、彼の話から得られたものは大きくない。

　そうなってくれば誰だって、どうすれば犯人から情報を騙だまし取れるかについて考えるだろう。僕だってそうだった。とにかく犯人を騙して、尻尾しつぽを出すのを待とうと考えた。

　けれどそんな意見に、志乃ちゃんは反対した。

「容疑者が限げん定ていされているのなら、消去法の方が圧あつ倒とう的に効こう率りつが良い」

　その意見に、最初僕達は困こん惑わくした。

　現実的に、犯はん人にんを消去法で見つけるのは難むずかしい。

　裁さい判ばんの場において、証明義ぎ務むは常つねに原告側にある。というのも、自分が無実である証しよう拠こなんてものは、そうそう簡単には見つからず、証明が非ひ常じように困こん難なんだからだ。疑わしきは罰ばつせずというのは別に裁判所に対する皮肉ではない。そうでなければならない理由があればこそ、なのだ。

　けれど志乃ちゃんは続けた。

「犯人は犯人であるが故ゆえに、犯人である事を隠しきれない。彼らから得る情報の全ては、決して無意味にはならない」

　その言葉の意味を、僕は後になって強く思い知る事になった。
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「どう……して」

　犯人はワケが分からないといった様子だった。確信を以もつて押した起爆スイッチは、完全に無効化されていた。

　けれどもちろん、僕らに驚おどろきなどない。

　一いつ般ぱん的に、スタンガンを押し付ければそれで相手が失神すると思われているようだけど、実際にはそんな事はない。スタンガンは衣服の上からでも確実に通電させるために電圧ボルトこそ高いが、電流アンペアは思っているよりもずっと低いのだ。

　一いつ瞬しゆんの通電では、ショックを受ける程てい度どで失神や、まして筋きん肉にくの麻ま痺ひにまでは届かない。数秒程てい度ど──あまり長すぎると護ご身しん具ぐの域いきを超こえてしまうけど──押し付ける必要がある。

　ただし、それは全て、人体に関してのみの話。

　電気というのは、当たり前の事だが流れるものだ。何ど処こかに滞たい留りゆうするものではなく、その性せい質しつは水のそれに良く似にている。つまり、高きから低みへと優ゆう先せんして動くのだ。

　例えば、こんな事例がある。ある人が自転車に乗っていて雷かみなりに打たれた。雷はスタンガンなんかとは比くらべ物にならないほど大きなエネルギーを持っているから、普ふ通つうなら、その人は死んでいただろう。だが、その人は助かった。ちょうど、イヤフォンでＣＤを聞いていたからだった。

　頭に直撃した雷はそのまま全身を通り抜ける事無く、耳からイヤフォンを通り、ＣＤプレイヤーへと流れたのだ。人体よりも通電しやすい──元より通電する事を目的に作られている──電気製せい品ひんへと。そのおかげで、その人は火傷やけどで済すんだ。

　それと同じ事を、僕らは狙ねらったのだ。

　そもそも、実は僕らは最後の最後まで、起爆スイッチの特定が出来なかった。その形状が全く予よ測そくできなかったのだ。ごく短たん距きよ離りの無線装そう置ちなら、携けい帯たいなどより遥はるかに小さく作れる時代だ、それこそボールペンにだって仕込める。当然、持ち物検けん査さになど何の意味も無い。

　だが、それは僕らの勝利条件として外せない事。たとえ推理で追い詰つめたとしても、自爆されてしまえばそれでアウトなのだから、何としても見つけ出して無力化しなければならなかった。

　かと言って、力ずくで押おさえ込むというわけにもいかない。

　何せ、常つねに僕達を監かん視ししている可能性が高かったのだから。

　警けい戒かいしている相手に襲おそい掛かかるのは、難しい。失敗は許ゆるされないのだから、尚なお更さらだ。僕らや、最初から親しくしていた高柳さんでは、後ろに回りこむ事も困難で、下手をすればその動作だけで起爆されかねない。

　だから僕らには、どうしても犯人の裏をかく必要があった。犯人が予測できない方法を考えなければならなかった。

　その為ためのキーパーソンが佐々壁さんだった。犯人にとって、僕らを除のぞいて唯ゆい一いつ必然的にこの場に居た人間。自分が利用した犠ぎ牲せい者しや。どちらかといえば、自分側の人間。彼が自分にとっての死神となるなんて、果たして誰が想像できるだろう。

「佐々壁を殴なぐったんは、ウチや」先輩はニヤリと笑う。「アンタの裏をかくためになぁ」

「そんな事を言って、ちょっと私し怨えんも含ふくんでたでしょ？」

　佐々壁さんには犯人の裏をかくために、出来るだけ早めに脱だつ落らくしてもらう必要があった。全員が集合した状じよう況きようで、彼がその場に居ない事を不自然に思われないように。その為に、殴られたという設せつ定ていを作ってベッドに寝ねかせておいたのである。

　ただし、先輩が言ったとおり殴られたのは事実だ。事情を知らなかったとは言え、金きん銭せんで志乃ちゃんを売った彼に、先輩の鉄てつ拳けん制せい裁さいが降ふり注いだわけである。まぁ、それでもせいぜいたんこぶが出来る程度だ。血が出るほどではない。というか、そもそも僕は一度だって、彼の後頭部に付着していた『赤い液えき体たい』が『血』だなんて言っていない。

　まぁ、その所せ為いで蔵野さんが暴ぼう走そうしてしまったのは、こちらの予想外だったわけだが。

　何にしても、そうして僕らの代わりに、佐々壁さんに犯人をスタンガンで強きよう襲しゆうしてもらう事が出来たわけだ。

　犯人が持っているだろう起爆スイッチは、これまた当たり前だけど電気を利用するものだから、たとえどこに隠しているのか、どういう形をしているのかが分からなくとも、スタンガンの力で無力化されるはずだから。

「無線装置ってのは、やっぱり精せい密みつ機器やからなぁ。人体には影えい響きようのない一瞬の通電でも、致ち命めい的やろ？」
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　志乃ちゃんの指し示じの元、僕らはそれぞれ、情じよう報ほう収しゆう集しゆうに当たった。と言っても、別に大した事をしていたわけではない。ただ、他の人達に当たり前に声をかけて、当たり前に話をしただけ。

　それ以外に、策さくはなかった。ただ話をして、そこから僅わずかでも情報を得る以外に、僕らには術すべがなかったのだ。

　そして全員から話を聞き終えて、最後。家具売り場での作戦会議。

　志乃ちゃんは、そんな僅かな情報から、答えを導みちびき出した。

「前ぜん提てい一。犯はん人にんは自分が犯人である事を隠す必要がある」

「……いや、まぁそりゃそうでしょ」

　自分から犯人だと名乗るような行動をするわけがない。

　苦く笑しよう混まじりに言ってみたが、志乃ちゃんはサラリと無視してくれた。

　うん、まぁ、分かってたけどね。

「前提二。犯人は手動での起爆を必ずしも望んでいない」

「どういう事や？　シノシノ、アンタを殺す事が目的なんやないんか？」

「それが目的である事は間ま違ちがいない。けれど、二時間と言うタイムリミットは、逆ぎやくに言えば、その時間を犯人が有ゆう効こうに使いたいという心情の表れだと考えられる。自分の設定したルールを誰だれかが破やぶれば起き爆ばくさせる事に躊躇ためらいはない、けれど同時に、可能な限かぎり長引かせたいとも思っている。犯人は、よほどの事がない限り、起爆しない。これは、何を優先させるかの問題です。私の命を奪うばうだけならば、この様な計画を企くわだてる必要は何ど処こにも存そん在ざいしない。犯人は単たん純じゆんな殺害のみを望んでいるわけではない。私を苦しめ、追い詰め、その時に現あらわれる情動を欲ほつしている」

「嗜虐思考サデイズム……？」

「違う。自じ己こ満足」志乃ちゃんは首を振ふる。「犯人が求めているものは私の苦く痛つうではなく、私に苦痛を与あたえている自分。だから、犯人は誰よりも今この状況を楽しんでいる」

　楽しい時間を少しでも長引かせたいと思うのは、誰だって同じだ。子こ供どもの頃ころ、プールの時間や体育でバスケなんかをやっている時は、その時間が何時までも続いて欲ほしかった。他の授じゆ業ぎようの時は──特に僕の場合は英語と音楽だけど──少しでも早くチャイムを鳴らして欲しかったのに、好きな事をやっている時のチャイムは何よりもウザったかった。

　犯人は今、その感覚を味わっているのだろうか。閉じ込められた密みつ室しつの中で必死に足あ搔がく姿を見て嘲あざ笑わらっているのだろうか。

「前提三。犯人は犯人であるが故ゆえに知っていなければならない事を知っていなければならず、知っていてはならない事を知っていてはいけない」

　これも、まぁ当然だろう。犯人とそれ以外の巻まき込こまれただけの人とを分けるのは、情報量の差だ。ＳＦのように都合よく記き憶おくを消したり植えつけたりなんて出来ない現実世界においては、犯人は自分が犯人である事を絶ぜつ対たいに忘わすれる事が出来ない。

　犯人は、犯人であるが故に、僕らの知らない情報を知っている。そしてそれは、決定的な証しよう拠ことなり得るものだ。

「以上、三つの前提から、まず、板垣琢磨と江藤鈴は排はい除じよして構かまわない。彼らは所持品検けん査さを強く拒こばんでいた。これは、犯人の行動として相応ふさわしくない」

「どうして？　むしろ正せい解かいでしょ？　だって、スイッチを見つけられたらお終しまいなんだしさ」

　志乃ちゃんは否ひ定ていする。

「前提三。犯人は、犯人であるが故に、この場に不特定の人間が取り残される事を知り、更さらに外部との連れん絡らくが不可能な事から、内部に犯人が居ると私達が推すい理りするだろう事を知っている。その状況から、少し考えれば所持品検査が行われる事も予測できたはず。なら、その対たい策さくを行っていると考えるべき」

「つまり、隠してるという事ですね？」

「まぁ、そらそやな。まさか、どくろマークの押しボタンなんて持ち歩かんやろ」

　どくろマークって、何時の時代ですかそれは。

　まぁけど、言いたい事は分かる。例えば僕が犯人だったとしても、やっぱり生命線ともいえる起爆スイッチは絶対に見つからないように隠すだろう。怪あやしげなボタンなんて、絶対に持ち歩かない。見つからないように、見つかっても分からないように、あらゆる細工を施ほどこすに違いない。

「前提一から、犯人は自分が犯人である事を隠す必要がある。けれど、初対面、少人数の空間では犯人である事を隠す事よりも、犯人ではないと思わせる方が圧あつ倒とう的に効こう率りつが良い。その意味で、所持品検査はむしろ積極的に受けるべき。そうする事で、より確実に自分の潔けつ白ぱくを全員に知らしめる事が出来るから」

　先せん輩ぱいが使った論理だ。

　犯人は起爆スイッチを持っている。なら必然、起爆スイッチさえ持っていないのなら、その人は犯人ではない。その証明を得るために、犯人は積極的に自分が無実である事を主しゆ張ちようするだろう。

「その理由から、江藤は更に明確に排除できる。この事じ件けんの犯人が『デッドエンドコンプレックス』という自殺、あるいは集しゆう団だん自殺のサイトに関連している事を、私達は知っている。そして、そのように私達が知っている事を、犯人は知っている。そんな状じよう況きようで死への願望を語る事は、明らかに不ふ審しんを抱いだかせる行こう為い。もし彼女が犯人だとすれば、あまりにも迂う闊かつすぎる」

　疑うたがわれるような言動は絶対に見せない、という事か。

　だから、江藤さんは排除される。彼女は僕らに対して自殺願望──と呼よべるものではないだろうけど──を語っている。リストカットの痕あとも見せてきた。その言動は、あのサイトを連想させるに十分だろう。

　事実、僕も僅かにせよそれを疑っていた。

　志乃ちゃんの推理は続く。

「前提二から、板垣、蔵野も排除できる。手動での起爆を望まない犯人は、状況が混こん乱らんする事を望まない。一人の混乱は他者の、そして全体の混乱を招まねくものだから」

　蔵野さんの混乱は暴ぼう走そうへと至いたり、それは板垣さんにも影えい響きようを与あたえた。その時はそれだけで終わってくれたけれど、下手をすれば、全員が暴あばれ出していたかもしれない。そう考えると、確たしかに犯はん人にんにとってメリットのない行為だった。

「メリットのない行為、という点で、高柳さんと古河橋も排除できる」

「私も、含ふくまれているのですか？」

　志乃ちゃんに悪意はありません。ちゃんと、敬けい称しようをつけてますし。

「犯人なら、私達に情じよう報ほうを与える必要はない。また、その情報の正確性からも、メリットを生むものではない。だから、高柳さんは排除できる」

「まぁな、これでアンタが犯人やったら、笑えるわ」

「縁えん起ぎでもない事、言わないでください」

「せやけど、高柳さんのは分かるとしてやで？　あのお嬢じようちゃんは何でや？」

　確かに、友香さんからは特別な情報を得ていない。

　性せい格かく的に犯人じゃないだろうとは思うけど、排除できるだけの理り屈くつはないはずだ。

「前提三。犯人は知っていてはならない事を、知っていてはならない。古河橋は私達に佐々壁が売上金の横おう領りようをしていた事を話した」

「それがどうして────」

　言いかけて、気づいた。

　そう。それはおかしい。それを犯人が知っているはずがない。

　だって、もしそれを知っていたのだとしたら────。

「僕ぼく達たちを閉とじ込めておくように、頼たのむはずがない」

　だってそうだろう。職しよく場ばの売り上げを横領するような人間が、どうして、見ず知らずの相手から送られて来たお金を横領しないと思えるのだ。

　今回、彼の役やく割わりは大きかった。もし彼が居なかったら、僕らはそのまま他ほかのお客さんと一いつ緒しよに、デパートを出ていた可か能のう性せいが高いのだから。犯人にとっての生命線とも言える大切な存そん在ざいだったのだ。

　その相手に、犯はん罪ざい者しやを選ぶだろうか？

「いや、せやけど、むしろ逆ぎやくの可能性も考えられるんちゃうか？　横領の話を知っとって、それをネタに脅きよう迫はくした可能性もあるやろ。むしろ、その方が確かく実じつやし」

　単なるお金の力ではなく、犯罪の証しよう拠こで動かす。

　確たしかにそれは、より確実な手しゆ段だんかもしれない。

　けれど……。

「もしそうだとしたら、私達にそれを知っていた事を話すメリットがない。むしろ、デメリットしかないでしょう。佐々壁の口から現金横領をネタに脅迫されたという情報が出される可能性は限りなく高いのだから、それを知っている事は、犯人の証拠となり得る」

　友香さんは『結けつ構こう有名な事』と語っていたが、それはあくまでデパートで働いている人に限っての事だ。無関係な僕らには絶ぜつ対たいに知りえない情報。

　そして、この場にいる関係者は彼女と佐々壁さんのみ。

　犯人なら、そんな事は絶対に口にしないだろう。

「ですが……その全すべてを含めて、犯人の思おも惑わく通りである可能性も、あるのではないですか？」

　その高柳さんの指し摘てきは、きっと正しいのだろうと思う。

　誰もが常つねに正しい行動をとるわけではない。他人という不確定要よう素そが存在する状況では、誰もがその場の空気やシチュエーションなんかで、間違った行動をとりうるだろう。

　それを理り解かいしているのなら、あえて自分に不利な情報を与あたえる事で、犯人ならそんな事を語るはずがないと信しん頼らいを得る事が可能なのではないだろうか。

「それはあり得ない」しかし志乃ちゃんは否ひ定ていする。「タイムリミットが設せつ定ていされているから。二時間という短い時間の中では、可能な行動は限られてくる。確かに、自らにとって不利な情報を多く与える事で信頼を得る事は可能だけれど、それには最初の不ふ審しんを乗り越こえるだけのステップが必要になる。二時間ではそれは難むずかしく、また、そのような事に時間を割さく事は目的ではないと考えられる。二時間、ワンフロア、他人同士。これらの制せい約やくがある中では、長期的な信頼を得るよりも、一時的な信頼の方が効こう率りつが良い」

　時間制限は、ここに活いきてくる。

　志乃ちゃんが最初に言った言葉だ。

『ルールとはそれが制定された時点でその場に居るあらゆる人間を縛しばる。それは、犯人さえも例外ではない』

　犯人は二時間という制限を作り、そのルールに自分も縛られてしまった。

「犯人は、最初から死ぬつもりで居いる。別に完全犯罪を目指しているわけではない。この二時間を、自分が犯人として疑うたがわれないまま乗り切る事だけを考えている。自由に起き爆ばくボタンを押おせる状況を、求めている。故ゆえに、挑ちよう戦せん的な言動は絶対にとらない」

　例えば江藤さんのように。あるいは佐々壁さんや蔵野さんのように、監かん視しを受ける立場───必要なら拘こう束そくする事さえ考えられる立場には、絶対に立つわけにはいかない。

　誰もが誰かを疑う疑ぎ心しん暗あん鬼きの中、迂う闊かつな行動は全てリスクに直結する。

　犯人は絶対、疑われない立場であり続ける必要があるわけだ。

「……でも、やっぱり。流石さすがにそれだけでは犯人を断だん定ていできないんじゃないかな？」

　消去法はその性せい質しつ上、決定的な解答にはなりえない。何な故ぜなら、人はやっぱり、何ど処こかで何かを間ま違ちがう生き物だからだ。

　だけど、そんな指摘に志乃ちゃんは首を振ふった。

「紙と、ペンを」

「ん？　あぁ、なんや？　何をするんや？」

　まさかお絵え描かきをするなんて、そんなオチはないだろう。

　先せん輩ぱいはバッグからメモ帳とボールペンを取り出し、志乃ちゃんに差し出した。

　無言のままそれを受け取った彼女は、空白のページを選び、そこに複ふく数すうの四角形が連なった構こう図ず……マス目を描き始めた。縦たてに八列、横に四列。一番左上の一マスを外して、縦にイタガキ、エトウ、クラノ、ササカベ、タカヤナギ、ヒサカワ、フルカワバシとそれぞれ名前を。横の列に一から三までの数字を書く。

　容よう疑ぎ者しやと、先さき程ほどの三つの前ぜん提ていだった。

「……やっぱり、私も疑われているんですね」

　ホントに悪意はないんですよ、とフォローを入れておいたものの、あまり心地ここちよいものではないだろう。

　最初からフォローする気もない志乃ちゃんは、無言のままそのマス目に○と×を書き込んでいった。

　前提に沿そわない行動に×をしていくのだ。それを、容疑者全員のマスにやっていく。

　やがて、完成したその表を見て───僕は首を傾かしげた。

「……これが、どうかした？」

　よく分からなかった。これが、どうしたと言うのだろう。ただ、先程の会話を表に纏まとめたというだけで、別に新たな、重大な証しよう拠こが浮うかび上がってくるわけではない。

　やはり、これでは犯人を見つけられないのではないだろうか。

　だが、それは間違いだった。

「……これは、異い常じようですね」

「せやなぁ。こうして表にして見ると、はっきり分かるわ。これは、異常やって」

　先輩と高柳さんが、全く同じ緊きん張ちようした表ひよう情じようで頷うなずき合う。

「異常って、何がですか？」

「見てみぃ」

　先輩が指差した、一列。

　そこの一列だけ───全て○だった。

「あれ……？」

　他の列を確かく認にんする。何処にも同じようなものはない。

　その一列だけが、明らかに『異常』だった。

「これは……」

「この事じ件けんには、準じゆん備び期間が必要だった」

「そうですね……爆弾自体の入手はよほどのコネがあればそう難むずかしくはありませんが、貴方あなた達を誘ゆう導どうするための企き画かく設せつ営えいや館内の調ちよう査さ、電波妨ぼう害がい機きの設置、警けい報ほうやシャッターなどの管理システムの掌しよう握あく、それに佐々壁さんのように使える人間を調べたり……一月は確かく実じつにかかったでしょう」

　それも、数名程てい度どのチームを組んで、という条じよう件けん付らしい。しかも、高柳さん達、公安がその動きに目を光らせているのだから、派は手でな事も出来ない。秘ひ密みつ裏りに準備を進めるには、どうしても時間が必要だった。

「犯はん人にんはその間、この計画を完かん遂すいする事だけを目的に動いてきた。日常生活の中で、常にどうすれば上う手まく事が運べるかを考え続けてきた。何度も何度も、繰くり返し、この状じよう況きようをシミュレートしたはず。わたし達が取り得る行動の全すべてを予よ測そくしたはず。どの場面でどのように動き、どの質しつ問もんにどのように答えるか、それらを考え続けてきた」

　衝しよう動どう的な犯罪ではない。全ては、計画されたもの。

　僕達を確実に殺すための言動を、犯人はきっと、夢ゆめの中でさえ考えていたのだろう。

「犯人はそのシミュレートどおりに動き、そしてそれは、上手く運んでいた。この犯人はとても優ゆう秀しゆうだった」

　けれど───それこそが異常だった。

　逃にげ場があるにも拘かかわらず、逃げ出す事を許ゆるさないルール。それを強要する死への恐きよう怖ふと、倫りん理り観。ここは、閉へい鎖さされた空間じゃない。窓まどを破やぶって救助を求めれば、上手くすれば無む傷きずで生せい還かんできる。けれど、それは出来ない。それをした場合、残りの人達が死んでしまうから。

「倫理観という強きよう迫はく観念が鎖くさりとなる状況下で、常時冷静で居られるはずがない。まして、私達以外は初対面の人間ばかりなのだから、その不審と不安は人の精せい神しんに大きなストレスを与あたえる」

　僕自身が、あり得ないと言った事が、まさに目の前にあった。

　この世の中に、完かん璧ぺきな聖せい人じんなんて存そん在ざいしない。誰だれもがその内側に悪あく性せいを抱かかえている。

　もちろん、この場合それを『悪』と断だんじるのはあまりにも非人間的過ぎるだろう。

　人間の感かん情じようは、時に抑おさえきれないものなのだから。

　だから、絶ぜつ対たいに間違うはずなのに……その人だけは、完璧だった。

　それが盲もう点てん。

　犯人は───完璧すぎた。

　完璧に、疑われない立場になり過ぎたのだ。

　こちらの思おも惑わくを読んで、それを完璧に避さけ続けた。

　そんなはず、ないのに。

　だって……もしこの状況で完璧で居られるのならば、それは何が完璧であるかを知っている人間だけ。
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「つまり犯人だけなんですよ───久ひさ川かわ満みちるさん」

　そうして、僕らは『彼女』と向かい合った。

　跪ざまずいたまま立ち上がれないでいる彼女は、それでも顔を上げ、睨にらみ返してくる。そこには、それまでの落ち着いた大人の女性の雰ふん囲い気きはなく、鬼き気きとした、気け圧おされそうなほどの敵てき意いが漲みなぎっていた。

　尤もつとも、どうやらそんな風に感じているのは僕だけだったらしい。

「そない睨んでも、結果は変わらんで。アンタの負けや」

「その通りです。大人しくしていてくれると、嬉うれしいですね」

　豪ごう胆たんを地でいく先輩はともかく、ドジっ娘この高柳さんさえも、全く気にしていないらしい。もちろん当然当たり前、志乃ちゃんなどはびっくりするほどのノーリアクションだ。

　まったく……自分の小心っぷりがちょっと情なさけない。

　まぁ、それはともかくとして、事件はこうして解かい決けつされたわけだ。

　後はとにかく、外部と連れん絡らくをとって警けい察さつやレスキューの人達に突とつ入にゆうしてもらうだけ。

　安心したら、一気に気が抜ぬけた。今まで張り詰つめていたものが抜け出して、思わず、その場に座すわり込みたい衝動に駆かられる。尤も、「大だい丈じよう夫ぶですか？」なんて余よ裕ゆうぶった高柳さんの表情を見てしまっては、絶対にそんな真ま似ねは出来ないけれど。

　そんな、ほんの一いつ瞬しゆんの隙すきだったと思う。

　先輩が外部へと連絡をとるために動いて、高柳さんがこちらを向いて、志乃ちゃんさえもどこかで油断していたのだろう。

　その一瞬の隙を突ついて────。

「動くなっ！」

　久川さんは、立ち上がっていた。

　それだけではない。

　その手の中にあるものを見て、僕は自分の目を疑った。

　黒い金きん属ぞくとプラスチックの塊かたまり。独どく特とくのフォルム。

　それは間違いなく、拳けん銃じゆうだった。

　まさかこの状況でモデルガンなんて事はないだろう。本物だ。

　いや、けれど……そんな馬ば鹿かな。あり得ない。だって、持ち物検けん査さをした時にはそんなもの何ど処こにもなかった。ちょっとした小物だったらともかく、あんな手のひらよりも大きい物を隠し通せるはずがない。

「手て洗あらいに隠してたんだよ。お前らが持ち物検査をするなんて、分かりきってた事だからな。その後で、回かい収しゆうしたんだ」

　一いつ緒しよに行った、あの時か。

　恐おそらく、個こ室しつのタンクの中にでも入れておいたのだろう。ビニールでしっかりと気き密みつすれば、立派な隠し場所になる。

　失敗だった。

　相手の武ぶ器きが時じ限げん爆ばく弾だんだけではない可能性を、考えていなかった。

　よくよく考えてみれば、それは持っていて当然だったはずなのに。

　爆弾や毒ガスを用意できた人間に、拳銃を用意できないはずがない。

　形けい勢せい逆ぎやく転てん───そんな四文字熟じゆく語ごが脳のう裏りに浮うかんだ。

「動くなっ！」

　そんな事、言われなくても分かってる。

　そう心中でツッコミを入れて、僅わずかに遅おくれてそれが久川さんの──僕らに向けられた──言葉ではない事に気づいた。慌あわてて、声の主へと視し線せんを向ける。

　そこに居いたのは高柳さんだった。今まで以上に引き締しめられた顔で、両手を真まっ直すぐに突き出している。その手の中に在あったのは、久川さんと同じく、拳銃だった。

　その姿すがたに、一瞬感動さえ覚える。公安警察ではないかという先輩の予測は正解していたのだ。普ふ段だんどういう活動をしているのかは知らないが、秘密警察みたいな彼女は、いわばプロ中のプロ。この状じよう況きようを打開してくれるのではないかと期待したとしても、それは愚おろかではないだろう。

　だが、そんな淡あわい希望は直ぐに打ち砕くだかれた。

「馬鹿な事は止やめなさい。銃を下ろして、投とう降こうして！」

　両手で真っ直ぐ狙ねらいを定める高柳さんの身体からだは、けれど声と同様に震ふるえていた。銃を構かまえる姿は凜りんとして美しささえも感じられるほどだというのに、表情は明らかに歪ゆがんでいた。

　たぶん、訓練は積んでいたものの、人に向けた事は一度もなかったのだろう。

　高柳さんの瞳ひとみは、人を殺してしまうかもしれないという恐きよう怖ふに揺ゆれていた。

　それはとても正しい感情だと思う。拳銃の怖こわさを理解しているからこその反はん応のうなのだろうと思う。

　けれど叶かなうならば、隠しておいて欲ほしかった。ブラフで良いから、躊躇ためらいのない姿を見せて欲しかった。

「馬鹿な事？　いったい何が、馬鹿な事だって言うの？」

　久川さんは笑う。僕ぼくにだって分かったのだから、彼女がそれを見み逃のがすはずがない。高柳さんが脅きよう威いとなりうる存在でない事を、一発で見抜いてしまったのだ。

「ここで殺し合う事が馬鹿な事？　えぇ、確かにそれは馬鹿みたいよねぇ。そんな事をしなくったって、どうせお前達も私も、全員死ぬんだから」

　起爆スイッチこそ無力化したものの、爆弾そのものを解体できたわけではない。このまま時間が経たてば、結果は同じだ。彼女は、それを狙っているのだろう。

　確かに、今の睨み合いが続けば、その通りなってしまう。

「支倉志乃……お前は忍を穢けがしたんだ。何も知らないくせに。何も分からないくせに。自分勝手な理り屈くつで忍の身体からだを警察に売り渡わたして、貶おとしめたんだ！」

　それは違う！

　それをしたのは僕だ。

　志乃ちゃんはたぶん、全部分かっていた。市井垣忍の思想を理解していた。

　だから、何もしなかった。

『帰りましょう。もう、ここには、何もない』

　そう言って、全すべてをそのままにしておく事を選んだのだ。

　責せめられるべきは、僕にこそある。

　その事を伝えようとして、口を開いた僕は、しかし志乃ちゃんの手によって遮さえぎられた。いつの間にか、その細い指が僕の手を握にぎり締しめていた。

　後ろへと牽ひきながら、彼女は前に出た。

「なんだ？　お前も、死が怖いのか？」

　嘲あざけるような唇くちびるは───間違っている。

　久川さんをジッと睨みつける漆しつ黒こくの瞳には、恐怖はない。

　見なくたって分かる。彼女は、死を恐れてなんかいない。

「馬鹿げてる。生きている事に意味なんてないというのに。人は誰も、ただただ生きようとしている。まるでそれが当然のように、生きるために努力している。生きるために学び、生きるために仕事をし、生きるために時には悪事を働く。それが無意味なんだって気づかないままね。馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思わないのかな？　どうしてそれに気づかないのかな？　たとえどれほど生きようとしても、人は必ず死んでしまうのに。人の生きようとする意い志しは、しかし、死によってのみ完結されるのに」

　誰もがいつか、必ず死ななければならない。

　永えい遠えんの命なんて何ど処こにもない。

　それは余あまりにも悲しい事で、だから僕らには受け入れられない。

　僕らには、それが理り解かいできない。理解する事が、恐おそろしい。目を逸そらして、気づかないフリをして、当たり前のように生きていくしか出来ない。

「……確かに、愚かしい」

　そう答えたのは志乃ちゃんだった。

「そう。その通り。まったく馬鹿げている」

　満足げな久川さんに、けれど、志乃ちゃんは首を振った。

「いいえ、愚かしいのは貴女あなたです。貴女は結局、市井垣忍の思考をまるで理解できていない」

「な───ふ、ふざけるな！　私は忍とずっと一いつ緒しよに居いたんだ！　忍の事ならなんでも知ってる！　忍は言った！　私に、ありがとうって！　私は忍から認みとめられた唯ゆい一いつの存そん在ざいだ。忍の思いを守ってあげられるのは、私だけだ！」

　その言葉に、その声に、その表情に。

　強い思いを感じて、僕は気づいた。

　彼女は、市井垣さんの事を愛していたのかもしれない。

　話をした時に聞いた、『大切な人』というのは市井垣忍の事だったのだろう。

「いいえ、市井垣忍の思想を、貴女は曲解している」

「違ちがう！　私だけが、知っている！　忍の正しさを知っている！」

「もしそれが真実なのだとしたら、貴女は敗北しなければならない」

「私は敗北しない。お前達が死んで、私も死んで、それで忍の全ては認められるんだ！」

　言葉を交かわしながら、志乃ちゃんは僕から手を離はなし、徐じよ々じよに距きよ離りをとり始めていた。

　少しでも、銃口から僕を遠ざけるために。

　それに気づいて───とっさに、その手をしっかりと捕とらえていた。

　細い指が僅わずかに震える。まるで戸と惑まどうように、怯おびえたように。それでも視し線せんを僅かにも逸らさないのは、あるいは彼女の焦あせりの顕あらわれだったのかもしれない。

　その事に、僕は驚きよう愕がくした。

　慌あわてて、彼女の横顔へ視線を向ける。

　そして、その真っ黒な瞳の中に、恐怖を感じたような気がした。

　それはあまりにも漠ばく然ぜんとしていて、たぶん、この場に居る誰も気づかない。

　この中で、僕だけが分かる。

　この中で、僕だけが気づく。

　他の誰でもなく、僕だけが知りえたもの。

　どうして、そんなに怯えているのだろう。

　いったい、何を恐れているのだろう。

　そんな必要は何処にもないはずなのに。

　いや、もちろん……常じよう識しき的にはこの状じよう況きようは恐怖に値する。普ふ通つうの小学生だったら大人の背せ中なかに隠かくれて震ふるえているか、いっそ泣き出してしまっていたとしてもおかしくはない。その方が、ずっと常識的だ。

　けれど、違う。彼女は違う。

　僕らとは違う。普通の小学生とは違う。

　彼女はきっと、死を恐れていない。

　肉体には意味がないのだと、そう考えている。

　市井垣忍の思想さえも、受け入れている。

　目の前に居る久川さんの事を否ひ定ていしている。

　だから、恐れなどあるはずがないのに。

　なのに、どうして────。

「……ふざけるな」

　言葉は、自然に漏もれ出した。

　抑おさえる事が出来なかった。

　ただ、その事がどうしても許ゆるせなくて……たぶん、これがキレるという感覚なのだろう。生まれて初めての体験だった。それまではテレビなんかで『キレる若わか者もの達』を見て「幼よう稚ちだなぁ」とか「アホらしい」とか、「こんなのと一緒にしないで欲ほしいんだけど」なんて考えていたけれど、なるほど確たしかに、それはどうにも抑えられない、強い強い力だった。

　声に反はん応のうして、久川さんの視線がこちらを向く。

　息を吞のむ音。それが誰のものかなんて分からない。別に、誰のものでも良かった。

「ふざけるなよ……」

「な、何……？」

　恐らく予想していなかっただろう僕の反はん抗こうに、久川さんが僅かに怯ひるむ。その感情を顕すように、銃口がこちらを向いた。

　それに対する恐怖は消えていない。いっそ滑こつ稽けいなほど小さなその穴あなは暗く、だからこそ奥おくに眠ねむっている恐るべき殺意の塊かたまりを強く意識させてくれる。けど、それでも、志乃ちゃんの真っ黒な瞳ほどの恐ろしさはない。

　頭にきたのだ。一言、言ってやらずには気がすまない。

『何をすべきか迷まよった時は貴方あなたに聞いてください』

　ふと、そんなメールを思い出した。何となくだけど、彼女は全すべてを分かっていたのではないかと思う。この状況さえも、予よ測そくしていたのではないかと、そう思う。

　けれど、今はそんな事、どうでも良かった。

　僕はただ、許せなかった。ただ、腹はらがたったのだ。

　だから、志乃ちゃんの手を離した。

　一歩、前に出る。

　黒い銃口に立ち向かう。

　その愚ぐ行こうに今度こそ全員が息を吞のんだ。他の人達は理解できないという風に怯え、久川さんは予想外の行動に慌て、高柳さんはいよいよ引き金に指をかけ、先輩は身を乗り出し───そして志乃ちゃんは何かを覚かく悟ごした。

　だからこそ。

「動くなっ！」僕は『命令』した。「志乃ちゃん……動かないで。動いたら、僕は君を、許さない」

　その言葉で、彼女は凍こおりつく。そうなる確信を伴ともなう言葉だった。

　分かっていたのだ。どこかで気づいていた。他人に指し摘てきされるまでもなく。銀色の少女に言われるまでもなく。

　もし僕が、本気でそれを望むなら、彼女はそのままに従したがうだろう。

　だから僕は、彼女に命令をしたくなかった。何を望んでも、それを強きよう制せいしたくなかった。ただ家事を手伝ってもらう事にさえ、言い訳わけが必要だった。間違いは何度も繰り返したけれど。僕がそれを望んだからこそ、彼女は『普通の少女』になろうと危き険けんな綱つな渡わたりを選んでしまったのかもしれないけれど。

　それでも、彼女には彼女のまま幸せになって欲しかった。

　僕が望んだものではない、彼女だけの、彼女だからこその幸せを。

　見つけて欲しいと願っている。

　願うならば、眩まばゆい光の中で。

　叶うならば、僕の直すぐ傍そばで。

「志乃ちゃん。僕はね、本当にただ、君と一いつ緒しよに居いたいだけなんだよ。もちろん、理想は語り出したら切りがないくらいだし、そりゃ止やめて欲しい事とか困こまった事とかは幾いくらでもあるけど、それでも、僕はそれを強制したりなんて絶対にしない。間違う事は多くて、押おし付けてしまう事は今までも、これからも沢たく山さんあるだろうけれど、それでも、僕は絶対に、今の君を否定しない。してしまった事もあるけれど、それでも明日はそんなそんな事をしない自分になりたいって思ってる。……けど、今、君がしようとした事は、明らかな間違いだ。辿たどり着く未来を壊こわす行こう為いだ。だから僕は、とても怒おこっているんだよ」

　言って、僕は振ふり返った。

　志乃ちゃんに、微笑ほほえみかけた。

「今は時間がないから仕方ないけど、後でたっぷりお説教してあげるから。覚悟しておいてね」
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　立ち向かう僕に、久川さんは恐きよう怖ふさえ覚えているようだった。

　素す手での僕と拳けん銃じゆうを持った久川さん。力関係は改めて確かく認にんするまでもなく決定的で、彼女が恐おそれる必要などありはしないはずなのに。

　その姿すがたに、何となく気づく。

　あぁ……彼女は別に、志乃ちゃんと同じ側の人間ではないのだ、と。

　志乃ちゃんの否定は、やっぱり正しい。

　彼女は、市井垣忍とは全く別の、普ふ通つうの人なのだ。

「来るなっ！　本当に撃うつわよっ！」

　もちろん、その言葉に偽いつわりはないだろう。

　彼女はきっと、僕を撃つ。恐れている彼女だからこそ、絶ぜつ対たいに。

　そして、撃たれれば僕は死ぬだろう。

　いや、死なないかな？

　拳銃で撃たれれば自動的に死ぬイメージがあるけど、実じつ際さい、直径数ミリの弾だん丸がんが身体からだを通り抜けたとして、それが致ち命めい傷しようになる確かく率りつはごく僅わずかだろう。相手がシティーハンターやゴルゴや次元ならともかく、素人しろうとなら狙ねらいを外す可か能のう性せいは十分にあるわけだし。

　まぁ、この距離で僕という的そのものを外すとは考えられないから、たぶん撃たれちゃうんだろうなぁ。きっと、とても痛いたいに違いない。注ちゆう射しやされる時でも眼めを瞑つぶらずにはいられない小心者には、残ざん酷こくすぎる未来予測だ。こういう時ばかりは、単たん細さい胞ぼう生物がうらやましくなる。まったく、想そう像ぞう力というものは残酷だ。

　とは言え───そんな恐怖さえも、僕の足を止める力にはなり得ない。

「貴女あなたが何を考えて、何を願っているのか知りません。僕にはデッドエンドコンプレックスなんて分からないし、自殺したがる人の気持ちも理解できない。だから、僕にはそれが正しいのかなんて全く分からないですよ。馬ば鹿かとか愚おろかとか思ってもらって構かまいません。それは、たぶん正しいと思うから。自分が賢かしこい人間だなんて考えた事、一度もありませんしね」

「何を……」

「けれど、やっぱり貴女は間ま違ちがっています。たとえどれほどその思想が正しくとも。どれほど高こう尚しようであったとしても。世界中の全すべての人が支し持じしたとしても───貴女は、間違っている。子こ供どもに拳銃を向けて、怯おびえさせて、そんなやり方で主しゆ張ちようされた貴女の全ては、間違ってなきゃいけない！」

「そして───」引き継ついだのは志乃ちゃんだった。「もし貴女が間違うのなら、それは市井垣忍の間違いを意味する。全て、貴女に託たくされたのなら、そのあらゆる言動が、市井垣忍の代理であるという事だから。貴女の間違いは、市井垣忍の間違いに直結する。彼を本当に穢けがしたのは───貴女」

　それで、終わり。

　彼女の言葉は、久川さんの全てを破は壊かいするもの。

　彼女を支ささえているものを、根底から叩たたき潰つぶす大きな力。

　最後の最後は、やはり、志乃ちゃんの言葉で終わるのが一番綺き麗れいだ。

　そんな風に思う。

「もう、止やめにしましょう、久川さん。貴女は、市井垣さんや他の人達とは違う。本当は、こちら側の人間なんです」

　久川さんの表情が、壊れた。

　彼女を支えていた全て、砕くだけ散った。

「あ……ち、ちがっ！　違う、違う、違う！」

「久川さん────っ！」

「違うよ！　忍っ！」

　悲ひ痛つうな叫さけび。それは今にも泣き出しそうな───否いや、ずっとずっと泣き続けてきた幼おさな子ごのような声だった。

　と、同時に、音が聞こえた。

　パンッ───パンッと。

　音はいっそ玩がん具ぐじみていて、直すぐには意味が理解できなかった。

　腹ふく部ぶに強い衝しよう撃げきが走り、一いつ瞬しゆん意い識しきを失う。

　霧む散さんしかけたそれを引き戻もどしたのは、猛もう烈れつな痛みだった。

　グラリと視界が揺ゆれる。それに気づいた時には、視界が横を向いていた。

　悲鳴が、怒ど声せいが分ぶ厚あついガラス越ごしのように、曖あい昧まいに、遠く聞こえた気がした。

　あぁ……これは、全く、予想外だ。

　想像の範はん疇ちゆうを超こえていた。

　覚かく悟ごしていれば、気合を入れていれば、耐たえられるかもしれないなんて僅かにでも考えた自分が恥はずかしい。大間ま抜ぬけだ。映えい画がやら漫まん画がやらの読みすぎだ。

　これは、ちょっと……洒しや落れにならない。って言うか、今まで体験した事のない痛みなのだ。

　喉のど奥おくから込こみ上げてきたものが胃い液えきなどではない事は、舌したに広がる独どく特とくの味で分かる。喉に痞つかえるそれを吐はき出そうにも、そんな簡かん単たんな行こう為いにさえ激げき痛つうに目が眩くらんで、ただ口の端はしから垂たれ流すしかなかった。

　自分の意思に関係なく溢あふれ出した涙なみだで歪ゆがむ視界の中、同じように這はい蹲うずくまる久川さんの姿すがたが見えた。右手から血を流す彼女を、高柳さんが取り押おさえている。

　銃声が二つ聞こえたのは、単なる錯さつ覚かくではなかった。僕ぼくを撃った久川さんに反はん応のうして、高柳さんも発はつ砲ぽうしていたのだ。

　痛みに耐えながらそれを確かく認にんし、安あん堵どする。

「とりあえず……これで、解決かな？」

　自分でも何を言っているのか分からないくらい、弱い声だった。

　いつの間にか、志乃ちゃんが、傍そばにいた。

　倒たおれた僕の隣となりに座すわって、真っ暗な瞳ひとみで覗のぞき込こんでいた。

　僕は彼女の顔に手を伸のばした。その綺き麗れいな白い肌はだが血の赤で汚よごれてしまう事には罪ざい悪あく感があったけれど、そうしたかった。滑なめらかな頰ほおを撫なでる。柔やわらかいその感かん触しよくに、なんだか嬉うれしくなった。

　あぁ、けどこれは───この構こう図ずは、何気に死し亡ぼうフラグな気がする。映画とかで見る限かぎりは実に感動的だけれど、現げん実じつでは出会いたくないシーンのナンバーワンだと思う。まして、演えんじる側なのだから、なお更さらに。

「まぁ、大だい丈じよう夫ぶ、だよね」

「……大丈夫」

「志乃ちゃんの、そういう断だん言げんは、嬉しいな。良かった……」

「けど、まだ……」しかし彼女は首を振った。「爆ばく弾だんが、止まっていない」

「え……？」

「最悪はない。必ず犯はん人にんを見つけ、爆弾を解体し、そして生き残る。こんなところで、負けたりなんてしない」

　それは、僕の言葉だった。

　犯人を捕つかまえるだけでも、生き残るだけでも駄だ目めだ。

　爆弾を停止させて、全ては完成する。
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　全てを乗り越こえてこそ、僕らは望む未来に辿たどり着く。

「そう……そうだね。最悪は、ない」

　それが本当の本当に、限げん界かいだった。もう、言葉なんてとてもじゃないけど出せない。そんな余よ裕ゆうは僅かにも残されていない。

　僕はゆっくりと、瞼まぶたを閉とじた。
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　そうして───支倉志乃は立ち上がった。

　信じられない事に、『支倉志乃』の内に在ある全すべての彼女が、一つの方向を向いていた。

　全てが、それを支し持じした。

　全てが、それに向かって加速した。

　全てが、それを願っていた。

　全ての客観が同じ方向を向くのだとしたら、それは既すでに客観でなどあり得ない。

　そこに在ったのは、紛まぎれもなく、『一人の志乃』だった。

　彼女が、動き出す。

　何の躊躇ためらいもなく。迷まよいもなく。

　問題は、久川がどこまで予よ測そくし、準じゆん備びしていたか、だ。なかなかそれが分からなかったため、確信を得るのに時間はかかったが、それさえ分かってしまえば、可か能のう性せいは用意されていた。

　彼女は優ゆう秀しゆうだった。様々な可能性を考こう慮りよし、あらゆる状じよう況きようを想定していた。

　なら、必ずあるはずなのだ。

　時限爆弾を、止めるための装そう置ちが。

　それは、なければならないもの。

　例えば、もし何らかの理由で志乃達が居なかった場合、計画は即そく座ざに中止しなければならない。佐々壁が失敗する可能性は絶ぜつ無むではなかったし、不慮の事じ故こはどんなに周しゆう到とうな用意をしていても必ず起こり得るものだ。

　だから、万が一の時のために、即そく座ざに停止させる装置が絶対に必要になる。

　しかし一方で、計画が確実に動き始めてからは──志乃達を閉じ込めてしまってからは──それを持ち続けている事は出来ない。持ち続けている事は、危き険けんだ。確実に、廃はい棄きしなければならない。

　志乃なら、そうする。

　市井垣忍なら、そうする。

　誰だれもが、そうする。

　けれど───それは、あり得なかった。

　確信できる。それは、あり得ないのだと。

　彼女は、絶対に。最後の最後、死の瞬間。

　確実に、生を選ぶ。

　それでも、生を選ぶ。

　それが突とつ発ぱつ的な状況であったならば、死を選せん択たくしたかもしれない。その危険性はあった。

　だが、それでも、彼女の心には生への渇かつ望ぼうがあった。

　彼女は自殺を、本心では望んでいなかった。

　市井垣忍への愛情を肯こう定ていするためだけに、志乃を求め、死を求めていた。

　ならば、確かく実じつに残っている。

　生きたまま志乃を殺すという『万が一の希望』を、彼女には殺せないのだから。

　それが分かったから、志乃は走り出した。目指すべき場所は決まっていた。

　久川が自分で言ったのだ。彼女が何ど処こに、それを隠かくしていたかを。彼女にとって重要な物を、何処に隠していたかを。

　足が軽い。身体からだが軽い。全てが軽い。

　最悪は無い。彼が言った。彼が望んだ。

　そして何より、彼女が望んだ。

　ならば、その全ては叶かなうだろう。あらゆるものを超こえて。

　志乃は駆かける。

　望む、未来へと。
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　夢ゆめの中で。

　僕はとても温かい世界に居た。

　眼めに映うつるのは一面の赤だ。血と同じ色の世界。

　大気は粘ねん液えき質しつで、けれど不ふ快かいではなく。

　眠ねむりに落ちる一いつ瞬しゆんのような安らぎを与あたえてくれる。

　そこに僕は独ひとり、ポツンと浮うかんでいた。

　いや、独りなのだろうか？　よく分からない。

　独りではないような気もしたし、独りのような気もした。

　良く分からない世界だった。

　全てが漠ばく然ぜんとしていて、何もかもが歪ゆがんでいた。

　歪いびつな世界は常つねに形を変化させ続ける。

　その世界の底には、黒い果実があった。

　何な故ぜそれが果実だと思ったのかは分からない。

　不定形なそれは、不定形な世界に生まれた影かげだった。

　それに触ふれれば、たぶん、世界の真実を知る事になるだろう。

　まるでエデンの林りん檎ごのように。

　代わりに沢たく山さんのものを失うだろうけれど。

　あらゆる事を理解するだろう。

　だから僕は───それに触れる事も眼を向ける事もなく、浮ふ上じようした。

　そんなものは、必要なかった。

　生きたいと、その願いだけを浮力にして、僕は『生』を選んだ。
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　そうして、眼が覚めたのが一昨日の事。

　場所は当然ながら、病院の個こ室しつだった。

　銃じゆう弾だんは、左下か腹ふく部ぶに埋うまっていた。意外にも貫かん通つうしていなかったらしい。人間の筋きん肉にくや脂し肪ぼうは思っているよりもずっと硬かたいものだし、何より骨ほねは堅けん牢ろうだ。肋ろつ骨こつに直ちよく撃げきしたらしい弾丸はそこでエネルギーの大半を使い果たし、ただの金きん属ぞく塊かいとして背中付近で止とどまっていた。

　ただ、これは別に幸運な事ではないらしく、むしろどちらかと言えば、不運だったのだそうだ。銃弾を取り除のぞくだけ無む駄だに手しゆ術じゆつは長くなるし、砕くだけた骨が内ない臓ぞうを傷きずつけていたらしく、貫通していた方がよっぽど治りは早いらしい。

　おかげで、全治一か月。自力では上半身を起こす事さえ出来ない、寝ねたきり状じよう態たいなのでした。

　寝返りをうつ事も出来ないまま、真っ白なベッドの上で、真っ白な天てん井じようを見上げる。今は意い識しきも覚かく醒せいしているけれど、目覚めた直すぐの頃ころは何もかもがボンヤリとしていた。たぶん、麻ま酔すいの影えい響きようだったのだろう。

　とは言え、現状もある意味ボンヤリしていると言えるかもしれない。

　自じ宅たくと同程てい度どの広さの個室にはテレビ以外に暇ひまつぶしのアイテムがなく、身体を動かせないため何処かへ出かける事も出来ない。何もする事がないというのは、それはそれで辛つらいものだ。いっそ四人部屋とかなら隣となりの人達とも話せて、楽しいのだろうか？　いや、だけどそれはそれで気を遣つかってしまうかもしれない。

　思えば、入院なんてしたのは生まれて初めてだった。

　これでも健康優ゆう良りよう児じで通っていたのだ。そりゃ風か邪ぜくらいは引いた事はあったけれど、例えば骨折したりとか重い病気に罹かかったりはしなかった。だから入院生活がこんなにも辛いのだと、僕は大学生になって初めて知った。

　まだ目覚めて三日目でこれなのだから、先が思いやられる。入院期間は悪くて三週間、順調に行けば、だいたい二週間ほどの予定だった。「君くらいの若わか者ものだったら一週間でもいけるかもしれないねぇ。……色々と痛いたいのとか苦しいのとか我が慢まんすれば」なんて快かい活かつに笑う担たん当とう医いの先生に軽く不安を抱いだいてはいたものの、今は確かに少しでも早く退たい院いんしたかった。

　とは言え、退たい屈くつだからって無理は禁きん物もつだ。「無理したら駄だ目めですよぉ。……血ち反へ吐ど撒まき散らしながら死にたいなら別に構かまいませんけど」なんてこれまた快活に笑う看かん護ご師しさんの言葉に逆さからう気にはなれない。

　仕方なく、退屈を紛まぎらわす意味で、目覚めてからこれまでの事を思い返す。

　真っ先に思い出されるのは、やっぱり鴻池先せん輩ぱいの顔だろう。

　当然の事ながら、怒おこられた。それはもう、たっぷりと。つい先日も一人で無む茶ちやをして怒られたばかりだというのに、それを遥はるかに超こえる勢いきおいで怒られた。流石さすがに怪け我が人に鞭むち打つ気はないらしく、叩たたかれはしなかったけれど、その代わりに言葉の弾丸が襲おそい掛かかってきた。何か色々と、聞くに堪たえない罵ば倒とう語ごを連発していたように思う。きっと台詞せりふに起こしたら伏ふせ字じだらけで意味が分からないものになっていただろう。尤もつとも、軽くトラウマになってしまったのか、いまいちよく覚えていないのだけれど。って言うか、思い出したいとも思わない。忘わすれよう……うん、悪あく夢むは忘れてしまうのが一番だ。

　まぁ、拳けん銃じゆうに真正面から立ち向かった僕の行こう為いは、完全無欠に愚ぐ行こうだったのは確かだったので、その点は素す直なおに反省していた。あんな危険で無意味な行為は、たぶんこの世に他ほかに存そん在ざいしないだろう。良い子も悪い子も、絶対真ま似ねをしてはいけない。

　ただ、僕としては……頭に血が上っていたという事もあったけれど、何より、あの瞬間、それをしなければならない気がしたのだ。自分が思う事を、自分の思うままにやった。それは断じて褒ほめられた事じゃないし、むしろ間ま違ちがいでしかなかったのだろうけれど……あの時、僕はそれに意味があるのだと信じた。だから、言い訳わけはしなかった。

　説教は結局、小一時間ほど続いただろうと思う。

　そしてその最後に。先輩は頭を下げた。

「スマンかった……」

「先輩？」

「ウチはアカンなぁ。ホンマ、肝かん心じんな時に役立たずやわ」

　先輩が役立たずと言うのなら、僕はいったい何者なのだろう。少し考えてみたけれど、最さい適てきな表現は生まれてこなかった。それくらいに、物もの凄すごく価か値ちのない生き物に───いや、一いつ寸すんの虫にも五分の魂たましいなのだから、たぶん無機物系けいの何かになってしまう事だろう。

　今回の件で、彼女が責せき任にんを感じる事は一つもなかった。

　その先輩から、事後の話も聞いていた。

　僕自身も、備そなえ付けのテレビで様々な情じよう報ほうを手にしていたけれど、やっぱり彼女の方が圧あつ倒とう的に詳くわしかった。

　まず、犯はん人にんである久川満さんの事。

「その名前は偽ぎ名めいやった。戸こ籍せきを確かく認にんしても見つからんし、名めい刺しの会社に問い合わせても、そんな名前の社員は居おらんかった。本名は八や幡はたこのみ。高柳が言うとった、最大手の管理人や」

　高柳さんによって拳銃を撃うち落とされ押おさえ込こまれた彼女は、そのまま抵てい抗こうらしい抵抗をする事もなく駆かけつけた警けい察さつによって逮たい捕ほされ、まず警察病院へと運び込まれた。たぶん、あの発はつ砲ぽうもただの悪あがき───間違いを認みとめる事の出来ない弱さ故ゆえの暴ぼう発はつだったのだろう。

　彼女はそのまま、病院で傷を癒いやしながら詳しい事情を聞かれる予定になっていた。

　聞かなければならない事は山ほどある。もちろん、犯行の動機やデッドエンドコップレックスに関連した事などもあるけれど、何より、爆ばく薬やくと化学兵器の入手経けい路ろについて。これだけは何としてでも突つき止め、その大元を断たち切らなければならない。

　だが、今はもうそれも叶かなわない。

　彼女は収しゆう容よう先さきの病院で自殺した。カーテンを使った、首吊つりだったらしい。

　それは想定されていた事だった。先輩や高柳さんは、警察に犯人の自殺の可能性を伝えていた。何故なら、彼女にはもうそれしかないのだから。逮捕され志乃ちゃんへの復ふく讐しゆうの機会を失った彼女には、最後に、自分の身を以もつて信じたものを貫つらぬき通すしかなかった。

　いや、それ以上に。

　自分の間違いを突きつけられた彼女には、そうする事でしか自分を許ゆるせなかったのだろう。

　だから、たぶん……それは誰にも止められなかったのだ。マスコミはその事で警察を激はげしくバッシングしていたし、それは正しい非ひ難なんだろうと思うけれど、彼女の心しん情じようについて多少触ふれる事の出来た僕ぼくには、無む条じよう件けんに責せめる事など出来なかった。

　死が、彼女の救いだった。

　ならそれは、もう、誰にも止める事の出来ない未来だったのだろう。

　結局、真実は闇やみの中だ。そう思い、重々しく息を吐はいた僕に、先輩は実に軽い仕草でパタパタと手を振ふった。

「あ～、いや。実はやなぁ、まだ発表されとらんけど、例の毒ガスについて、その入手経路が分かったんよ」

「え？　本当ですか？」

「うん。ってか、そもそもやな……全部噓うそっぱちやったんや」

「噓っぱちって……何がです？」

「時じ限げん爆ばく弾だんが、や。爆薬も毒ガスも、全部が全部、偽にせモンやったんよ」

　僕が気を失った後、志乃ちゃんの手によって停止された爆弾は、駆かけつけてきた警察がすぐさま確かく保ほし、その場で慎しん重ちように解体作業が行われた。だが、その結果は誰もが呆あきれるようなものだった。

　ダイナマイトのように思えた茶色の筒つつの中には粘ねん土どが詰つまっていた。化学兵器だと思われた液えき体たいは、着色された水道水だった。もちろん、どちらも一いつ切さい危き険けんはない。それどころか、一見繫つながっているように見えたコードも実は繫がっておらず、配線や構こう造ぞうも無む茶ちや苦く茶ちやで、解体した専せん門もん家かが「これは爆弾じゃない。ただの鈍どん器きだ」と言い放つほどだったらしい。

「更さらに、八幡の家のパソコンから、今回の事件の資し料りようが山ほど見つかってなぁ。その中に、爆弾の取引に関するメールが残っとったんよ」

　そのアドレスから辿たどって、開発者を発見した。

　相手は、高校生だったらしい。久川さん───八幡さんのサイトの常じよう連れんで、そこでは二十八歳さいの技ぎ術じゆつ者しやだと名乗っていた。彼は別に自殺願望があるわけでもなく、ただ、自分を偉えらく見せたいというだけの子こ供どもだった。

　集しゆう団だん自殺のサイトに集まってくるのは、当然ながらほとんどが自殺を望む人であり、多くは何か大きな問題を抱かかえた弱者だ。私生活に問題を抱え、現実社会に苦しむ人々。そんな中で、彼は国立大学を卒業し有名な会社に就しゆう職しよくしたエリートと偽ぎ称しようしていた。そうする事で、そこに居いる人達よりも偉いと、優ゆう越えつ感を得ていたのだそうだ。

　その心情について、僕にはよく理解できなかったけれど、ともかく、そんな彼の言動が八幡さんの目に留とまり、秘ひ密みつ裏りに今回の計画を持ちかけられる事になった。

　そこで、警察に通つう報ほうしていればよかったのに。

　余あまりにも残ざん虐ぎやくな犯はん罪ざい行こう為いに、けれど彼は賛さん同どうした。警察に問い詰められ答えたその理由は、面おも白しろそうだったから。そんな身勝手な理由で、爆弾を作り上げた。もちろん、実じつ際さいには何の知ち識しきも技術もないわけで、過か去こに見た映えい画がに登場したそれを参考にし、適てき当とうにでっち上げ、八幡さんに渡わたしたらしい。彼はそれで、五十万円の報ほう酬しゆうを得ていた。

　計画には当たり前の事だが、もっと多くの人が関かかわっていて、それはこれからの調ちよう査さで明らかにしていかなければならないが、少なくとも、爆弾に関してはそれがオチだった。

「……酷ひどい話ですね」

「まぁ、腹はらたつけどなぁ。せやけど、実は偽モンでしたってオチはそう悪くないやろ」

　八幡さんの目的から考えれば、もしその高校生に出会えていなかった場合でも、他の誰だれかに同じようなものを依い頼らいしていただろう。毒ガスなんて馬ば鹿かげた物は用意できなかったかもしれないが、可能性としては、爆薬くらい集められていたかもしれない。

　それを考えると、一人の高校生の虚きよ栄えい心によってテロ行為が妨ぼう害がいされたと言える……のだろうか？　いや、やっぱり、何か違う気がする。激はげしく間違っている気がする。

「けど……そうなると、僕ってもしかして、撃うたれ損ぞんなんじゃないですかね？」

「アンタが撃たれ損なんは、別に本物やったとしても変わらんけどな」酷い言い草だ。「せやけど、ウチらも結局振り回され踊おどらされただけやからなぁ。結局、皆みんなピエロやったって事やろ。犯人も含ふくめてな」

　まさに、先輩の言うとおりだったのだろう。

　けれど、たとえピエロだったとしても。そこにあった僕らの思いは本物だった。僕の思い、志乃ちゃんの思い、先輩の思い、他の人達の思い、そして八幡さんの思い。全てが茶番劇げきでしかなかったのだとしても、それらは真実だった。そこにあった気持ちだけは、本物だった。

　僕はそう思う。それが良いとか悪いとかは別にして。

　また、先輩の後に、高柳さんも会いに来てくれた。これから東京に帰るのだと言う彼女の手には、大阪土産みやげの袋ふくろがあった。例の新喜劇を見に行きたいという発言といい、この人はいったい、出しゆつ張ちようを何だと思っているのだろう？

　と、ツッコミを入れたかったものの、仮かりにも命の恩おん人じんなのだからと堪こらえる。

　もしあの時、彼女が発はつ砲ぽうしてくれていなかったら、八幡さんを直すぐに捕とらえる事はできず、僕は死んでいただろう。彼女の勇気ある決けつ断だんに助けてもらったのだ。

　僕は心の底から、お礼を言った。

「ありがとうございます。本当に、助かりました。銃の腕うで、凄すごいんですね」

「始末書です」

「はい？」

「始末書です！」

「始末書って……」

「始末書なんです！」

　つまり、発砲してしまったのは彼女の立場的に拙まずかったらしい。まぁ、通常の警けい察さつでも、たとえ正当防ぼう衛えいだったとしても発砲すればそれだけで問題になるくらいなのだから、仕方がないのかもしれない。

「おかげで、私は怒おこられてしまいます」

「もしかして……何か罰ばつとかあったりするんでしょうか？」

「それはない、と思います。一いち応おう、発砲の必要性がある状じよう況きようでしたし。それに、お土産もありますし」

　お土産は、持って行ったら余よ計けいに怒られると思いますよ？

「まぁ、良いです。国民の幸福と安全を守るのが私達の仕事ですから」

　そう言って、高柳さんは微笑ほほえんでくれた。『権けん利り』という言葉が出てこなかった辺りに微び妙みような恐おそろしさはあったけれど────。

「ぎゃぅんっ！」

　去り際ぎわ、ドアの枠わくに足を引っ掛かけてコケる彼女を見て、僕は生なま暖あたたかい気持ちになった。

　まぁ、こういうステキなドジっ娘こが働いているような職しよく場ばなのだから、きっと安心だろう。

「気をつけてくださいね」

　複ふく数すうの意味を籠こめて、言う。それが何ど処こまで通じたのかは分からないけれど、真っ赤になった鼻を押さえながら、高柳さんは頷うなずいてくれた。

「ふぁい」

　とりあえず、鼻血、拭ふきましょう。
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　こうして、事じ件けんは終わりを迎むかえた。

　ただし、僕達にとっては。

　世間では今まさに始まったと言うべき状況で、テレビも雑ざつ誌しもインターネットも、全てがその予想していなかった事件に大おお騒さわぎだった。とある自殺サイトがこれほどの大事件を起こす事になるなど、誰も想そう像ぞうしていなかった。

　報ほう道どう特集なんてのも組まれて、心理学者や元刑けい事じの作家などの有識者、更さらに辛から口くちコメントで有名なタレントがずらりと並ならび、口々に自分の見解を叫さけんでいた。自殺サイトなんて反社会的な物がどうたらこうたら、ネット社会となって人と人との触ふれ合いがなくなったとかどうたらこうたら、現げん実じつが見えてないとかゲーム脳のうだとか家庭が悪いのだとか学校が悪いのだとか政せい府ふが悪いのだとか、様々な意見が飛び交かった。視し聴ちよう者しやからのメールやＦＡＸなんかも募ぼ集しゆうされていて、それらもやっぱり同じような内ない容ようだった。

　そして、そんな無数の見解の中で、唯ゆい一いつ共通しているのが、「ネットを規き制せいすべき」というものだった。危険な情じよう報ほうに誰でも簡かん単たんに触れられる現状は、許ゆるされないのだと言う。

　それはきっと、正しい。

　と同時に、間ま違ちがっている。

　たとえどれほど規制しようとも、情報そのものが消しよう滅めつする事はないのだから。

　複ふく製せいされ増ぞう殖しよくし続ける情報体は、最も早はや誰にも消し去る事は敵かなわない。警察に要よう請せいされ、あるいは自主的にサーバー側が関連サイトを消去していく中で、それよりも早くアクセスしていた多くのユーザーはそれらを既すでに自分のパソコン内に保ほ存ぞんしている。そして、次々と海外サーバーへとアップロードされていった。

　日本の大阪と言う大きな都市、その中でも人が多く集まる中心地において発生した、化学兵器テロ──実じつ際さいには偽にせ物ものだったわけだが──のニュースは世界中を駆かけ巡めぐり、必然的に『真しん犯はん人にん』である市井垣忍は、デッドエンドコンプレックスは、今や老ろう若にやく男なん女によに関係なく誰もが知っている単語だ。常じよう識しきの欠けた人間なら流行語大賞に推おすかもしれないくらいに、有名になった。

　それは、八幡さんの思おも惑わく通りの結末だったのかもしれない。

　市井垣忍の思想は各国の言葉に翻ほん訳やくされ、真実、無限の存そん在ざいへと昇しよう華かしたのかもしれない。

　だから全ては、無意味な事。どれほど声こわ高だかに叫ぼうとも、生物ではない情報を完全に規制しきる事など出来ないのだ。

　ただ、それはそれとして。少なくとも、日本国内においては厳きびしい規制下に置かれる事となり、八幡さんを主犯とした協力者達はこれから次々と逮捕されていく事になる。今回の事件に関かかわっていなかった人達も、監かん視しを受ける事になるだろう。

　そうなれば、志乃ちゃんが襲おそわれる事もなくなるはずだ。

　僕らがもう、それらと関わり合いになる事は、たぶんない。

　それで良いと思う。こんな大事になって、その責せき任にんを取るべきだと思う人もいるかもしれないけれど、ここから先の事は、全て警察や他の関係者の仕事だ。巻まき込こまれただけの僕らには、これ以上、何をする必要もないし……その意思もない。

　僕は名めい探たん偵ていではないし、正せい義ぎの味方でもない。

　そして志乃ちゃんにも、そんな風には生きて欲ほしくない。

　僕らの手を離はなれたそれを、もう追いかける事はない。

　無責任と言われたとしても、全すべてはもう他ひ人と事ごとで、僕らはこれから、僕らの人生を歩んでいくのだ。

　そうして───ようやく平へい穏おんが訪おとずれていた。
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　コンコンという軽かろやかなノックの音が聞こえて、僕はドアへと視し線せんを向けた。スライド式のドアには鍵かぎはなく、誰でも自由に開けられる。

「志乃ちゃん？」

　僕は返事の代わりに、その名前を呼よんだ。

　実を言うと、目が覚めてから今まで、彼女の顔を見ていなかった。

　真っ先に来てくれるのではないかと期待していたのだけれど……。

　そう嘆なげいた僕に、先せん輩ぱいは言った。

『女の子には色々と心こころ構がまえが必要なんよ』

　どういう意味ですか？　と問う僕に、ニヒヒと笑う先輩の悪あく魔まじみた顔が今でも忘わすれられない。本当に、恐おそろしい人だ。

　そんなわけなので、ようやくその『心構え』とやらを済すませ、顔を見せてくれに来たのかと思ったのだけれど───返ってきたのは、別の声だった。

「ごめんなさい。わたしです」

　ドアをスライドさせ、入ってきたのは、銀色の髪かみを持つ少女。

　涼風真白ちゃんだった。

「───って、えぇっ!?」

　彼女がお見み舞まいに来てくれた事自体には、驚おどろきはなかった。一いち応おう、連れん絡らくは入れていたし、何より、それは予想されていた事だったのだから。

　だけど、流石さすがに『それ』は予想していなかった。

　思わず大きな声を出してしまって、傷きず口ぐちに鋭するどい痛いたみが走る。

　悶もん絶ぜつし、涙なみだを浮うかべながら……それでも、僕は聞かずにはいられなかった。

「一つ……質しつ問もんして良いかな？」

「もちろん。そういえば、前にもこういう事、ありましたね」

　そうなのだが、前の時よりもショックは格かく段だんに大きかった。

　何せ……。

「どうして……ナース服なの？」

　彼女の着ている服。真っ白な上着に、真っ白なちょっと短めのスカート、そして真っ白な帽ぼう子し。全て彼女の名前を体現したような白いその装しよう束ぞくは、紛まぎれも無く、間違いようも無く、看かん護ご師しさんの制せい服ふくだった。

　もちろん、真白ちゃんが看護師さんだという事ではない。だって彼女は、まだ中学生だ。もしそうなのだとしたら、急いで然しかるべき機関に連絡しなければならない大問題である。だから、彼女のそれは……つまるところ、世間一いつ般ぱんで言うコスプレだった。

「喜ぶかな、と思いまして」

「…………」
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　ニコリと微笑ほほえみ、ポーズまでとってみせる恐るべき中学生のバイタリティ。

　ま、まぁここだけの話、ナース服は嫌きらいではない。色々と、説明しがたい魅み力りよくを感じるのは事実だ。けど、幾いくらなんでも、中身が中学生じゃいまいちパッとしないように思う。

「気に入りませんでした？　あ、もしかして白衣の方が良かったですか？　女医っぽく」

　いや、断だんじてそういう問題じゃないです。

「……ともかく、わざわざそんな服までオーダーメイドしてるって事は、やっぱり真白ちゃんも関係していたんだね？」

　僕ぼくは息を整えながら、自分の予よ測そくが正しかった事を確かく信しんしていた。

　特に、大した理由があったわけではない。ただ、あのメールがどうしようもなく気になっていただけだ。

　タイミングよく、当日の朝に彼女から送られて来たメール。

『何をすべきか迷まよった時は貴方あなたに聞いてください』

　それはまるで、僕がこれからどういう状じよう況きように追い込まれるかを予測しているかのような言葉だった。

「残念ながらこの服は大おお垣がきの趣しゆ味みですが……関係していた、という点は正しいです」

　大垣さん……貴方は中学生にこんな服を買い与あたえて、何をしていたんですか。なんかあんまり知りたくなかった『正義の味方』の真実に、頭がズキズキと軋きしんだ。

「いったい、どこから知っていたの？」

「全て、最初から」銀色の少女は優ゆう雅がに微笑む。「そもそも、今回の計画を立てたのはわたしですよ。爆弾を使った立て籠こもりも、それによって復ふく讐しゆうを果たし、デッドエンドコンプレックスを世界に広げる事も、そのための前準じゆん備びとして実害がない程てい度どに支倉さんを襲おそわせる事も。全て、わたしが提てい案あんした事です」

「あの時───倉庫で真相を語ってくれた時、君は何も言わなかったじゃないか」

「わたしは噓うそ吐つきですから」

　そう、彼女はとんでもない大噓吐きなのだ。

「三年ほど前の事です。わたしは、市井垣忍に会いました」

　真白ちゃんは、緩ゆるやかな口調で語り出す。

「その頃ころはまだ、彼も生きていました。例のサイトを設せつ立りつし、彼の意思を書き込んでいた頃です。わたしが彼に会おうと思ったのも、そのサイトを見たからでした」

「自殺願望があるようには見えないけど？」

　皮肉でもなんでもなく、呟つぶやく。

「えぇ、それはそうでしょう。わたしは自殺したいとは思いませんから」

　凄すごく健全な見けん解かいなのだけれど、彼女が言うと全く別の印象を受けてしまうのは、僕が色いろ眼鏡めがねを二重三重にかけているからなのだろうか？

「その手のサイトを調べたのは、大垣のためです。彼を『正せい義ぎの味方』にするために、わたしは生いけ贄にえを探さがしていました」

　正義の味方、大垣六ろく郎ろう。真白ちゃんの兄であり保ほ護ご者であり大切な人であった彼は、正義の味方になりたいという幻げん想そうに捉とらわれ、そのまま間ま違ちがった形でそれになってしまった。その原げん因いんを作った真白ちゃんは、彼を助け守るため、彼が正義の味方で在あり続けるため、明確な『悪』───生贄を必要としていた。

　その生贄とは、明確な犯はん罪ざい行こう為いを行った人間であり、大好きな兄が警けい察さつに疑うたがわれないようにするために仮かりの犯人として『自殺』させやすい人間だった。

「結局、あまり役には立たなかったのですけどね。身近なところで手を打つしかありませんでした。まぁ、最終的には、それがむしろ効こう果か的だったわけなのですが」

　生贄となったのは、真白ちゃんに関係した事のある人達だった。それが、彼女が真犯人であると確信するに至る、重要な情じよう報ほうになってくれた。

「八幡さんともその時に会っています。彼女は、どうやら市井垣忍を愛していたようでした」

「みたいだね」

「気づいていましたか。まぁ、人が人を殺そうとする動機なんて、金きん銭せん欲よくか性せい欲よくかのどちらかしかないわけですけど」

　志乃ちゃんも大たい概がいだけど、この子も随ずい分ぶんと歪ゆがんでる。最近の子こ供どもはみんな、こうなのだろうか？　そう考えると、何な故ぜだか無む性しように自分が老ふけた気がして、少し陰いん鬱うつになった。

「けれど、残念な事に、彼女の愛情が彼女の望む形で完成される事はありませんでした。当然ですね。何せ、市井垣忍が求めたのは自らの子し孫そんを残す事ではなく、自らを残す事だったのですから」

　デッドエンドコンプレックス。それが、彼の求めた『生き方』だった。

「彼女は純じゆん粋すいな人です。自らの愛情に誠せい実じつであり続ける事が、彼女の全てでした。けれど、それは実は、不幸な事だったのかもしれませんね。彼女は愛するが故ゆえに、市井垣の死を止められなかった」

「……そして、だからこそ、神しん聖せい化するしかなかった」

「愚おろかしい話です。彼女は愛に殉じゆんじたわけではありません。単に自身の幸福を他人の人生に転てん嫁かしただけです。彼女はただ、自分が幸福であり続けるために、市井垣の全てを肯こう定ていしたのでしょう」

　もし八幡さんが真実、市井垣忍の理解者であったなら、彼と共に死んだだろう。

　けれど彼女は、それを選ばなかった。彼女は結局、僕と同様に、常識的な価か値ち観の中で生きていたのだろう。彼女には市井垣忍の『生き方』がどうしても理解できなかった。肉体的な繫つながりを求め、言葉による理解を求め、生き続けなければならないという思いを抱いだきながら、死を無む条じよう件けんに否ひ定ていしながら、死の瞬しゆん間かんまで生き続ける事を望んでいたのだろう。

　だが、市井垣さんはそれとは全く別次元の理想を抱きながら死に、そしてそんな彼への愛情は真実だったのだ。だから、肯定するしかなかった。自分の愛情が真実であると証しよう明めいするための全肯定。市井垣さんの死も、理想も、全ては『神様の理屈ただしいこと』でなければなかった。理解できないそれを、認みとめるしかなかった。最後の最後まで、理解できないままに。

「そりゃ、僕らを殺したくなるわけだ」

　漏もれ出した呟つぶやきは陰鬱が九割わり、呆あきれが一割だった。流石に、真白ちゃんのように愚かとばっさり切り捨すてる事は出来ないものの、そうであると肯定している自分が、心の隅すみっこに居るのも事実だった。

「理り解かいできないものを、理解できないままに愛する事は、きっと悪くないんだと思う。僕だって、志乃ちゃんを理解できているわけじゃないし。完全に理解できるとも、実は思わない。けど……」

「けれどそれは、断だんじて、無条件の肯定によって表されるものではない……でしょう？」

　その通りだ。愛するからこそ、大切に思うからこそ、否定してあげなければならない事があったはずなのに。

　結局、彼女の報ほう復ふくは、全て自分のためのものでしかなかったのだ。

　自分の愛の証明でしかなかった。

「わたしは、彼女に手を貸かす事を選びました。それは大垣の件けんで多少なりと彼女の助力を得た、その代だい償しようでしたし、わたしにもわたしなりに、目的がありましたから。まぁ、結果的に、当初の目的とはだいぶ違ってしまいましたけれど」

「君の、目的……？」

「市井垣忍が残そうとした『命』。生きる事。それは、私が同様に感じるものであり、支倉さんもそうです。と言っても、わたしは、彼らとは考え方が違います。もちろん、市井垣と支倉さんも違っているでしょう。けれど、そこに共通するものが存そん在ざいしている。だから、惹ひかれるんですよ。どうしようもなく」

「分からないな。共通する部分があるとは思えない」

「いいえ、共通しています。『自分』という、ただ一点において」

「自分？」と聞き返す。

「貴方あなたは、どこに在ありますか？」

　そんな質しつ問もんに、僕は答える言葉を直すぐには見つけられなかった。

「肉体は変質するものです。生れ落ちた瞬間から成長を続け、やがて老化していく。成長と分ぶん裂れつ、増ぞう殖しよくを繰くり返す細さい胞ぼうは、しかし死の概がい念ねんを持ち、定期的に朽くち果てては新たな細胞と入れ替かわります。更さらにそれが続けば、やがては崩ほう壊かいが始まります。複ふく製せい増殖には必ず劣れつ化かが伴ともない、テロメアも有ゆう限げんです。自ら死を知らない細胞は、がん細胞くらいのものでしょう。それさえも絶ぜつ対たいではありません。肉体は常つねを常としないもの。一分一秒たりとも同じではあり得ない、変質し続けるもの。では、そんな変化し続ける肉体の、どの瞬間が『自分』なのでしょう？」

「その全すべてが……全ての時間に生きる僕が、今の僕で過か去この僕で未来の僕だよ」

「そう。肉体的には幼おさない頃の貴方と、今生きている貴方では全くの別人だと言うのに。それでも貴方は一いつ貫かんした貴方であり続ける。意識は連続し続ける。それを───異常なのだと、貴方は感じた事がありませんか？」

　そんなもの、感じるはずがなかった。

　だって、自分は自分だ。例えば身長が数センチ伸のびて喜ぶのも、胸むねが大きくなって喜ぶのも、眼めが悪くなって悲しむのも、怪け我がをして苦しむのも、成長を喜びながら、老化を悲しみながら移うつろう時の中で、それでも───僕は僕であり続ける。

　全ての、時間を越こえて。

　自分はここに居いる。

　でも───ここって何ど処こなんだ？

「わたしはここに在ります。肉体ではありません。涼風真白という記号の付けられた殻からの中に、『わたし』は居るんです。全ての人間がそう。名前のある『何か』に、『わたし』を閉とじ込こめている。個こ人じん名めいであったり、組そ織しきの名前であったり、あるいは男女であったり、人間であったり。なら、『わたし』という存在を残せるのなら、記号は何だって構かまわないし、殻がどんな形をしていたって気にならない。市井垣のようにネットワーク上の情じよう報ほうとして『わたし』を残すのも悪くない手しゆ段だんだと思います。少なくとも、紙かみ媒ばい体たいよりはずっとマシでしょう。例えばそれは、写真を撮とるのと同じですよ。そこに写る『殻』は過去の誰だれかであり、現在に生きる人間からすれば、ただの残光です。けれど、もしその写真の中に『わたし』が存在するのなら──そう認にん識しきできるならば──そこに居る『わたし』はその写真が存在する限り、それが撮られた瞬間のまま、半はん永えい久きゆう的に保ほ存ぞんされる。写真に限らず、動画でも構かまいません。あるいは、そのような分かりやすい殻ではなく、例えば芸げい術じゆつでだって構わない。絵を描かき、小説を書き、音を残し、名を遺のこす。その全ての行こう為いが、それが作られた時間の『わたし』を永遠へと導みちびくものです。そこに居る『わたし』は、その媒体が死ぬまで永遠に変化する事がない」

「芸術……か。名画の中に隠かくされた暗号、みたいなものかな？」

「あぁ、そうか。そうですね。それは、分かりやすいかもしれません。別に暗号ではありませんが、『わたし』によって生み出されたものには全て、その時代に生きた『わたし』の意い志しが保存されています。名のある芸術に美しさ以上の思いを感じる事があるでしょう？　その感覚は、非常に近しいものです」

　だとすれば、市井垣忍が残した情報、集しゆう団だん自殺のサイトは、彼にとっての芸術だったのだろうか。あるいは沢たく山さんだったかもしれない人に、美しさ以上の輝かがやかしさを見せたものだったのだろうか。

「確かつ固こたる自じ己こは時間の概がい念ねんを超ちよう越えつする」

　変わり往ゆく肉体の中で僕が僕で在り続けるように。

　あの、時じ限げん爆ばく弾だんに迫せまられる空間の中で、僕が在り続けたように。

　人生の縮しゆく図ず。

　マクロの視点においては、『自分』という意識は時間を無視する事が出来る。

「貴方の肉体の中にいる『貴方』がそうであるように、過去と未来と現げん在ざいとで、それでも『貴方という意思』は決して消える事なく、永遠に在り続けるのです」

「……話が、あんまりにも観念的過すぎるよ」

　ため息しか出てこなかった。彼女の言わんとしている事は漠ばく然ぜんと理解できないでもないけど、時間を越えて、なんて想像できない。そんなマクロな視し点てんは、僕にはもてない。

　ましてそれが、肉体ではない別の媒体に移動したとしても存そん在ざいし続けるだなんて……。

「そうですね。多くの人は、その次元で『自分』を認識できないようです。個性的である事を奨しよう励れいし、自由意志を声こわ高だかに叫さけび、自身の欲よつ求きゆう欲よく望ぼうを何よりも優ゆう先せんしながら、それでも人は、その精神の在り様を自身ではない何かに預ける事を止やめない。記号を求め、形を求め、それらに依い存ぞんし続けている───これはわたしには考えられない事です。例えばこんな言葉があるでしょう？　自分が何をしたいのか分からない、なんて。そんなのは、わたしには、どうしたって言う事が出来ません。そんな事は、絶対にあり得ない」

　それは、けど、彼女だからこそだろう。

　僕らはそんなに強くない。独ひとりでは生きていけない。独りでは何も出来ない。

　幼い頃、全てが自分の思いのままになるような気がしていた。誰もが僕を愛してくれて、世界に祝福されているような気がした。自分なら、なんだって出来ると思っていた。

　けれど成長していく中で、そこに現実との摩ま擦さつが生まれた。僕と言う個人は社会の、六十億を超こえる人々の中の一人でしかなく、特別なんかじゃなかった。何も出来ない、ただの子供だった。

「特別なんですよ。今でもずっと。最初から、最後まで。それは、誰かにとってではなかったとしても。貴方は貴方にとって、掛かけ替がえのない特別な存在なんです。そして、それで十分です」

「十分……？」

「そもそも、人はどうして生きているのでしょう？　あらゆる事に努力し、あらゆる知識を得て、あらゆる功こう績せきを残し、けれどその先に待つものが死でしかないのだとしたら？　その結末が死という全ての消しよう滅めつなのだとしたら？　それはとても悲しく、そしてその人生は限かぎりなく無意味に近いものなのではないでしょうか？　何を知り、何を覚え、何を感じ、何を得て、何を失い、何を求めてきたのか、それら全てが消え去ってしまうゼロの領りよう域いきが待ち構えているのだとしたら、人の思いは死という結末を逃のがれる事は出来ない」

　それは超える事の出来ない境きよう界かい線。

　絶対の結末。

「必ず死んでしまうのに、それは分かりきっているのに、それでも生き続けていくのは何な故ぜなのでしょう？　人は、どうしてそれでも生きていたいのだと思い続けるのでしょう？　必ず死んで、全てが失われるのに、それでも生き続ける事を、なぜ人は望むのでしょう？　ＤＮＡによる支し配はい？　あるいはミトコンドリアですか？　誰かのため？　誰かへの愛情？　社会というより大きな構こう図ず？　それらに対する責任？　更さらに大きな、神様の思おぼし召めし？　宇う宙ちゆうの意思？　理由をつける事はいくらでも可か能のうです。けれど、それらではあり得ない答えを、貴方あなたはすでに知っている」

　生まれてきた意味を求めていた人が居た。

　それは、たぶん、全すべての人が求めるものだ。

　どうして自分は生まれたのか。それはきっと誰もが一度は疑ぎ問もんに思い、そしてそれぞれに答えを見つけて、やがて消え去っていくもの。麻疹はしかとかおたふく風か邪ぜみたいなもので、何時の間にか患わずらって、直ぐに消え去ってしまうもの。

　けれど───生まれてきた意味を全て果たして死んでいく人は居ない。

　子こ供どもを産んで死ぬ親は居いないし、親が死んで自らも死ぬ子供は居ない。

　願い続けてきた夢ゆめを叶かなえ、それで満足して死ぬ人は居ない。

　現代医学なら容よう易いに与あたえられる安楽な死さえ放ほう棄きして、それでも人は生き続けていく。

　人生は、極限まで意味を凝ぎよう縮しゆくしたなら、生と死と、苦しみしかない。

　人は時に罪つみを犯おかし、苦しみもがき、けれど、それでも決して生きる事を止めない。

　それは、どうしてなのか……そんな疑問は、実は疑問でさえなかった。

　そんなのは、決まっていた。

「ただ、僕が生きていたいんだ」

　僕が、ここに居る『僕』という存在そのものが、生きる事を望んでいるからだ。その人生に何の意味もなくとも。誰とも触ふれ合わなかったとしても。何も出来なかったとしても。子供を宿さず、希望を抱いだかず、夢を知らず、この世界に僅わずかにも関係し得なかったのだとしても。

　それでも僕は────。

「人間がＤＮＡに支配されている？　そんなのは、全く愚おろかしい発想です。ＤＮＡだろうがミトコンドリアだろうが、そんなものはどうでも良い。有っても無くても構わないものです。ここに居る『わたし』は、全ての他人を、社会を、時間を、神様さえも超ちよう越えつする者。唯ゆい一いつにして絶ぜつ対たいの自じ己こ。『わたし』がここに在あるのは全て、『わたし』が望んだ結果に過ぎません。ただ、そう在りたかっただけの話」

　ただただ、生きていたいと思った。

　他ほかの誰でもない。僕ぼく自身が、それを願った。

　何時かは死ぬと知りながら。

　全ての願いを叶える事が出来ないと知りながら。

　苦しみに塗まみれて歩む事になると理解しながら。

　それでも、生き続けていたいと願った。

　手のひらを見る。自分の身体からだを見る。

　その中に、僕は居る。

　僕がここに居たいと願った。

　生きていたいと、そう願った。

　だから、生きている。

　生まれてきた意味とか、生きていく理由とか、そんなのを考えるのは馬ば鹿かげている。

　そんなものを考える必要なんか、きっと何ど処こにもない。

　答えは、最初からこの『生』の中にあった。

「わたしが望むから、わたしは生きている。逆ぎやくに、わたしが死にたいと思ったのなら、死ねば良いんです。それが正しい在り方でしょう。それを否定する事は、自分の人生を他人に転てん嫁かする事です。その人間の意思を、『個人』を売り払はらう行こう為いです。自分が何を望むのか、それによってこそ、人生は左右されるべきなんです。少なくとも、それに相応ふさわしい思考力は与あたえられているはずだから」

「真白ちゃんも、生きていたいと、そう思うんだね」

「先さき程ほど言った通りです。そもそも、市井垣忍の方法ではわたしを保ほ存ぞんする事が出来ません。インターネットや、まして写真なんかじゃ明らかに容よう量りよう不足です。わたしを残すのならば、世界こそが相応しい。それでようやく、対等です」

「……それはまた、随ずい分ぶんと壮そう大だいな夢だ」

「そうかもしれません。きっと分不相応なんでしょうね。けれど、昔の偉えらい人は言いました。夢と胸は大きい方が良い、と」

　そんな俗ぞく物ぶつ的な格かく言げんを、何ど処この識者が残すのか。

　いやまぁ、何気に賛同者が多そうで恐おそろしいけど。

　生まれてきた意味を求め、生き続ける意味を求め、死なない理由を探し、死にたくない理由を探さがし、ただただ無為に生きる人々を見つめ、その在り様に絶望し、愚かしく思い、それでも最後に辿たどり着いたのが、この解かい答とう。

　人はただ、生きていたいだけなんだという願いなのだとしたら。

　世界には、生きたいと願う人間だけが生きている。それが答えなのだとしたら。

『だが、悲しい事に────生きたいという人間の意い志しは、しかし、死によってのみ完結される』

　彼の嘆なげきは、僕らが感じているものよりもずっと、深かったのかもしれない。

　生きたいと、生きたいと、生きたいと。そう願い続けている人々の、その人生の結末が、それでも決して揺ゆらぐ事のない『死』でしかなかったのだとしたら。それは、どれほどの悲しみなのだろうか。目の前で「生きたい」と叫さけぶ子供達が次々と無残に殺されていくかのような結末。ただ当たり前に生きてきたかつての僕らでは決して知る事のない、いっそ下らないとさえ思える思想。

　デッドエンドコンプレックス。

　それは、『生きたい』と自分が本当に願った時にこそ目の前に現れる、希望であり絶望の怪かい物ぶつ。全てを喰くらい尽つくすもの。

　彼はもしかしたら、そんな悲ひ惨さんな光景を、この世界に見ていたのかもしれない。

　全ての人生の中にそれを見ていたのだとしたら……それは、どうしようもない悲ひ劇げきだ。

「本当は、自殺を求める言葉じゃなかったんだね」

「それは、難むずかしいところです。ただ死にたいだけの死を求める言葉ではありませんでしたが、生物としての、肉体に依い存ぞんする事に大きな意義を感じていなかったのは間ま違ちがいありません。ただ、それが何時からか歪ゆがみ、生きる事が無意味だという意味に捉とらえられてしまったんです」

　彼の行為は、誰の眼めにも生の無意味さを連想させた。それが、自殺を推すい奨しようし、自らがその規き範はんを示しめした、指し導どう者しやとして祭り上げられてしまった。自分達を正当化するために。自分達を押おし潰つぶそうとする『善ぜん意い』の群むれから、身を守るために利用された。

「市井垣忍の不幸は──不幸だと感じるかどうかは分かりませんが──彼が思っているほど、人間は『自分』を意識できない生き物だったという事でしょうね。彼は自らの『生』を見せる事で、人々を『デッドエンドコンプレックス』の嘆なげきから解放するつもりだったのでしょうが───永遠の『自己』を見せたつもりだったのでしょうが、それは甘あまかった。彼は結局、最初から最後まで、致ち命めい的なまでに人間が理解できていなかったのでしょう」

　だからこその、質問。自分が、何処に居るのか。

　生まれてきた意味を、死ぬ意味を、別の誰かに押し付ける。

　親に、社会に、神様に。

　常つねに誕たん生じようと消滅を繰くり返す肉体の中で、変わらず在り続ける『僕』という意思を無視して。

　そこにあるものに触れる事なく、気づく事なく。

　ただただ、委ゆだねていく。

「そして、八幡このみもまたそうだった。彼女には分からなかった。最後まで。市井垣忍は、とっくの昔に、彼女に救われていたというのに」

　彼が最後に遺のこした言葉。感かん謝しやの気持ち。

『忍は言った！　私に、ありがとうって！』

　その感謝の言葉は。それは、生きる意味を知らなかった自分に、ただ生きていたいのだという『自分自身』の願いを教えてくれた、本当に大切な人への言葉だった。

　そうだったのに……彼女はそれに気づけなかった。

　気づけないまま、分からないまま愛し続けて───破は滅めつした。

「他ひ人と事ごとではありませんよ？」

　言われなくても、分かっている。真白ちゃんと大垣さんの関係がそうであったように、彼女達の関係もまた、僕らにとって起こりうる未来だった。

　大垣さんの願いを叶かなえるために間違え続けるしかなかった真白ちゃん。

　それは志乃ちゃんの未来。

「もちろん、わたしと支倉さんとは別ですよ。考え方は、明らかに異ことなっています。わたしは、『わたし』を愛しています。それだけが全てです。涼風真白という記号は、すでに廃はい棄きされました。通つう過か儀ぎ礼れいによって」

　通過儀礼……大垣さんの事じ件けんの事か。

「彼の死と共に涼風真白という記号は史実の中に書き込まれました。わたしにとっては、それで十分。彼女は永えい遠えんに、大好きだった大垣六郎と共にあり続けるのですから。尤もつとも、支倉さんはそれに意味がないと感じたようですが」

「どういう意味……？」

「支倉さんはあれで、かなり歪んでいる、という話です。前にも話したとおり、彼女は自分を否ひ定ていしている。支倉志乃という肉体に興きよう味みも意味も感じない癖くせに、残すべきはそれだと信じている。『自己』を否定して、何もない殻からだけを残そうとしている。もちろん、全すべては貴方あなたのために。貴方を愛するために、貴方に愛されるために、彼女は本来残すべきものを殺し、意味のない身体からだを残そうとしている。愛、という表現で伝わらないのなら、別に、もっとはっきりとした言い方をしましょうか？　ずばり、それは────」

「それ以上は、言わないで」

「……その感情は支倉さんに対して失礼だと思いますが、まぁ良いでしょう。あえてそれを語るほど、わたしは愚おろかでもお節せつ介かいでもありませんし、少なくとも彼女の歪みと、それを生み出す思いは伝わったでしょうから。彼女は、とても健けな気げですよ。それは、愛すべきものです」

　最後の一言は冗じよう句くだったのかもしれないが、笑えるほどではなかった。

　笑えなかったけれど、重かった。

　理り解かいできない大切な人を、ただ肯こう定ていし続ける事しかできなかった八幡さん。

　それは僕の未来。

「これは、貴方にとっての通過儀礼なんですよ。今となっては、まさに今いま更さらでしかありませんが、貴方に必要とされる役やく割わりを理解するための、通過儀礼。支倉志乃という少女の本ほん質しつを、より深く理解し、それを掌しよう握あくする力を得る必要が、貴方にはあるんです」

　大垣さんの事件で僕は彼女からそれらを直ちよく接せつ教えられた。

　けれど、それは彼女にとって予想外のものだった。

　彼女の事件の解決には鴻池先せん輩ぱいが来るはずだったのに、代わりに僕が来てしまって、だから計画を前まえ倒だおしした。

　本来は───僕はここで、全ての真実を知るはずだったのだ。

「けど……待って」

　僕は慌あわてて、首を振ふった。

　もし、真白ちゃんのあのメールが無かったら。

　志乃ちゃんの本質について聞いていなかったら。

　今と同じ未来を得られただろうか？　あの時、同じ行動をとれただろうか？

　たぶん、それはないように思う。

　僕は何も知らぬまま志乃ちゃんを止める事も出来ず───最悪は、起こり得た。

「それでも、構かまわなかったんです。いえ、むしろそれが願いでした。前にも言ったように、わたしは支倉さんの存そん在ざいを許きよ容ようできません。彼女のような危き険けんな存在が、このまま最悪の方向へ向かって成長し続ける事を、認みとめられません。だから、ここで壊こわれてしまっても良かった。それを望んでいたと言うべきでしょう。その証しよう拠こに、わたしはちゃんと、『本物』を用意していたのですから」

「本物……？」

　その言葉が何を指しているのかに気づき、ゾッとする。

「一いち応おう、言い訳わけさせてもらうと、あの高校生が八幡さんから依い頼らいを受けていたのは事実です。偽にせ物ものを作ったのが彼である事も事実。ただ、必要ならこちらが本物を提てい供きようするつもりで、けど、実じつ際さいには必要がなくなってしまったので、彼のを利用したというだけです」

「君は……何者なんだ？」

「わたしはわたしですよ。貴方が、貴方であるように」

　そんな言葉遊びで、終わらされる問題ではない。

　僕は彼女を睨にらみ付けた。

「そんな顔、しないでください。似に合あわないです」

「真白ちゃん、これは、冗談なんかじゃないよ」

「もちろん、わたしとしても冗談ではありませんよ。けれど、結果的に全てはより良い方向へと向かっている。鴻池キララさんの気まぐれによって発生した偶ぐう然ぜんが、わたしにとっての、貴方にとっての、未来を動かし始めた」

　それは、確たしかにその通りだった。

　結果論ろんでしかないにせよ、僕らはより良い未来へと近づき始めている。

「わたし達は、少しずつではあったとしても、奇き跡せき的な未来へと近づいている」

　そう言って、真白ちゃんは不意に笑えみを消した。

　真しん剣けんな瞳ひとみで、真まっ直すぐに僕を見つめる。

「二度は聞きません。貴方は既すでに、それを選んだのだから。ただし、その責せき任にんは果たしてください」

　言われるまでもなかった。

　僕は誰だれも殺さない志乃ちゃんと生きる。

　その人生を、選んだのだから。

　他ほかの誰でもない。『僕』自身の意思で。
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　真白ちゃんが去った後、しばらくは静かだった。

　頭の中で、彼女の言葉を反はん芻すうする。

　真白ちゃんは本人も言うように、噓うそ吐つきだから、その言葉の全てを信じる事は出来ない。きっと、彼女なりの解かい釈しやくで、彼女にとって有利な情じよう報ほうを差し込こんでいるはずだ。それも、何が有利かなんて僕には分からない次元で。

　だが、それでも。彼女の言葉には、きっと意味があるのだろう。

　志乃ちゃんの決意。

　僕の決断。

　僕らの関係。

　それらはようやく、通過儀礼を終えたのだ。

　やがて、小さなノックの音。

　それが合図だった。

「はい……どうぞ」

　僅わずかに遅おくれて、ドアが開く。

　その向こうにあったのは、まさしく僕が待っていた少女の姿すがただった。

　彼女は視線を背そむけながら、入ってくる。

　そして、先さき程ほどまで真白ちゃんが座すわっていたその場所に、ちょこんと座った。

　お互たがい、無言だった。

　感情のない顔で、感情を意識的に消している顔で、志乃ちゃんは、僕ぼくを見ない。

　見ようとしない。

　それが分かるから、僕は一つ苦く笑しようして、言った。

「志乃ちゃん……頭を出して」

　出来うる限かぎり、怖こわい声になっていたはずだ。

　慣なれない口調だから、きっと真実味には欠けていただろうけれど。

　それでも、志乃ちゃんは従したがってくれた。

　椅い子すを立ち、ベッドに乗り出すようにして、傍そばに寄よる。

　そんな彼女に、僕は手を上げた。

　身体からだが動かない代わりに、腕うでを一いつ杯ぱいに伸のばして。

　そして、ペチリと、頭を叩たたいた。

　本当に軽く、撫なでるように。

　けれど、重く、全ての思いを籠こめて。

　その柔やわらかい髪かみに触ふれる。

　よくよく考えてみれば、それは初めての事だった。

　彼女に手を上げる事なんて今までなかった。そもそもそんな必要がなかったし、その権けん利りもないのだと思っていた。僕らの関係は、幼おさななじみで、兄妹みたいなもので、とても近くてとても遠いものだった。家族みたいなものであったとしても、家族ではなくって、僕らはどうしようもないほどに他人だった。

　そう、思っていた。

　ずっとずっと、僕は、そう思い続けていた。

「あの時、言ったよね。お説教してあげるって」

　だから、命令なんて出来ない。

　強い言葉で、彼女の本来の在あり方を否定できない。

　そんなやり方ではなく。

　彼女の全てを肯み定としめてあげる事が、僕に出来るただ一つの事なのだと思っていた。
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　でも、それは、間違っていた。

「間違ったら、叱しかってあげる。悪い事をするなら、怒おこってあげる。君はそれを嫌いやがるかもしれないし、重荷に感じるかもしれない。僕を嫌きらいになるかもしれない。まして、僕は愚おろかな人間で、間違う事もあるんだから。本当は、きっと、君を叱れるほど大そうな人間じゃないんだ」

　けれど、それでも。

「叱ってあげる。怒ってあげる。君が間違う時、そこに、何時も、僕は居いる」

　それが僕の役割となるだろう。

　彼女と共に在り続ける、意味となるだろう。

　ただの歳としの離はなれた幼なじみではなく。

　ただの兄妹みたいな関係ではなく。

　ただの家族ごっこではなく。

　そうして、僕は本当の意味で、彼女にとっての家族になる。

「最悪は、ない。諦あきらめたりなんてしない。妥だ協きようしたりなんてしない。僕らは必ず、最高の未来を手に入れてみせる。ねぇ、志乃ちゃん。僕はそれを、君に、必ず見せてあげるよ」

　それは、何より───『僕』が望んだものだ。

　変わり往ゆく世界の中で。

　変わり往く肉体の中で。

　けれど僕は変わらない。

　過すぎていく時間は、いずれ訪おとずれる死へのカウントダウン。

　辿たどり着く先は誰一人として避さける事の出来ないゼロ時間。

　永遠に一いつ緒しよに居られるだなんて、そんな幻げん想そうは抱いだかない。

　いずれ訪れる別れの時を、僕だって誰だって知っている。

　それは痛いたみを伴ともなう回想。恐おそらく生しよう涯がい消える事のない傷きず痕あと。

　それでも、たとえ、そうだとしても。

「僕は、ここに居るよ」

　君の傍に。

　せめて終わりが訪れる、その日まで。

　共に在あり続ける。

　それが、僕の願いだ。

　他の誰でもない。

　僕がそれを願った。

　その願いは、全ての他人を、社会を、そして神様さえも超ちよう越えつするだろう。

　そう。

　全ては『僕』が決定する。

　立ち向かうべき敵は、常に自らの内側にこそある。

　無言のまま、志乃ちゃんは手を握にぎり返してくれた。

　それが、確たしかな答えだった。

　握り合う手のひらは弱く脆もろいけれど。

　そこにある思いは、何よりも強固だから。

　僕が望んだ。

　君が望んだ。

　だから、今が在る。

　だから、未来が在る。

　そして、幼よう年ねん期きは終わる。

　迷まよいも、悩なやみも、全すべてが消え去る。

　目指すべき場所は定められ、そこへ至いたる無む限げんの荒こう野やだけが広がる。

　それで良い。

　その道を貫つらぬき通し、やがて辿たどり着くべき未来へと辿り着くのだ。

　新たなステージへと、僕らは上るのだ。

「最悪は、ない。ね？　志乃ちゃん」

「…………うん」







　あとがき
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　そんなわけで、本作の表のテーマは『生きるという事』。裏のテーマは『愛するという事』です。前述した『デッドエンドコンプレックス』の厳しくも優しい真実の中で、翻ほん弄ろうされ砕くだけてしまった一つの愛の物語をお楽しみください。

　さて、これにてシリーズ第一部は終了です。いや、第一部も何もないわけですけど、一応の区切りという事で。次の巻は、たぶんノンビリまったりな幕間劇になるでしょうから、六巻から、新たなステージが始まる予定です。

　そう、予定なのですよ。そもそも、本シリーズの前身、投降段階の『ＧＯＴＨ†ＬＯＬＩ』の更に前身は、ネット上での公開を前提とした連続した短中編一次創作で、志乃と『僕』が様々な事件に関わっていくという話だったわけでして。『物語』と呼べるようなものがなかったのです。それが何の偶ぐう然ぜんか幸運にも出版させていただける事になって、シリーズ構成を考えなければならなくなり、かなり慌あわてました。既すでに原案のあった二巻を長編仕様に書き換えながら、必死でイベントの配置を考えましたよ。一巻、三巻、四巻と続き物であるのに対し、二巻だけスルーされているわけを、感じ取ってくださいませ。
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　さてさて、今後の事はさておいて、今回の事。

　ミステリユーザーなら必ず、一度は考えた事があるはず。

『もし、自分が犯人だったなら、こんな間抜けな名探偵には負けないのに！』

　考えません？　思いません？　凶器から指紋が出たというブラフに引っかかって「指紋は消したはずだ！」と咄とつ嗟さに答えてしまった犯人を見た時に湧き上がる、あの感情です。いや、オチとしては結構好きなんですけどね、そういうのも。なんか、してやられた感があって、気持ちいいです。ミステリの基本は、騙だまされる事ですから。名探偵の華か麗れいな一手にハマるのは、紛まぎれもない快楽です。けど、やっぱりそんな簡単に負けちゃうなよとも思うわけです。いったい自分は名探偵と犯人とどっちに感情移入してるんだって苦笑してしまいますが、でもやっぱり思っちゃうものなのですよね。

　この話がどう本編に関わってくるかはネタバレなので言えませんが、とりあえず、もし同じように思う方がいたら、自分が犯人ならどうするかを考えながら読んでいくと、より楽しめるのではないだろうかと思います。

　というわけで、今回のミステリ度数は五十パーセントくらいかな、と思います。難なん易い度どは若じやつ干かん高めですが、とにもかくにも、とある大きなトリックに気づけるかどうかだけが勝負です。先に書いた快楽を体感してもらえたら、何よりも幸福です。

　また、今回は色々と言っておかなければならない事が。

　まずは、作中で登場している『人間の歴史』のお話。あれは、ウィリアム・サマセット・モームの『人間の絆』からの引用です。後書きの中ではありますが、参考文献として明記しておきます。

　次に、本作では一部、史実の事件に触れています。フィクションの中で扱うには余りにも重大な事件だったわけであり、被害に遭あわれた方やそのご家族、また関係者の方々においては不快に感じられる部分があるかもしれませんが、どうか寛かん容ような心でご容よう赦しやを賜たまわりたく思います。

　更に今回、担当のＴさんにも指摘されたのですが、志乃と「僕」のシーンは少ないです。二人での会話は、あまりありません。ですが、実はこの巻が、これまでで一番『ラブ度』の高いお話だったりします。よく読んでもらえれば分かると思いますが、基本的に一人で行動する事の多い志乃が、今回は常に『僕』の隣を離れていません。事件が発生してから解決するまで、トイレに入っている時以外、全部一緒に居ます。それを理解し、その意味を考えてもらえれば、志乃の可愛らしさを感じて貰もらえるのではないかと。こういうのも、『行間を読む』というのでしょうかね？　……なんか、違う？　まぁ、要するに、会話や容姿だけが可愛さではないのですよって事です。

　あ、でも、何かしらの機会があれば、思いっきり直球ど真ん中な萌もえ作品を書いてみたいものですね。だって、そういうの好きですから♪　書くのは苦手だけど、読むのは好きなのですよ。番外編としてでも、いっそシリーズの雰囲気をぶち壊こわすくらいにギャグ＆萌えなのを書きたいです。そう、例えば『魔法少女マジカル志乃タン』とか。…………ごめんなさい。お馬鹿でごめんなさい。

　さてさてさて、ここで重大発表ですが、なんと12月中旬からラジオ大阪で放送中の『富士見ティーンエイジファンクラブ』内にてラジオドラマが始まります。更にドラマＣＤとして発売も予定されているそうで、ご期待くださいませ！　いや、私としてはもう、なんと言いましょうか……ぶっちゃけ、畏おそれ多い気分なのですけどね。ってか、音声ドラマで無口キャラってどういう事さ？

　では、最後に謝辞を。

　お礼の言葉も定番になってしまうほどお世話になっているイラストの東条さかなさん。今回、誰か重要な人が登場していないような気もしますが……まぁ、あまり気にしないでくださいませ。彼の出番も、まだまだあるはずですから！　たぶん、きっと！

　担当のＴさん。今回はたぶん、そんなにご迷惑はおかけしなかったはず。ちゃんとプロットっぽいものも書けましたし。なんかアレが限界ギリギリっぽいのですけど、一応、努力はしてみます。

　そして何より、本書を手に取ってくださった読者の皆々様。おかげさまで、四巻まで発売する事が出来ました。本当に、感謝感激です。今後も更に物語を盛り上げていくつもりですので、どうぞお付き合いくださいませ！

　ではでは。これにて失礼を。




	
		[image: ]

	

	
		[image: ]

	







SHI-NO




─シノ─愛の証明








上こう月づき雨あま音ね











平成25年5月17日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C)2006 Amane Kouduki, Sakana Tojo/Fujimishobo









[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/p079.jpg





item/image/orikaeshi1.jpg
LARE

O DEHFROBBEOIRIFETT . 1ELVeLEA
THFETID. —BLDFPFODERETL &
S, ATHMTHOK. BEANEUTERNICER
ERBUET Ko BDIC, FAHNHDAVDSE
[BRATEN] FEBRZEBEESN. RIFEHEOBE
NANLET [FybV] BEhDbETNH LIz, it
HEFEWHDHTT K, Fofe, LBEEDD. $H
BHRUBBZERATVD. ZTAKIATT .






item/image/p117.jpg





item/image/p235.jpg





item/image/fjb_logo.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p191.jpg





item/image/p151.jpg
TS

A7 Nl ~—
A1 (1Y N

W/






item/image/p025.jpg





item/image/p101.jpg





item/image/p067.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		承前─Hello WorldⅣ─



		意志─Dead End ComplexⅢ─



		あとがき



		奥付











item/image/p211.jpg
S\ ﬂ//,
N Y





item/image/t015.jpg
=

— Dead End Complex Il —






item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/p051.jpg





item/image/p244.jpg
o 2
Frduss REA S
&Y 2408 Lg g
r;§<.£€;’i;,f:?‘l %<
coBgi® hmd v . 57
C,‘ A ‘/\: /o T
XD ZUE S T
2 f‘._'ﬁg;;,ﬁ@a_q A g N
R4y 1= - 3 iﬁa 2 °
T A% = 1‘77"§ }h%%
B m — 3 e 3 5
"i‘/‘-} > :\I'ﬁ% g\ca
5 e R 'S R
:e?f’/' 9 - ?ﬁoﬁ t.‘,i{i
M’ i \\ t {\,\g\





item/image/t005.jpg





item/image/p246.jpg
WS 1L R R
S x X whe iR @@
4oy HT AR A R R |

NN W EHE R 48
Um«uEL%!é/mhmrm%u
FE LR

N0 1wT R4 B
(' dhlw S §a

P MRS D PR S
oD = 0RO Oy B
|RU P MHSS Dy s it

B






